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　　　プロローグ







　鬼灯ほおずき一族、とは──

　江戸時代以前から穂ほ尾お付づき町近隣の集落をとりまとめてきた庄屋兼大地主の一族であり、卓越した政治手腕と時勢を読んで波に乗る能力により勢力を拡大させ続けてきた、周辺地域一帯の頂点に君臨する地方財ざい閥ばつの中ちゆう枢すうである。

　そんな鬼灯一族の分家の一つに『守かみ垣がい内と』という家があり、そこには今年高校二年生の双ふた子ごの兄妹、明あき芳よしと芽明めいあがいる。

　一族は代々、近親婚を繰り返してきた。近年に至りようやくその風習はなくなったが、本家に男児が生まれなかった場合は、今でも三親等外の分家の中から婿むこを迎える事になっている。

　そして今、本家にある子供は長女の鬼灯よもぎただ一人で、現状では一族の跡取りがいないという事になる。そこで分家より選ばれたのが、守垣内明芳だった。

　先天性の色素欠乏により、透き通るような白い肌と白金の髪を持ち生まれた、父親曰いわく『神のうつし身』である少年。幼い頃よりその身には、まるで神に愛されているかのような幸運が幾度も降り注いでいるという。

　鬼灯の現当主である鬼灯鉤かぎ之の丞じよう（よもぎの祖父）は、鬼灯の跡継ぎとして、すなわちよもぎの婚約者として明芳を選んだ。そして都会の行政を学ばせるため、小学校に上がる時に妹と共に東京の名門校へと転校させた。

　二人が穂尾付町へと帰ってきたのは、高校二年の六月の事。

　高校を卒業する前に、都会で学んだ行政と地方行政の現状をすり合わせるため、という名目で半年間の地域留学生として穂尾付学園へと転入してきたのだ。

　明芳と芽明は学園でいくつかの事件を巻き起こしながら、他の生徒達を通して今まで自分達の周りには存在しなかった価値観に触れ、少しずつ変わっていく。

　そうしてあっという間に五ヶ月が過ぎ、一一月末。

　鬼灯本家の広い応接間。一八畳の和室の中央で、胡座あぐらをかいてゆらゆら揺ゆれている明芳と、その隣で背筋を伸ばして正座する芽明。

　対する奥の座には、当主である鉤之丞が厳おごそかに座していた。

「……よかろう」

　明芳のとある提案に、鉤之丞はさして考える風でもなく頷うなずいた。当然だ、とでも言うように明芳はにこにこと頷き返す。

「ありがとう、おじーちゃん。じゃ、行こっか芽明」

「え……あ、あの……お爺じい様、よもぎ姉様の気持ちは……」

　半ば予想していた事とは言え、あまりにもすんなりと運ぶ話に芽明めいあは慌あわてて口を挟はさむ。

　だが、続く言葉は鉤かぎ之の丞じようの眼光に射い竦すくめられ、音もなく飲み込まれた。

「芽明」

「……はい」

「鬼灯ほおずきの女に、意思などというものは必要ない。あれはただ、次の世継ぎを産むための苗床だ」

「……っ」

　孫娘に向けたものとは到底思えない、あまりにも無情なその言葉に、芽明は抗あらがう気力を一息に削がれてしまう。

「下がれ」

「……はい……」

「じゃあね、おじーちゃん」

　ひらひらと手を振って出ていく明あき芳よしの後を、芽明はとぼとぼとついていく。

　だが、これで引き下がるわけにはいかない。お爺様が無理でも兄様なら、そう思い、廊下を歩く明芳の背中へと話しかける。

「兄様、やっぱり駄だ目めだよこんなの。無理矢理連れていくなんて……」

　明芳と芽明は、終業式と共に東京へと戻る事になっている。

　本来ならば二人だけで東京へ戻り、向こうで大学を出て、再び穂ほ尾お付づき町へと帰ってくる予定である。だが急に明芳が、よもぎも東京へ連れていくと言い出したのだ。

　芽明にとってそれは、なんとしても阻止すべき事だった。

　明芳が鬼灯の跡継ぎに選ばれた理由は、神の幸運が明芳を祝福しているからである。

　だが、それは実は神の幸運などではない。

　それは、芽明に憑ついた鬼おに火びの能力だ。

　兄の『普通』という幸せを、自分が全て奪うばってしまった。芽明はそう思っている。

　だから芽明には鬼火が憑いた。兄を一分間幸運にする代わりに、次の一分は自分が不運になる能力。ある男はそれを、一分間の絶対時間──『ミニッツ』と呼んでいた。

　芽明は、身の回りの世話をするという名目で常に明芳のそばにいて、何かある度に能力を使い、あたかも明芳が神に祝福されているかのように見せかけている。

　よもぎを連れていくなら、自分が世話役を外される事もあるだろう。もしその時に何らかの不運が明芳を襲ったら？　取り返しのつかない失敗をしてしまったら？

　明芳は神の祝福など受けていない。あるいは、すでに祝福は消えてしまった。

　もし本家の人間にそう思われたら、鬼灯の跡継ぎという話がなくなるだけではなく、今まで明芳を神の子扱いしてきた者達が一斉に手のひらを返すかもしれない。

　そんな事は、決して許されない。兄は幸せにならなければいけないのだから。

　だが、そんな事情を説明するわけにもいかない。だからなんとかもっともらしい理由をでっち上げて、明あき芳よしの考えを変えさせる必要があった。

「姉様、もう少しで卒業なんだよ？　それから来てもらってもいいじゃない」

　よもぎは現在高校三年生。あと三ヶ月もすれば卒業だ。その後、地元の大学へ進学、司書課程を履修し、卒業後は穂ほ尾お付づき図書館の司書となり、帰ってきた明芳と結婚し、子を産み、鬼灯ほおずきの鳥とり籠かごを出る事なく一生を送る。鉤かぎ之の丞じようによってそう決められている。そんな運命を持って生まれたよもぎは、いつしかその感情を失っていった。

「かわいそうだよ、姉様……」

　この言葉は、芽明めいあの本心でもある。

　幼い頃、芽明はよく遊んでくれるよもぎの事が好きだった。東京に出てからは、本家からの電話や手紙でよもぎがだんだんと感情を失っていく様を伝え聞き、帰ってきてから再会したよもぎの様子には、家の事など関係なく人間として胸を痛めた。

　そんなよもぎに、どうやら特別な相手がいるらしいと知って、芽明は胸を躍らせた。

　最終的には明芳と結婚する事になる。それはもう仕方がない。ならばせめて、高校を卒業するまではその相手と一いつ緒しよに過ごしてほしい……そう、芽明は思っていた。

「ねぇ、兄様……私達、もっと、人の気持ちを考えなきゃいけないんじゃないかな……」

　兄様のためなら、自分も他人も不幸になっていい。芽明はずっとそう思っていた。

　だが、ここ数ヶ月の間にあった事件と、出会った人々と、交わした言葉と。

　それらが少しずつ、芽明の考え方を変えていた。

　兄様を幸せにするためには、自分を、誰かを、不幸にするしかないのだろうか？　そんなやり方しかないのだろうか？　本当に？

「……うるさいなぁ、もう……」

　足を止めて、明芳が振り返る。

　そして自分を睨にらみつけるその視線に、芽明が感じたのは、戸惑いだった。

（兄様……イラついてる……？）

　今まで、明芳に相手にされない事は何度もあった。面倒くさそうにあしらわれる事もあった。基本的には自分が何を言っても無む駄だだった。

　だからこんな風に、苛いら立だちを露あらわにした視線を向けられるのは、初めてだった。

（もしかしたら、兄様も……）

　ほんの少しでも、変わりつつあるのではないか──

「芽明」

　芽明の胸に灯ともりかけた仄ほのかな光を、温度の低い呼び声がかき消した。

「もういいからさ」

　その明芳の瞳ひとみの奥に、一いつ瞬しゆん、揺ゆらめく炎を見たような──




「僕の言う事を聞け」




　次の瞬しゆん間かん。

「──はい。兄様」

　芽明めいあは、先ほどまでの葛かつ藤とう、憤いきどおり、希望、その全てを忘れ、ただ従順に頭こうべを垂れていた。













　　　第一章　支配空間




　　　　　一




　一一月二六日、月曜日。

　第三期生徒会の後期生徒会長として七月に就任した琴こと宮みや遙はるかは、九月の学園祭、一〇月の体育祭、一一月の修学旅行といった行事をそつなくこなしていった。残る大きな仕事は来年一月、すなわち第四期生徒会前期役員選挙のみである。

　この生徒会選挙は、一年生で生徒会長になるという野望の持ち主、相あい上がみ櫻さくらにとっては最後のチャンスであった。

　前回の生徒会選挙は、明あき芳よし（正確には芽明めいあ）のミニッツ能力と、遙の策略によって完全なる敗北を喫している。二度と同じ過ちは繰り返さないと固く誓う櫻。幸いな事に、ミニッツ能力で不正を働いた守かみ垣がい内と兄妹は一二月いっぱいで東京へと帰るためもう邪じや魔まされる事はない。やはり最大の敵は遙になるだろう。

　負けられない。それは選挙だけに限らず、例えば今。創作遊戯研究会の部室で机を挟はさんで向かい合っている今でもそうだ。

「……………………」

「……………………」

　櫻と遙は今、とある創作ゲームで戦っている真っ最中だった。

　戦況は今のところ五分と五分。ルール上、引き分けになる事はあり得ない。

　なんの道具も準備も必要としない簡単なゲームで、そのルールは『馬ば鹿かと天才ゲーム』よりも単純にして明快である。

　ある条件を満たす言葉を互いに言い合い、先に言えなくなった方が負け。ただそれだけだ。一度使われたのと一言一句同じ言葉はＮＧだが、違う言葉をつけ足すなどして意味を変えればＯＫ。この『言葉』とは、名詞、動詞、形容詞、なんでもありである。文章であっても構わない。しりとりのような制限があるわけでもなし、本当に簡単なゲームなのだ。

　にもかかわらず──櫻と遙は、今までに経験したどのゲームよりも、苦戦していた。

「……………………」

「……………………」

　睨にらみ合う二人の顔は紅潮しており、息は浅く乱れている。額ひたいにはうっすらと汗の滴しずく。まるで陸上競技で競い合っているかのようだ。

　ある条件を満たす言葉を互いに言い合い、先に言えなくなった方が負け。たったそれだけのゲームでいったい何な故ぜそこまで消耗するのか？

　その理由は、満たさなければならない『ある条件』にあった。

「……実は、寂しがり」

「ふぐっ!?」

　櫻さくらの言葉に、小さく吹き出しかける遙はるか。その反応を見て櫻はにやりと口元を歪ゆがめるが、そんな櫻の声ははっきりと震えていた。

　それに返して、遙。

「……その寂しがりを、放っておけない」

「ぐっは!?」

　効果的な反撃だ。櫻は片手で顔を隠して必死で心を落ち着ける。まさかこちらの攻撃を利用してカウンターをかましてくるとは思っていなかった。

　攻撃を重ねて相手の精神力を削り、降参を宣言させる事が勝利への道。二人はこのゲームをそう分析した。互いに負けるつもりなどない。内心の動どう揺ようを抑えながら次の言葉を探す。

「……寂しがっていても、それを隠せる強さがある」

「あうぅ……」

　櫻の二の太た刀ちが遙の胸をえぐる。どちらかが言葉を発する瞬しゆん間かんは互いに視線を合わせているが、次の一いつ瞬しゆんで二人とも耐えかねて視線をそらす。見つめ合ったままでこのゲームを進める事など、常人には不可能。

「……大事な人を守るためなら、すごい力を発揮する」

「ぐぬぬぬぬ……」

　あえて外してきた遙の一撃。効果は抜群だ。何故か涙がにじみそうになり焦あせる櫻。しかしよく見ると遙の瞳ひとみもかすかに潤うるんでいるので、ここはなんとか乗り切れるか。

　──何も知らずに二人の戦いを見ているギャラリーがいるとしたら、この二人はいったいどんなゲームをしているのだろう、と最初は首を傾かしげるに違いない。

　だが、しばらく見ていればなんとなくそのルールが分かってくるだろう。

　そして、渋いお茶か苦いコーヒーが飲みたくなる。

　このゲームを作ったのは、波は名な城しろアザミ。

　大きな人形をその手に抱いた、小さな猫目の女の子。実の家族の様に育ってきた櫻は言うに及ばず、遙にとってもアザミはかわいらしい妹のような存在だ。そんなアザミが「ゲームを作った」と言い出した時、櫻と遙は「じゃあやってみよう」と率先して手を挙げた。アザミが作ったゲームを遊ばないという選択肢は二人にはなかった。

　そして、至極単純なそのルールを聞いて、激しく後悔した。

　相手の好きなところを一つずつ交互に言い合う。先に言えなくなった方の負け。

　それが、波名城アザミ作『大好きゲーム』のルールだった。

　やりたくない。絶対に。それが二人の共通した思いだったのだが──

　二人は、負けず嫌いだった。

「……やめておいた方がいいんじゃないですか、先輩？　このルールなら、先輩に勝ち目はありませんよ」

「……心外ねぇ、相あい上がみ君。そっちこそ、私の事を好きなふりしてるだけなんだから、負けるのなんて目に見えてるんじゃない？」

「そっくりそのままお返しします。言ってるでしょう、俺は先輩の事が大好きだって」

「私の方がずっと相上君を好きだって、何度言ったら分かってもらえるのかしら？」

「いやいやそんな」

「いえいえそんな」

「はは、うはは、うはははははははははは」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

　櫻さくらと遙はるかの、いつものぎすぎすした笑い声が重なった。




　五月。二人は互いに、偽りの好意で相手を騙だまそうとした。

　七月。二人は互いに、生徒会長の椅い子すを奪うばい合った。

　八月。二人は互いに、初めて力を合わせて戦った。

　九月。二人は互いに、少しだけ素直になった。

　一〇月の体育祭では遙の生徒会長としての業務を櫻が陰ながらサポートした。一一月、つい先日の三連休にはみんなで温泉旅行に行き、大きな声では言えないが酒に飲まれて健全な高校生としては過度な触れ合いを持ってしまったりもした。

　そして今日。二人はこうして互いに、ゲームに勝つ事で相手の好意は偽りだと証明しようと躍やつ起きになっている。

　それがどこまで本気なのか。自分は本当は相手を好きなのか嫌いなのか。もしかしたらもうとっくに分かっているのかもしれないその答えから、必死で目をそらしながら。




　二人がゲームをしている様を、初代生徒会長にして創そう遊ゆう研けん部長である田た辺なべ和かず貴たかが飽きもせずニヤニヤと観戦している。面白い事ならなんでも好きな男だ。

　隣の机では、鬼灯ほおずき一族の直系である鬼灯よもぎと、その特別な相手だと目されているインテリ不良少年、乾いぬい陣じん内ないが二人でトランプゲームに興じながら、時折ちらちらと櫻達の様子を窺うかがっている。こっそり楽しんでいるのが見え見えである。

　当のゲームの作成者であるアザミは、二人を地獄に追い込んだ張本人でありながらその結果にはあまり興味がないようで、少し離れたテーブルでいつもと同じ無表情を湛たたえ、岸きし良ら夏か凪なぎと共に将しよう棋ぎの駒こまを使って遊んでいる。

　一方、遙はるかに対して淡あわい想いを抱いだいている夏か凪なぎにとって、これは心の底から面白くないゲームだ。なんとかしてぶち壊してやりたかったが、女性には優しい夏凪はアザミの考えたゲームを否定する事も出来ずに、ここでじっと奥歯を嚙かみしめている。

　しばしの沈ちん黙もくの後、再び櫻さくらの攻撃が開始された。

「……耳の横の小さいおさげが、かわいい」

「っ!?」

　ゲーム開始直後、二人は「頭が良い」「責任感が強い」「料理が上う手まい」など、当たり障さわりのない褒ほめ言葉を並べ立てた。しかしそういった弾たまはすぐに尽つき、次第に相手の深い部分で好きなところを探し合うようになり、すぐにこれがとんでもなく危険なゲームだと気付いた。

　そして今、櫻はそれから逃げるように遙の外見にターゲットを変えた。櫻にとっては、相手の内面で好きなところを探すよりはいくらか気が楽だったのだ。

　しかし、遙にとってはそうではなかった。

　櫻の攻撃で、遙は自分のおさげを気にし始める。これは毎朝彼方かなたが丁寧に結ってくれているのだ、かわいくて当たり前だ……そう自分に言い聞かせはするが、それが櫻の口から語られたという事実に動どう揺ようせずにはいられない。

　これまでも、櫻に外見を褒ほめられた事はある。しかしそれは常にとても本気とは思えない、煽あおり合いのようなやり取りの中でだった。

　それが今、こんな状況で「かわいい」と言われては。

「～～～～～っ！」

　急激に頰ほほの熱が上がるのを感じる遙。顔から火が出そうというのはこういう事を言うのだろう。何な故ぜかにやける口元を絶対に櫻に見られるわけにはいかないと、顔を伏せてその激情が通り過ぎるのを待つ。

（……こんなのずるい）

　せめてもの仕返しに、遙はとっておきの切り札を切った。もちろん、櫻以外の誰にも聞こえないように、囁ささやくような小声で。

「……たまに泣きそうになってる顔が、かわいい」

「なっ……！」

　効果は絶大だ。顔を真っ赤にして涙目になりながら、勢いよく詰め寄り小声で抗議する櫻。

「は、は、反則だ！　俺が涙もろいって事は誰にも言わないって……！」

「ご、ごめん、つい……大丈夫よ、誰にも聞こえてないから」

「聞こえなかったらいいってもんじゃないだろ！」

「相あい上がみ君、落ち着いて！　みんな見てるから！」

　小さな声は周りに聞こえていなかったものの、その後の騒さわぎはさすがに気付かれる。それまで興味がないように振る舞っていた誰もが、なんだなんだと二人に目を向けてくる。

　さぁどうするか──困って顔を見合わせる二人に、救いの手は外から差し伸べられた。

「お邪じや魔まします……遅くなってすみません」

　扉を開けて入ってきたのは、遙はるかの妹であり生徒会書記でもある琴こと宮みや彼方かなただった。

　彼方は書記としての用事で職員室へと行っており、櫻さくら達がゲームをしているのは彼方が戻ってくるまでの時間つぶしでもあったのだ。

「ああ、お疲れ琴宮！　用事は済んだのか!?」

「え？　う、うん、済んだけど……櫻君、どうしたの？」

「どうもしないさ！　さぁ琴宮先輩、妹さんが帰ってきたからゲームはここまでですね！」

「そうね！　残念だけど、今日のところは引き分けって事にしといてあげるわ！」

　焦あせった様子で席を立ち、正反対の方向へ歩き出す二人。他の部員達のどこか生ぬるい視線が二人の背中を追う。

「…………？」

　首を傾かしげる彼方に、アザミが小さく手を振った。




　これで今日の創そう遊ゆう研けん部室には、珍しくメンバー全員が揃そろった。

　三年生、田た辺なべ和かず貴たか、鬼灯ほおずきよもぎ。

　二年生、乾いぬい陣じん内ない、琴宮遙。

　一年生、岸きし良ら夏か凪なぎ、相あい上がみ櫻、琴宮彼方、波は名な城しろアザミ。

　正確には、櫻、彼方、アザミの三人は部員ではないのだが、いつも部室に出入りしているため実質的にはもう部員のようなものだ。

「みんな集まったから、また『カースト・チェア』でもやろうか」

　和貴の提案に、櫻はそれがどんなゲームかを思い出す。

　カースト・チェア。それは多人数用のゲームで、やろうと思えば二〇人でも三〇人でも遊ぶ事が出来る。先日の三連休で実施された温泉旅行で初めて遊び、大いに盛り上がった。

（温泉旅行……）

　つい先日の事、約四〇時間前の出来事を櫻は思い出す。

　遙の様子を見る限り、やはり何も覚えていないようだ。いや、あんな出来事を本当に覚えていないのか？　忘れたふりをしているだけではないのか？

　どちらかは分からないが、少なくとも櫻には、それはとても忘れられない記憶だった。




　　　　　二




　一一月二三～二五日の三連休を利用して、櫻達は和貴の親戚が経営する温泉旅館へ二泊三日の旅行に出かけていた。

　計画の発案者は他ならぬ和かず貴たかだ。この話を持ちかけた理由は二つあり、一つは遙はるかが事情により修学旅行へ行っていないと言うのでその代わりに。もう一つは、夏休みに和貴の親戚である守かみ垣がい内と明あき芳よしが起こした学園生襲撃と図書館占拠事件で迷惑をかけた面々へ、身内としてのせめてものお詫わびという事である。

　というわけで、旅行のメンバーはかなりの大所帯となった。

　創そう遊ゆう研けん正規メンバーの五人、田た辺なべ和貴、鬼灯ほおずきよもぎ、乾いぬい陣じん内ない、琴こと宮みや遙、岸きし良ら夏か凪なぎ。

　準メンバーとも言える三人、相あい上がみ櫻さくら、波は名な城しろアザミ、琴宮彼方かなた。

　学園生襲撃事件被害者の四人、シチサン、カリアゲ、イガグリ、テンパー。

　図書館占拠事件に巻き込まれた二人、相あいヶが瀬せ茉まつ莉り、御み幸ゆき院いん彦ひこ星ぼし。

　この総勢一四人で、人里離れた山奥の温泉旅館へと向かったのであった。




　　　　　○




「な、なんじゃこりゃあ～っ！」

「ご……御殿だ。これはまさしく御殿だ！」

「俺達なんかがこんなとこに入っていいの……？」

「くぅっ、俺の天パすらかすむほどの佇たたずまい……！」

　親衛隊達が騒さわぐのも無理もない。むしろそれらは櫻達の心の声の代弁のようですらある。

　何な故ぜこんな山奥にと驚くほどに大きく立派な旅館は、多種多様な源泉掛け流しの露天風呂の他にも各部屋に備えつけの内湯があり、部屋も綺き麗れいで料理も豪勢。自分で料金を支払うなら果たして幾らになってしまうのか、考えたくないほどのレベルの高さだった。

　しかも和貴は親戚のつてという事で、シーズンオフでもないのに二人部屋を七室も用意し、さらに中型の和室宴会場を一四人で貸し切り、そこで好きなだけ遊べるというとんでもない贅ぜい沢たくを提供してくれた。

　これでお代は全て和貴の家が持つというのだから文句の出ようはずもない。そもそも身内の迷惑の詫びと言っても、和貴に責任があると考えている者など最初からいないのだ。

　そんなこんなで、一四人は各部屋に荷物を置き、早速宴会場へと集まった。

　好きな場所に座布団を敷いて座り、わいわいと談笑している面々。そんな中、立ち上がって話し始めたのはやはり和貴だった。

「みんないいかな？　実はちょっと前に大人数で遊べるゲームを作ってみたんだけど、実際に遊ぶ機会がなくてね。せっかくだからテストプレイがてら、みんなで遊んでみようよ」

　上じよう機き嫌げんで皆にゲームのルールが書かれたプリントを配り始める和貴。どれどれ、と皆めいめいにそのプリントに目を通した。





ゲームタイトル『カースト・チェア』

　考案者……田た辺なべ和かず貴たか

　使用する物……トランプ、椅い子す

　プレイ人数……二人一組で二組～一三組（理想は五～一〇組程度）




【準備】

　参加する組の数だけ椅子を並べ、どちらかの端の椅子を『玉ぎよく座ざ』とする。

　組の中で『役者』と『観客』に分かれる。この役者全員を『カースト』と呼ぶ。

　トランプの一種類のスートを一三枚抜き出し、シャッフルして伏せる。




【１】

　全ての役者は一三枚の中から同時に任意の一枚を引き、その数字を覚える。

　引いた数字がそのカースト内の『位』となる。数字が大きい方が上位。

　他の役者や観客（パートナー含む）に数字を教えてはいけない。




【２】

　全ての役者は、自分の位に相応ふさわしい演技を始める。

　自分の位がどの程度か分からない場合は、他の役者の演技を見て推測する。

　全ての観客は、役者の演技を見て自分のパートナーの位を推測する。




【３】

　観客は、パートナーである役者に位と同じ位置の椅子を指示する。

　役者はその椅子に座っても良いし座らなくても良い。

　役者が座らなかった場合、パートナーは再び椅子を指示する。

　全ての役者が座ったらゲーム終了。一度座った席を立つ事は出来ない。




【４】

　役者が位の同じ椅子に座っていた場合、その組は勝利。

　役者が位より下の椅子に座っていた場合、その組は敗北。

　役者が位より上の椅子に座っていた場合、その組は不敬罪で罰則。

　最後に椅子に座った組は、遅刻として罰則。




【備考】

　トランプや椅子を他の物で代用すれば何組でもプレイ可能。






　ゲームのルールというのは、得てして紙に書かれているものを読んでもピンとこないものだ。和かず貴たかは早速実際に遊んでみる準備を始める。

「今回は一四人いるから、全部で七組出来るね。というわけで、まずは椅い子す代わりの座布団を七枚並べよう」

　言われた通り、広い座敷に七枚の座布団を一列に並べる。

「この右端の座布団を『玉ぎよく座ざ』とするよ。左に行くにつれて、二番目、三番目と位が下がっていくわけだね。じゃあ次は、誰でもいいから全員二人組になって」

「あたし櫻さくら君とーった！」

　ルールを読んでその瞬しゆん間かんを狙ねらっていた茉まつ莉りが、真っ先に櫻に飛びついた。

「ちょっ、茉莉先輩……！」

「なぁに？　櫻君はあたしじゃイヤ？」

　櫻の顔をのぞき込みながら、いたずらな笑えみを浮かべる茉莉。

「いっ……嫌いやじゃ、ないです、けど……」

　むしろありがとうございます、と、腕に押しつけられる二つの豊満な膨ふくらみに感謝。

「…………」

「…………」

　そして琴こと宮みや姉妹からの冷たい視線。赤くなったり青くなったり、櫻の頰ほほは忙しい。

「ではアザミ様はこの俺が！」

「おぉっといくらヒコ先輩でもそこは譲ゆずれませんなぁ！」

「アザミちゃんに必要なのは山のように大きなこの背中じゃあ！」

「二人組でやるゲームなら、体格が近い方がいいはず！」

「黙だまれイガグリ小僧！　お前に天パが救えるか！」

　二人組と聞き、彦ひこ星ぼしを始めとする親衛隊達がアザミを巡り対たい峙じした。

「ふっ、ついに我らが親衛隊、その覇はを競う時が来たか……ならば君達、男らしく拳こぶしでかかって来たまえよ！　遠えん慮りよは不要、いざぁ！」

『じゃーんけーんぽい！』

『あーいこーでぽい！』

「遙はるか」

「うん？　なぁにアザミちゃん、私と組みたいの？」

「ん」

　男らしく熱い拳（グー）を交わし合いあいこを繰り返す親衛隊達を尻しり目めに、アザミはあっさりと遙の手を取った。彼方かなたと組むつもりだった遙は、だからと言ってアザミの手を振り払うわけにもいかず、困ったように彼方を見る。

「えー、俺が先輩と組みたかったのに……じゃあ琴こと宮みや、組むか」

「えっ？　あ、うん、いいけど……」

　遙はるかが困っているのに気付いた夏か凪なぎは、自みずから動いて彼方かなたをパートナーに選んだ。さすがは夏凪君と、感謝する遙。陣じん内ないとよもぎは誰が何を言うまでもなく自然と二人組になっているし、このままでは大事な妹がエキセントリック親衛隊と組む事にもなり兼ねなかった。夏凪君グッジョブ、どういたしまして、と目と目で通じ合う二人。

　結局最後は、いつの間にかアザミが遙と組んでいた事に気付き慟どう哭こくする親衛隊に和かず貴たかを加えた六人で、適当に三組に別れる事となった。

「じゃあ、何はともあれ実際にやってみよう。まずは二人組の中で『役者』と『観客』に分かれて。役者には簡単な演技をしてもらう事になるよ」

　和貴の指示に従い、早速二人組の中で話し合いが開始される。

　櫻さくら・茉まつ莉り組──

「櫻君、役者やって？」

「俺、演技なんて出来ませんよ？　茉莉先輩やってくださいよ」

「ん～、じゃあじゃんけん！」

　遙・アザミ組──

「え？　アザミちゃん、役者やりたいの？」

「ん」

「そりゃあ、構わないけど……」

　彼方かなた・夏凪組──

「お前役者な」

「無理無理無理、無理だよぅ」

「相あい上がみの事、綺き麗れいに騙だましてたじゃんよ」

「……それはそれ、これはこれだもん」

　陣内・よもぎ組──

「……私が、役者を？」

「無理はしなくていい。ただ、少し見てみたい」

「……はい」

　和貴・彦ひこ星ぼし組──

「ここは任せて頂きましょう先輩殿！」

「頼もしいねヒコ君！　じゃあお願いしようかな」

　シチサン・テンパー組──

「俺の七三分けの方が舞台栄ばえするね」

「いや俺の天パだね」

　カリアゲ・イガグリ組──

「ええええ演技なんぞ、緊張で心臓が止まらっしゃあ！」

「分かったよ！　俺がやるから！」

　かくして──

　櫻さくら、アザミ、夏か凪なぎ、よもぎ、彦ひこ星ぼし、シチサン、イガグリの七人が『役者』と決まった。

「じゃあ次。ここにＡ～Ｋの一三枚のトランプがある。これを……」

　和かず貴たかはトランプを畳の上に伏せ、手で広げて混ぜる。

「役者はみんな同時に、一枚ずつ引いて。絶対に自分以外の人に数字を見せないように」

　言われるがまま、各おの々おのが任意の一枚に指を当てる。全員がトランプを選んだら、和貴の合図で一斉にカードを引き、胸に当てて数字を隠す。トランプ一三枚に対し役者は七人、残った六枚は和貴が回収した。

「役者は自分だけ数字を見て。しっかり覚えたらポケットに入れてね」

　そろりと手の中のトランプを見て、数字を覚える。そして体を滑すべらせそのままポケットへ。

「役者のみんなは座布団の前へ……うーん、やっぱ『座布団』じゃ雰ふん囲い気きでないなぁ。せめて呼び方だけでも『椅い子す』って呼ぶ事にしようか。あ、観客のみんなは反対側ね」

　全員が移動を終えたのを確認し、和貴は両手を広げた。

「ＯＫ。それじゃあ──『カースト・チェア』を始めよう」

　ゲームのルールを説明する時、和貴は本当に楽しそうな顔をする。

「役者のみんなを合わせて『カースト』と呼ぶ。役者が引いたトランプの数字は、そのカースト内での『自分の偉さ』になる。もちろん数字が大きい方が偉いよ」

　各々が自分の引いた数字を思い返し、カースト内での自分の位を推測する。

「最初はチュートリアルって事で、僕の言う通りにゲームを進めてね。まず、役者のみんなは自分の『偉さ』に見合った演技を始めて。順番なんかは特にないよ。みんな自由に、楽しく演じてくれればいい」

　いきなりそう言われても、なかなか急に演技を始められるものではない。きょろきょろと顔を見合わせ、戸惑い気味の『役者』達。

　停滞する空気の中、真っ先に動いたのは……イガグリだった。

　ばたり、とイガグリの小柄な体が唐とう突とつにその場にうつ伏せに倒れる。

「何事かイガグリ!?　おなか痛いか!?」

　ふざけ気味ながらも本気で心配そうなシチサンの声に、イガグリは平坦な口調で答えた。

「ワタクシめは皆様の足あし拭ふきマットでございます。どうぞお踏ふみください」

『…………』

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが、場を包んだ。

　それがカーストの低いイガグリの演技である事に気付いた和貴が、ぱちんと手を鳴らす。

「……！　イガグリ君ナイス演技！　さぁパートナーのカリアゲ君、彼の演技を見て、カースト内の位はどの程度だと思う？」

「足あし拭ふきマットは相当下じゃのぅ。というか一番下じゃろがい」

「というように、役者の演技を見てパートナーの位が分かったら、観客はパートナーに相応ふさわしい椅い子すを指示するんだ」

「よっしゃ、一番左の座布団じゃあ！　足拭きごときにはもったいないがの！」

「ひでぇや！」

　うつ伏せのまま、相棒からの暴言に涙するイガグリ。

「カリアゲ君、座布団じゃなくて『椅子』ね。椅子を指示された役者は、指示が間違ってると思ったら座らなくてもいい。一度座ったらもう立つ事は出来ない。座らなかった場合はパートナーがまた指示する事。回数制限はないよ」

　イガグリが引いたのはＡ、数字で言えば１。文句なしのカースト最下層だ。イガグリはカリアゲの指示通りに左端の椅子に座った。

「こうして、全ての役者が椅子に座ったらゲーム終了。同じ位の椅子に座っていた組は勝ち、下の位の椅子に座っていた組は負け。上の位の椅子に座っていた組は『不敬罪』、椅子に座るのが一番遅かった組は『遅刻』となって、どっちも罰ゲームだよ。まぁ今は練習だから罰はなしだけどね。ルールは以上だ、理解出来たかな？」

　要するに、役者が上う手まく演技をして自分の位を観客に伝える、言ってみれば変則的なジェスチャーゲームのようなものだった。

「じゃあ、ゲームを続けてみようか。後は終わるまで止めないよ」

　和かず貴たかが再びぱちんと手を叩たたく音を聞き、真っ先に動いたのは彦ひこ星ぼしだった。

　両手を横に伸ばし、案か山か子しのようなポーズで口を開く。

「ワタクシめは皆様の帽子掛けでございます」

　彦星が引いたのは２だった。

「……ヒコ君、イガグリ君の隣？」

　パートナーである和貴の指示通り椅子に座る彦星に、一部の観客からブーイングが起こる。

「ヒコ先輩、イガグリの演技パクったー」

「パクったー」

「うるさいよ君達っ！」

「情けないハゲねぇ」

「これはハゲではない！」

　そんなやり取りを見ながら、櫻さくらも自分の位を推測する。

（俺が引いたのはＪ。かなり上だな。ＱとＫを引いた人がいなければ、俺が一番偉いという事になる。一三枚のトランプから七組が引いたんだから、引かれなかったカードは六枚……微び妙みようなとこだな。俺が一番偉いと分かれば演じ様もあるけど……いや待て？）

　そこで櫻さくらはある事に気付く。

（もし誰かがＫを引いていたとしたら、自分が一番偉い事が分かるんだから、すぐに演技を始めるはずだ。それがないという事は、Ｋを引いた人はいない……そして、Ｋを引いた人がいないという事が分かれば、Ｑを引いた人がいれば自分が一番偉いと分かり、演技を始める……それもないという事は、ＱもＫも引いた人はいない！）

　論理的思考により自分が一番偉いという事を確信した櫻は、ついに演技を始めた。

　こほん、と一つ咳せき払ばらいをして注目を集め、周囲を睥へい睨げいして口を開く。

「ところで……君達は一体、いつまでこの私を立たせておくつもりなのかな？」

「櫻君すっごい偉そう！　玉ぎよく座ざに座っちゃえ！」

　櫻の演技を見た茉まつ莉りが、即座に最上位の椅い子すを指示する。櫻はゆったりと右端の玉座という名の座布団に腰を下ろした。

　それを待っていたかのように、動く人影。

　夏か凪なぎが玉座に座る櫻の目の前に立ち、にやりと口元を歪ゆがめて、言う。

「おや？　田舎いなか貴族が何を勘違いしているのかな？」

「……っ!?　お前……っ！」

（ひっかけられた！　こいつ、ＱかＫを引いてあえて黙だまってたんだ！）

　それに気付いてももう遅い。ルール上、一度座ったらもうその椅子を立つ事が出来ない。

「えーと……岸きし良ら君、二番目の椅子？」

　自信がなさそうな彼方かなたの声に、しかし夏凪は満足げにどかっと座り込んだ。

（相あい上がみがＪだったか。最高だぜ）

　夏凪が引いたのはＱだった。本当は夏凪が玉座なのだとしたら櫻も夏凪も座る椅子を間違えた事になるが、櫻は上の位の椅子に、夏凪は下の位の椅子に座った事になる。上の位に座った組は『不敬罪』で罰ゲームになるが、下の位に座った組は負けるだけで罰ゲームはない。結果的に、櫻は夏凪に負けた形だ。

（……まぁ、今回はチュートリアルだ。真剣になるのも馬ば鹿か馬鹿しい事さ……）

　そう自分に言い聞かせ、悔くやしさを紛まぎらわせる櫻。

　さて、なんだかんだで四人の役者が椅子に座り、残る役者は三人。

　アザミ、よもぎ、シチサン。

　三人にはまだ、演技を始める様子がない。

「……いやぁ、今日はいい天気だなぁ！」

　朗ほがらかな笑え顔がおでシチサンが言うが、何のヒントにもならなかった。

　そんな中、パートナーの役者へ声をかける観客がいた。

「よもぎ」

「はい」

　陣じん内ないが、ゲームが始まってから微動だにしないよもぎに、静かに言葉を投げる。

「難しく考えるな。ルールは分かるだろ。お前が知ってる中でその位の偉さの奴やつを思い出して、そいつの真ま似ねをすればいい」

「……はい」

　よもぎは自分のカースト内の位を完全に把握していた。しかし、どうすれば演技というものが出来るのか、それがさっぱり分からず動けなかったのだ。

　陣内のアドバイス通り、よもぎは思い出す。自分の記憶の中で今の自分と同じ位の偉さである人間。それは一人しかいなかった。

　その人間の立ち振る舞いを思い出す。口調を。態度を。

　そしてよもぎは、静かに……櫻さくらの前に立った。

「……誰の許しを得て、そこに座っている」

　自分の知る中で、最も偉い人間──祖父、鬼灯ほおずき鉤かぎ之の丞じようの物真似。

　その顔は相変わらず無表情で、台詞せりふも棒読みだ。しかし、櫻も夏か凪なぎも思わず黙だまって椅子を一つずれたくなるほどの謎なぞの迫力が、そこにはあった。

（しまった……鬼灯先輩、Ｋだ……演技が出来なくて考えてただけだったんだな……）

（という事は、俺のカーストは一番上じゃなくて……お、これラッキーじゃね？）

「よもぎ、三番目の椅い子すに座れ」

「はい」

　夏凪の隣に座るよもぎ。結果的に、夏凪は正しい椅子に座っている事となった。

　残るはアザミとシチサンの二人。

　この二人は、単純に位を想像し辛づらい数字を引いてしまった。自分と相手、どっちの位が上なのかまだ判断出来ていないのだ。

「んー……」

　アザミが、すでに椅子に座っているイガグリを指差す。

「足あし拭ふきマット」

　その指をずらし、横に座っている彦ひこ星ぼしを。

「帽子掛け」

　そして、指を折りながら何事かを考える。

「んー……んー……」

　やがて考えがまとまったアザミは、右手で依より子こを抱いたまま、左手でスカートの裾すそをつまみ、シチサンに向かって小さくちょこんとお辞儀をした。

「……すぐに、お食事のご用意をいたします」

「あぁんいいの！　アザミちゃんはそんな事しなくていいの！　俺がやるから！　ね！」

　二人のやり取りを見て、即座に遙はるかが判断した。

「アザミちゃん、四番目に座って！　鬼灯ほおずき先輩の隣！」

　遙は、アザミがシチサンよりも位が上だと判断した。そして椅い子すに座るのが一番遅かった組は『遅刻』として不敬罪と同じく罰ゲームとなるため、急いでアザミに指示したのだ。

　遙の指示を聞き、テンパーも即座にシチサンに指示を出した。

「違う、シチサンが四番目だ！　アザミちゃん座っちゃ駄だ目め！」

「えっ……」

　シチサンが動くよりも早く、すでにアザミは四番目の椅子に座ってしまっていた。

「ああ～、間に合わなかったか……！」

　テンパーの残念そうな声に、遙は混乱する。

（どういう事……？　今、シチサン君は明らかにアザミちゃんより位が下の演技をした……なのに、テンパー君はシチサン君の方が上だと判断した……？）

　その疑問の答えが出ないまま、和かず貴たかがぱんぱんと手を叩たたいてゲームの終了を宣言した。

「はいみんな、お疲れ様！　シチサン君は『遅刻』だね。空いている椅子に座って。じゃあこれから、答え合わせをして行こう！　役者のみんなは、自分が引いたトランプを観客のみんなに見せて」

　言われた通り、役者は全員ポケットからトランプを取り出し、自分の顔の前に掲げた。

「相あい上がみ君、Ｊ。岸きし良ら君、Ｑ。よもぎ、Ｋ。波は名な城しろさん、５。シチサン君、８。ヒコ君、２。イガグリ君、Ａ。つまり結果は……」





　正解の席順……よもぎ　夏か凪なぎ　　櫻さくら　　シチサン　アザミ　　彦ひこ星ぼし　イガグリ

　実際の席順……　櫻　　夏凪　よもぎ　アザミ　　シチサン　彦星　イガグリ






「岸良君、ヒコ君、イガグリ君は勝ち。よもぎは普通に負け。相上君、波名城さん、不敬罪で罰ゲーム。シチサン君、遅刻で罰ゲーム……って感じだね！」

　チュートリアルとは言え、櫻にとっては不本意な結果となってしまった。

「こんなゲームなんだけど、どうかな？」

「あたし楽しかったですよー！　やる方も見てる方も楽しめると思う！」

　茉まつ莉りが元気よく手を挙げて答える。アザミや彼方かなた、親衛隊の面々も頷うなずいており、ゲームとしては概おおむね好評の様子。

「うーん、それはよかった！　じゃあ次は役者と観客を交代して、罰ゲームありの本番をやってみようか」

「わーい、楽しそう！」

「ええええ、わ、私演技なんて……」

「……俺もやるのか？」

「天パの出番と聞いて」

「ま、待って！　それはいいけどちょっと待って！」

　盛り上がる観客勢に待ったをかけ、遙はるかはシチサンに詰め寄った。

「さっき、アザミちゃんが『食事の用意をする』って言ったら、君『そんな事自分がやる』って言ったわよね？　でも君のカースト、８って結構上なのにどういう事？」

　そして、パートナーであるテンパーはその事に気付いていた。それが遙は納得いかない。

「ふっ……愚問であるな琴こと宮みや君」

　遙の問いに答えたのは、何な故ぜかシチサンではなく彦ひこ星ぼし。

「我ら親衛隊、恐れ多くもアザミ様に食事の世話などして頂くわけには、まいりまー!?」

『せぬゆえー！』

「それ演技になってないじゃないっ！」

　ナイスツッコミであった。




　　　　　○




　こうして一四人はゲームを楽しみ、その後みんなで温泉に入った。

　一いつ緒しよに入ろうと櫻さくらを誘う茉まつ莉りを他の女性陣が慌あわてて止めたり、脱衣場に置かれた日本人形の依より子こが一般客に恐怖を与えたり、彦星が廊下ですれ違ったお婆ばあさんにおがまれたり、頑かたくなに誰とも一緒に入ろうとしない夏か凪なぎを親衛隊が「小さいんだな」とからかって殴なぐられたり、女湯をのぞいた親衛隊が夏凪と陣じん内ないに殴られたり。

　温泉を存分に堪たん能のうした後は宴会場で美お味いしい料理に舌した鼓つづみを打った。これはここだけの秘密なのだが、新人の仲居が部屋を間違えてアルコールを出してしまい、数人が気付かずにそれを口にしてしまってちょっとした騒さわぎになったりもした。

　やがて遊び疲れた面々は、そのまま座敷で寝てしまうメンバーと部屋へ帰るメンバーに別れた。女性はみな部屋へ帰ったが、男の中で部屋へ帰ったのは櫻と夏凪の二人だけだった。

　そして、深夜。

　気持ちよく寝ていた櫻は、急に体に衝撃を感じて目を覚ました。

「ん～……アザミかぁ……？」

　体が重い。目をこすって瞼まぶたを開けてみると、そこには。

「えへ、えへへへへ……」

　──とろんと崩れた笑え顔がおの、遙がいた。

「っ!?」

　あまりの驚きに声が出ない櫻。何故だ、何故遙がここへ。

　遙はるかは誤って酒を口にした数人の内の一人だった。その中でも最も酒に弱かったようで、最初の一口で顔を真っ赤にしてろれつも回らなくなり、なのに勢いでかぱかぱと飲み続けていた。

　どうやら今も、全く酔いから醒さめていないようだが……

　酒臭い息を吹きかけながら、遙は櫻さくらの首に手を回してくる。

「んふふふふふ……ねぇかなたぁ……ちゅーしよー……」

　そしてあろう事か、櫻へと唇くちびるを寄せてきた。

　なんと、彼方かなたに夜よ這ばいをかけようとして部屋を間違えたらしい。女性同士、しかも妹に夜這いをかけようとしていたのかという突っ込みはもう今更だろう。

（こ、こ、こ、これは……頂いてしまっていいのかっ!?）

　遙と同じく櫻にもアルコールが入っており、理性のたがは外れやすくなっている。しかもおそらく、遙の酒の弱さであれば、翌日になれば何も覚えていないかもしれない。

　判断に窮きゆうした櫻は、咄とつ嗟さに心の中で呟つぶやく、というか叫さけぶ。

（みみみみミニッツ！）

　瞬しゆん間かん、遙の心の声が櫻の頭の中に流れ込んでくる。

『かなたかなたかなたかなたかなたかわいいよかなたエロいよかなたかなたかなた』

　遙が完全に櫻を彼方と間違えている事と、ガチな事はよく分かった。

　そうこうしている内に、遙の唇は櫻へと近づいてくる。

（どうする、どうするんだ相あい上がみ櫻……）

　櫻は、残ったアルコールの勢いを借り、ついに決断した。

（……据すえ膳ぜん、食わぬは、男の恥はじ……っ！）

　がしっ、と遙の肩を摑つかむ。

　そして、おそるおそる唇を近づけようとして。
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　肩を摑んだ衝撃のせいか、遙のとろんとした目が、一度瞬まばたきしてぱっちりと開いた。

　その瞳ひとみに理性の光が戻っている事に気付き、やばい、と櫻の全身から冷や汗が吹き出る。

　沈ちん黙もく、硬直。唇が触れるほどの至近距離で見つめ合う二人。

　目を丸くしたままの遙が、ゆっくりと口を開く。

「……………………あい、がみ、くん？」

「……………………これは、違うんです」

　数秒見つめ合い。

「……………………ふきゅう」

　ぼんっ、と音が聞こえるくらいの勢いで顔を真っ赤にした遙は、そのまま布団へ突っ伏した。

　しばらく待ってみるが、聞こえてくるのは遙の小さな息づかいだけ。眠ってしまったのか。

（……………………逃げよう）

　そうして部屋に遙を置いたまま、櫻は座敷へと逃げ込み、男達と眠ったのであった。




　　　　　○




　翌日。

　起きてきた遙はるかは、何も覚えていないような態度だった。

　目が覚めたら自分の部屋じゃなかったんだけど、と聞いてくる遙に、櫻さくらは「俺は座敷で寝てたから知りません。寝ぼけて部屋を間違えたんじゃないですか」と答えた。

　遙は本当に覚えていないのか、それとも忘れたふりをしているだけなのか。

　それは、遙しか知らない事である。




　　　　　三




（……あの夜の記憶は、墓場まで持っていこう）

　回想を終えた櫻は、あらためてそう誓うのであった。

　櫻と物理的に急接近していた事など全く覚えていないかのような遙は、櫻の様子を気にもかけずに和かず貴たかと話を進めている。

「先輩、カースト・チェアって八人だと四組しか出来ませんよね？　それだとちょっと少なくないですか？」

「うーん、そうかもね……じゃあ全員『役者』でやってみる？」

「全員ですか。そうなるとルールは……」

　──その時。

　招かれざる者の手が創そう遊ゆう研けん部室の扉を開き、支配は唐とう突とつに始まった。

「あ、いたいた。みんなお揃そろいだね」

　言いながら教室へと入ってきた人影を確認し、創遊研の面々は一斉に色めき立つ。

　守かみ垣がい内と明あき芳よし。半年前に期間限定の地域留学生として転校してきた、鬼灯ほおずきの分家の嫡ちやく子し。将来鬼灯一族を継ぐ存在であり、よもぎの婚約者である。

　八月に起きた部外者の集団による学園生襲撃事件、誘拐事件、及び図書館占拠事件の首しゆ謀ぼう者しやでもあり、その時に創遊研の面々とぶつかり合った、因いん縁ねん浅からぬ相手だった。

　鬼灯一族の権力と手回しにより刑事罰は免まぬがれたが、本家からは厳重な注意が下ったらしく、それ以降は目立つ事もなく大人しくしていた。終業式と共に留学期間が終わり東京へ帰るという話だったので、もう二度と関かかわる事もないだろうと誰もが思っていたのだが。

「よお明芳。どうした、何か用か？」

　誰もが明芳に不審な目を向けたまま話しかけようとしない中、当然のように和かず貴たかが声をかける。和貴の生まれた田た辺なべ家もまた鬼灯の分家の一つであり、明芳とは幼おさな馴な染じみでもある。

「うん。用があるのはよもぎちゃんだけなんだけど、一応みんなにも伝えておこうと思って」

「みんなにも？」

　訝いぶかしげに首を傾かしげる和貴。眉まゆをひそめたのは他の者達も同じだ。

「よもぎちゃん。僕、冬休みになったら東京帰るからさ、よもぎちゃんも一いつ緒しよに来てよ」

　その言葉を聞いた面々は、十人十色に表情を変えた。

　明芳の後ろには妹の芽明めいあが付き従うように控えており、無言で成り行きを見守っている。

「……よもぎは、ずっとこっちにいるんじゃなかったっけ？」

　和貴が問う。平静を装ったその表情の裏では、また何か面白い事になりそうだ、と無責任な期待に胸を躍らせている。

「気が変わったんだ。だから乾いぬい君には悪いけど、よもぎちゃんは返してもらうね」

　明芳は以前、陣じん内ないに「大学を出るまで戻ってこないから、それまでよもぎちゃんを貸してあげる」と言った事がある。それを反ほ故ごにして悪いけど、と言っているのだ。自みずからの婚約者をまるで物のように扱うその言い草に、陣内の眉み間けんの皺しわが深くなる。

「……何も反省してないらしいな。どのツラ下げてほざきやがる」

「反省はしたよ。ごめんなさい。でも、それとこれとは別問題だよね。これは鬼灯ほおずきの家の問題なんだ。乾君には関係ないと思うけど」

　それを言われると陣内は弱い。自分がよもぎを気にしているのは確かだし、よもぎもこちらを特別に思っているはずだ、という自負もある。

　だが、ならば自分はどうしたいのか？　よもぎと結婚して鬼灯ほおずきの家を継ぐ気があるか？　あるいはよもぎをさらって逃げる覚悟があるか？

　今のところ、答えはどちらも否いな。明あき芳よしに対する反論を思いつかず、忌いま々いましそうに黙だまり込む。

「守かみ垣がい内と君。おうちの事情は確かに私達には関係ないけど、やっぱり横暴だと思うわ」

　言いながら席を立ったのは、遙はるかだった。

　生徒会長を務める数ヶ月で、遙は以前よりもさらに責任感が強く、凜り々りしくなったように誰の目にも映っている。生徒達を守りたいというその責任感と、そして何よりも同じ女としてよもぎの事を思う気持ちが、遙に口を開かせる。

「例え婚約者でも、鬼灯先輩の人生はあなたのものじゃないわ。鬼灯先輩には鬼灯先輩の、」

「じゃあ、遙ちゃんが一いつ緒しよに来る？」

　遙の言葉を遮さえぎって明芳が言った。突然矛先を向けられて、口を開いたまま固まる遙。

「遙ちゃん言ってたよね、妹を大事にしろって。そうしようと思うんだ。今までずっと芽明めいあに身の回りの世話をしてもらってたから、それをやめて代わりによもぎちゃんにしてもらおうかなって。でも遙ちゃんでもいいよ。妹のために、一緒に来てくれる？」

　妹のために。その言葉が遙から冷静さを奪うばう。確かに、妹を大事にしろと言ったのは自分だ。そのために、自分が一緒に東京へ？　それも発言者としての責任なのか？　そんな滅茶苦茶な思いを一いつ瞬しゆん本気で抱いだいてしまう。

　ここで、夏か凪なぎの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「ふざけるのも大概にしろよ。てめぇの世話ぐれぇてめぇでやれ」

「ごめん、君、誰だっけ？　覚えてないや」

「覚えてもらわなくて結構だ。いいから一人でさっさと帰れ。家の問題に口突っ込む気はねぇけどよ、先輩まで巻き込むな」

「じゃあ彼方かなたちゃんでもいいよ。ああ、アザミちゃんもいいかな」

　急に視線を向けられて、彼方は守るように、あるいはすがるようにアザミの肩を抱く。二人を見つめる明芳の視線には何の害意も浮かんでおらず、それが逆に不気味さを感じさせる。

　話しても無む駄だだ。そう判断した夏凪が明芳に向かって一歩を踏ふみ出す。

　そして振り上げられた拳こぶしを、手を伸ばして制したのは櫻さくらだった。

「……なんだよ相あい上がみ」

「やめとけ。殴なぐる価値もない」

　そう言いはしたが、きっと夏凪の拳が明芳に触れる事はないと、櫻は確信していた。

　明芳の後ろに立っている芽明。明芳に危害を加えようとすれば、即座に芽明がミニッツ能力を発動し幸運が明芳を救うだろう。その結果に夏凪が痛い目を見ようとそれはどうでもよかったが、今回は珍しく、櫻と夏凪の意見は一致している。

「お前、まだ自分が神のうつし身だなんて信じてるのか？」

　自分の言葉などきっと届かない。この男は歪ゆがみきっている。そう思ってはいても、櫻さくらはまだ一いち縷るの望みを捨てきれなかった。

　明あき芳よしは、自分と同じだ。父親に呪のろわれて、人生をねじ曲げられている。

　もしその呪いを解く事が出来れば、それは自分の呪いを解ける事の証あかしとなる。

「何度でも言ってやる。お前は父親の呪いにとらわれてるだけの、ただの人間だ。ただの芽明めいあの兄貴だ。神を気取って他人の運命を弄もてあそぶなんて事、お前に許されるわけが──」

「うるさい」

　やはり、櫻の言葉は明芳に届かない。

　ただ。

「お父さんが言ったんだ。僕はただの人間なんかじゃない。お父さんの言う事は絶対だ」

　まるで自分に言い聞かせるようなその瞳ひとみの中に、以前にはなかった激情の灯ともし火びを、櫻は見た。
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　その灯火が──

「いいから」

　鬼おに火びが、ゆらりと激しく揺ゆれた。

「僕の言う事を聞け」

　瞬しゆん間かん。

　その場にいる全ての人間から、明あき芳よしの言葉に抗あらがおうという一切の意思が、消えた。

「よもぎちゃんか、遙はるかちゃんか、彼方かなたちゃんか、アザミちゃん。芽明めいあの代わりに誰か一人、僕と一いつ緒しよに東京に来る事。終業式までに誰が来るか決めるんだ」

　誰もが何も答えない中、和かず貴たかだけがいつもと変わらない調子で聞く。

「決めるって、どうやって？」

「みんなの好きなゲームで決めればいいんじゃない？　なんでもいいけど。分かった？」

　分かるわけがない。納得がいかないという表情で明芳を睨にらみつける櫻さくら達。

　だが、何な故ぜかただの一人も、もう反論しようとはしない。

「じゃあ、そういう事だから。行くよ芽明」

「……はい。兄様」

　きびすを返し、芽明を連れて部室を出ていく明芳。

　その背中を追いかけようとする者も、呼び止めようとする者もいない。

　まるで、明芳の言葉には逆らえないとでも言うように。

　そう──

　この場にいる誰一人として、自分達が今、明芳の絶対時間に支配されたのだという事に気付けなかった。

　明芳達が去ってしばらくしても、未だに誰も口を開こうとしない。

　終業式までに、明芳と一緒に東京に行く相手を一人選ぶ。そんな事が簡単に出来ようはずもない。そもそもする必要もないはずなのだが、誰もそう考えられない。

　唯ゆい一いつ、和貴だけは自分がどう動けば一番面白くなるか、そんな事を考えている。

　創そう遊ゆう研けんの部室に満ちた静せい寂じやくを、最初に破ったのは夏か凪なぎだった。

「……理屈で言えば」

　いくつもの視線が夏凪に注がれるが、夏凪は誰とも目を合わせないまま、言いにくそうに、そして実際に極めて言いにくい事を口にする。

「鬼灯ほおずき先輩が……行くべきだとは、思うんすけど」

　非情な言葉ではあるが、それは単純な事実で、誰もが薄々思っている事だった。

　これはもともと鬼灯の家の問題だ。よもぎは明芳の婚約者である。何の関係もない遙、彼方、アザミが行くよりも、よもぎが行くべきなのは理屈としては明白だ。

　だが、だからと言って「お前が行け」と言えるほど、冷徹な人間はここにはいない。

「よもぎ。お前、あいつと一緒に行きたいか？」

　陣じん内ないが、これは自分が聞かなければいけない事だと、真っ直すぐによもぎの目を見て問う。

「私は……」

　以前のよもぎなら、深く考える事も、何を感じる事もなく、明芳についていっただろう。

「…………私、は…………」

　だが、今のよもぎは。

「……………………じんくんと、離れたくない、です」

　やりたいと思わなかったら、やりたくない、でいい。そんな簡単で、だけどとても大事な事を教えてくれた陣じん内ないと、離れる事をしたくなかった。

　顔を伏せて頭をかく陣内。よもぎのその言葉で自分の胸が温かくなるのを感じる。

　だが、だからと言って「じゃあ代わりに誰か行け」などともまた言えない。

　遙はるかも、彼方かなたも、アザミも。よもぎや芽明めいあを思いやる気持ちは十分に持っている。それでもさすがに、自みずからの身を犠牲にするという選択は難しすぎる。

　そして、彼女達を大事に思う櫻さくらと夏か凪なぎ。二人の少年にも答えは出せない。

「……まぁ」

　結局のところ、この状況で動けるのは一人しかいない。

「ここは明あき芳よしの言った通り、僕達らしくゲームで決めるしかないね」

　和かず貴たかのその提案を、きっと誰もが予想していた。

「終業式まであと三週間近くある。一週間時間をくれないかな。僕が四人用のゲームを考えてくるよ。それなら誰もルールを知らないから平等に決められるだろ？」

　誰も賛成しないが、反対もしない。

「もちろん、一週間の内に誰か良い案を思いついたらみんなでそっちを吟ぎん味みしよう。ゲームは無む駄だにはならないしね」

　しかし皆、結局は和貴の作ったゲームで決める事になるだろうと予感している。四人の少女の中から一人の生け贄にえを選ぶ方法を考える、そんな役目を代わりに引き受ける事など出来るはずもなかった。

「一つだけ。四人用のゲームを考えるってつまり、四人でゲームをして一番負けた人があいつと一緒に行くって事ですよね？」

「そうなるだろうね」

「だったら、俺はアザミの代わりにやりますよ。これだけは譲ゆずれない」

　アザミは決して頭は悪くないが、ゲームが強いわけではない。彼方はともかく、遙やよもぎを相手にして勝てるわけがないのだ。

　アザミを守る。何があろうとそれだけは、櫻にとっての最優先事項だった。

「まぁ、それは認めるべきだろうね。でもそうなると、彼方ちゃんは……」

　和貴の呼びかけを受けて、彼方が不安そうに顔を上げる。

　彼方もまた、それほどゲームが得意ではない。たまに勘かんの鋭するどさを見せる事はあるが、やはり遙達を相手に出来るほどの腕はない。

「……夏凪君。彼方の代わり、お願い出来ない？」

「了解」

　遙はるかの要望を、夏か凪なぎは二つ返事で引き受けた。櫻さくらがアザミの代わりをすると言い出した時に、すでに夏凪も彼方かなたの代わりをするつもりになっていたのだ。

　かくして四人の少女の運命を賭けた一戦は、よもぎ、遙、櫻、夏凪という、創そう遊ゆう研けんの中でもほぼ最強のメンバーで行われる事となった。

　和かず貴たかにとって、これは理想の展開だ。きっと普段のお遊びとは全く異なる緊張感を持った対戦が繰り広げられる事だろう。今から楽しみで仕方がない。さて、どんなゲームを作ってやろうか？　腕が鳴るというものだ。

「じゃあ、そういう事で。勝負は一週間後に」




　この日はそこで解散となった。

　いつもは櫻とアザミ、遙と彼方の四人で一いつ緒しよに帰っており、そこに夏凪がついてくる事もよくある。だがさすがに今日は、示し合わせたように各おの々おのが時間をずらし、ばらばらに帰った。

　アザミと手を繫つないで帰る途中、櫻は真剣な物思いにふける。

（アザミを守る。それは当然だ）

（けど、だったら誰を生け贄にえにするんだ？）

（誰か一人選ぶとしたら……やっぱり、鬼灯ほおずき先輩か……？）

　だが、素直にその答えを選択する気にもなれない。

　第一、櫻は明あき芳よしが、鬼灯の家が気に入らない。

　自分の目的を果たすために犯罪を犯して人を傷つける明芳。そんな人間に育て上げた父親。明芳の罪を隠いん蔽ぺいする鬼灯一族。全てが気に入らない。

（何か良い方法はないか。何か……）

　いくら考えても櫻は、そもそも生け贄を差し出す必要など全くないというシンプルな結論に至る事が出来ない。

　明芳に逆らうという発想を、今の櫻達は完全に封じられていた。
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　夕方。

　遙は学園裏手の山の中にある鬼灯邸の客間にいた。

　一緒に下校していた彼方とは用事を思い出したと言って別れ、その足で学園へと引き返し、鬼灯邸の扉を叩たたいたのだ。

　応答した家政婦らしき人物に用件を告げると、間もなくこの広い応接室へと通された。目当ての相手はどうやら自分の来訪を受けてくれるらしい。

　洋風のその部屋は古びていながらも決して華か美びに過ぎない豪ごう奢しやさを感じさせ、遙はなんとなく大正ロマンという言葉を思い出す。

（……このお茶も、きっと高いんだろうなぁ……あ、おいしい）

　紅茶なのだろうという事しか分からない琥こ珀はく色のお茶を少しずつ飲んでいると、まだ湯気の立つ内に奥の扉が開き、目当ての人物が現れた。

「やあ。いらっしゃい遙はるかちゃん」

　どこか眠たそうなとろんとした半眼で、明あき芳よしが小さく首を傾かしげる。後ろには芽明めいあもついてきており、兄に続くように会え釈しやくした。人並み外れた美び貌ぼうの双ふた子ごがこのような部屋に並んでいるのを見ると、まるで何かの物語に迷い込んだかのような気分になってしまう。

「わざわざどうしたの？　遙ちゃんが一いつ緒しよに東京に来てくれるのかな？」

　遙の向かいの椅い子すに腰を下ろしながら明芳が聞く。もちろん本気の問いではない。なんだかんだと言いつつも、結局よもぎが一緒に来る事になるだろうと明芳は思っていた。

　だが、遙は。

「……条件次第だと、思ってるわ」

　二人の視線を真っ直すぐに見返し、そう言った。
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「おはよう！　アザミ様とその従者！」

『おはようございます！』

　学生坂に、ヒコ先輩と愉ゆ快かいな仲間達の元気な挨あい拶さつがこだまする。

　日によってはコートを着てくる生徒もちらほらいるくらいの季節だというのに、彦ひこ星ぼしは相も変わらず見るからに寒そうな禿とく頭とうだ。

　だが、それ以上に暑苦しさを感じさせる存在が常に隣にいる事でバランスは保たれている。

「相あい上がみ君、今け朝さもアザミ様の送迎ご苦労。ささアザミ様、ここからは我らが輿こしへ……君達！」

『アイ・サー！』

　今や学園中に知らぬ者なしと言われる、朝の名物四人組が動いた。

　今日の人間輿は、運動会などで誰もが経験しているであろう人間騎馬の五人バージョン。馬役が一人増える事によって元々の安定感がさらにアップしている。

「上げろ！」

『アイ・サー！』

「落とすなよー」

　と、口では釘くぎを刺しつつ、連中なら万が一にもアザミを危険に晒さらす事はないだろうと、櫻さくらはいつの間にか無意識の内に親衛隊を信用しているのだった。

「おいおい、誰に向かって言ってんだ櫻よ！」

「ワシの頼れる胸板でがっちりキャッチなんじゃあ！」

「アザミちゃんを落とすくらいなら、俺が命を落とすんだ！」

「万が一の時にアザミちゃんを包み込むクッション、それが俺の天パ」

　うざい。

「その通りだ相上君……我ら波は名な城しろアザミ親衛隊！　その身命を賭としてアザミ様を守護するが使命！　万が一、いやさ億が一にも！　アザミ様を危険に晒すわけが、ありまー!?」

『せぬゆえー！』

「ゆえー」

　暑苦しい集団の頂点で、それらを統すべる指導者のようにアザミも手を挙げる。その姿は見る者にドラクロワの『民衆を率いる自由の女神』を彷ほう彿ふつとさせた。

「ふんならなー」

　いつもの言葉でアザミが櫻さくらに手を振ると、すかさず彦ひこ星ぼしが号令をかける。

「進め！」

『えいさ！』『おいさ！』

『えいさ！』『おいさ！』

『えいさ！』『おいさ！』

『えいさ！』『おいさ！』

　そうして女神を乗せた人間輿こしは、勢いよく学生坂を駆かけ上がっていった。

　その背中を見送る櫻に、彦星が近づいてきて声をかける。

「今日は琴こと宮みや君達と一いつ緒しよじゃないんだね」

「ええ、まぁ」

「……浮かない顔をしているようだけど、何かあったのかな？」

　顔に出していたつもりはないのだが、見抜かれてしまったらしい。見た目も行動もエキセントリックな彦星が意外にも他の生徒達に慕したわれているのは、こういう風にきちんと他人を見ていて気配りが出来るからなのだろう。

　ちょうど誰かに相談したかったところだ。ありのままを話すのはなんとなくためらわれるので、脳内で少し考えをまとめ始める櫻。

　半年前と比べて、自分がずいぶんと素直に他人を頼るようになっているという事に、櫻はまだ気付いていなかった。

「例えばの話、なんですが」

「うん」

「大切な人が何人かいるとして、どうしてもその内の一人を犠牲にしなければならない場合、ヒコ先輩はどうやってその一人を選びますか？」

「……誰も犠牲にしないとか、自分が代わりに犠牲なる、とかはあり？」

　先にそう確認してくる辺り、彦星の誠実さが分かる。

「なし、ですね」

　何な故ぜそれがなしなのか、という点に櫻は疑問を持てない。

「ふむ……その人達は、みんな全く等しく大切なの？」

「……いえ、差はあると思います」

「だったら、上から順に並べるしかないね」

　彦星の答えは、最も単純なものだった。

「大切な順に上から並べて、一番下になった人を犠牲にする。それしかないんじゃないかな」

「……ですよね」

　分かっている。結局はそうするしかないのだろう。綺き麗れい事ごとで答えない彦星の誠実さに感謝すると同時に、やはり少しだけ、違う答えを期待してしまう。

　そんな櫻さくらの心情を汲くんだのか、彦ひこ星ぼしはさらに続けた。

「あるいは、みんなで仲良く犠牲になるとかね」

「それはまた……過激な意見ですね」

「犠牲を減らすのは難しいけど、増やすのは簡単じゃない？　絶対に犠牲が回避出来なくて、でも誰かを犠牲にする事にみんなが耐えられないなら、そんな選択肢もあると思うけどね」

　手のひらで禿とく頭とうをつるつると撫なでながら平然とそんな事を言う彦星の横顔を、少し面食らったように櫻が見ている。

「……ヒコ先輩って将来はお坊さんなんですよね？　仏教は詳しくないんですけど、そんな事言って大丈夫なんですか？」

「積極的に推奨するわけじゃないよ？　今回は相あい上がみ君の相談だから、なるべく客観的に答えてみただけだよ」

　なるほど、どうやら彦星に相談したのは正解だったらしい。妄もう信しん的な綺き麗れい事ごとでもなく、無難な一般論でもなく、独善的な持論でもない。質問に対して考え得うる答えを客観的に挙げてくれるその態度は、本当に答えがほしい相談に対しては有効なものだった。

　とは言え無論、みんなで仲良く犠牲になる、などという選択肢はあり得ない。

　あり得ない、のだが。

（犠牲を減らすのは難しいけど、増やすのは簡単……）

　櫻の頭には、彦星のその言葉がやけにくっきりと残っていた。
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　放課後。

　昨日の今日で部室には行き辛づらかったが、予想外に遙はるかから全員集合の声がかかり、創そう遊ゆう研けんのメンバーは再び部室へ集まっていた。

「ゲームはまだできてないけど……琴こと宮みやさん、何かいいアイデアが浮かんだのかな？」

　部長という事で、全員がそろった時にまとめ役となるのはやはり和かず貴たかだ。今回は遙の招集という事で、早速遙に問いかける。

　遙は立ち上がり、全員から見えやすいように黒板の前へと移動した。席に座ったままの彼方かなたが不安そうな目でその背中を追っている。

　大きく一つ深呼吸をし、遙は単刀直入に切り出した。

「私と彼方が行こうと思うの」

　反応は、なかった。

　遙が何を言い出したのか、誰もが咄とつ嗟さに理解出来なかったのだ。

「昨日、守かみ垣がい内と君に会って詳しい話を聞いてきたわ。一いつ緒しよに行けば住む所も生活費も保証してくれるし、彼方かなたと二人でも構わないって言ってくれた。だから、」

「何言ってんすか？」

　早口にまくし立てる遙はるかを鋭するどい声で遮さえぎったのは夏か凪なぎだった。遙に好意を持っているはずの夏凪が、まるで櫻さくらに向けるかのような忌いま々いましげな視線で遙を睨にらみつけている。

「……そんな怖い顔しないで。夏凪君には言った事なかったと思うけど、もともと私達、彼方が高校を卒業したら引っ越すつもりだったの。さすがに東京は考えてなかったけど、いっその事それもいいのかなって」

「……だったら卒業まで待てばいいじゃないすか。何も今、あいつについていかなくたって」

「でも、東京で二人分の住む所と生活費を保証してくれるって魅力的じゃない？」

「だから二人であいつに買われるって？」

「そういう言い方、しないで」

　たまたま夏凪の隣に座っていた彼方が、震える声で夏凪を制した。夏凪を睨みつけるその瞳ひとみは、しかし今にも泣き出しそうだ。

「ねぇ夏凪君。この前みんなで温泉旅行に行ったでしょ？」

「……はい」

「あれって、私が修学旅行に行けなかったからその代わりにって理由もあったじゃない」

　穂ほ尾お付づき学園では三年生の六月に修学旅行がある。しかし遙はとある事情から修学旅行を欠席していた。それも和かず貴たかが温泉旅行を企画した理由の一つだった。

「私ね、中学の時も修学旅行に行ってないの。どうしてか分かる？」

　無言で首を横に振る夏凪。櫻さくらと彼方だけはその理由を知っていた。

「……彼方がね、家でお父さんと二人だけになるから」

「二人だけ？」

「私達のお母さんは、彼方を産んだ時に亡くなった。お父さんはそれを彼方のせいだと思ってて、今でも彼方を憎にくんでる。目も合わせないし口もきかないの。そんな家に、彼方を一人で置いておけないでしょう？」

　突然聞かされた遙の家庭の事情に、夏凪は動どう揺ようを隠しきれない。しかし夏凪自身の家族仲は極めて良好なため、親子の不和というものがぴんとこない。

「逆に、いい機会なんじゃないすか？　親子なんだから、二人でじっくり話せば……」

「……夏凪君は、親と仲はいいの？」

「はい。俺の事を本当に想ってくれる、最高の両親です」

「そっか。いいね」

　遙は皮肉でも卑ひ下げでもなく、羨うらやましそうな、そして泣き出しそうな笑え顔がおを見せた。しかしその笑顔はすぐに消え、だんだんと表情は翳かげっていく。

「中学生になるまではね、お父さんは彼方が同じ食卓でご飯を食べる事も許さなかったの。私も小さい頃は、お父さんと一いつ緒しよに彼方かなたを恨うらんでた。でも、だんだん彼方は何も悪くないんだって事が分かってきて、それでお父さんにも色々言ったの。結局お父さんの考えは変えられなかったんだけど、私が明日からは絶対に彼方も同じ食卓でご飯を食べるんだって言ったら、最後には『好きにしろ』って言ったわ」

　どちらかと言えば遅めの口調で喋しやべっているのに、何な故ぜだか遙はるかの話は妙みように早口でまくしたてているかのように聞こえる。

「私はすぐに彼方の部屋に行って、明日からは下で一緒にご飯を食べようねって言ったの」

　部室内の空気は、どこか息苦しい。

「そしたら、彼方は」

　深呼吸。

「……『お父さんと一緒に食べるのは怖い』って、泣いたの」

　もう一度大きく息を吸い込むその音が、震えている。

「想像出来る……？　中学生になったばかりの子供が、親と一緒にご飯を食べるのが怖いって泣いたのよ!?　私達の家は、もうそこまでぶっ壊れてるのよ！」

　どん、と教卓に拳こぶしをぶつける遙。彼方がびくりと肩をすくませる。彼方が今どんな気持ちで遙の言葉を聞いているのか、誰にも分からない。

「……だから、彼方が高校を卒業したら一緒に家を出るつもりだった。でも、早ければ早い方がいいわ。今回の事は、もしかしたらいい機会なのかもしれない」

　大声を出し、感情を拳にのせてぶつけた事で、遙は多少落ち着きを取り戻す。そんな遙に誰もが何も言えず、重苦しい沈ちん黙もくが部屋を包む。

　それでも、じゃあそうすればいい、などと思う者は一人もいない。

　誰か一人でも自分の意見に賛同する者はいないか。そう考えた遙が、よりにもよって櫻さくらを選んだのは、やはり冷静になりきれていない証拠だろう。

「相あい上がみ君なら、分かってくれるわよね？　この話、一回した事あるもんね」

「……確かに、聞きましたね」

　よく覚えている。あれは六月の事だ。放課後の教室で、自分が遙の胸の中で泣いてしまった後、私も同じだと遙が打ち明けてくれた秘密だった。

「あの時、言ってくれたよね？　逃げてもいい、逃げてみないと分からない事もあるって」

「確かに、言いましたね」

　それも覚えている。逃げたままでいるのか、それとも途中で立ち止まって振り返り、逆襲を開始するのか。逃げてみなければ分からない、と。

「でも」

　あの時の遙なら、きっと逃げたままではいないと思えたけれど。

「先輩はあの時、いい大学を出て、いい会社に入って、給料をいっぱいもらって……自分の力で、彼方かなたをつれて逃げるんだって言ってました。こんな形でじゃない」

　明あき芳よしの力で親から逃げてしまったら、いつか誇りを持って振り返る事が出来るだろうか？

　それは遙はるか自身、言われなくともよく分かっている事だった。だから遙の反論は、どうしようもなく力弱くなる。

「……でも、じゃあどうするのよ。鬼灯ほおずき先輩を行かせるの？」

　結局はそこに戻ってくる。自分達が親から逃げる事と、よもぎを助ける事。どっちが目的でどっちが手段なのか、遙自身にもよく分かっていない。

「……どっちにしても、まだ時間はあるからね。今日は解散して、琴こと宮みやさんの案も含めてまたみんなで考えてこよう」

　やや強引に和かず貴たかがまとめる事で、再びの沈ちん黙もくは免まぬがれた。後ろめたさから逃げ出すように、遙がそそくさと鞄かばんを持って背を向ける。

「帰ろう、彼方」

「あ、お姉ちゃん……」

　彼方も慌あわてて立ち上がり、皆に向かって小さく頭を下げ、遙と共に教室を出ていった。

　ここでこうしていても仕方がない。自分も帰ろうと櫻さくらが席を立つ。

　そしてアザミに声をかけようとして、それよりも早く、夏か凪なぎが櫻の腕を摑つかんだ。

「相あい上がみ、ちょっと顔貸せ」




　アザミをつれて、櫻は夏凪に誘われるままその後ろをついていく。

　夏凪は階段を一番上まで上り、屋上への扉に手をかける。しかしすでに施せ錠じようされている事に気付き、小さく舌打ちしてその場で櫻に向き直った。

「俺が知らない先輩の事をお前が知ってたってのは気に入らねぇけど……そんな事はこの際もうどうでもいい」

　だったら言わなければいいのに、とは思いつつ口には出さない櫻。

「俺と手ぇ組め、相上」

　その誘いは、櫻が予想した通りのものだった。

「……俺達が手を組んで、どうするんだ？」

「決まってるだろ。鬼灯先輩を落とす」

　夏凪の声に、迷いはない。

「本気か？」

「好きでやるわけじゃねぇ。けどそれしかねぇだろ。俺は先輩があいつと一いつ緒しよに行くなんて許さねぇ。お前も波は名な城しろだけは守りてぇはずだろ。俺らが誰か一人を犠牲に選ぶなら、鬼灯先輩しかいねぇんだ」

　朝、彦ひこ星ぼしに言われた事を思い出す。

　だったら上から順に並べるしかない。

　大切な順に上から並べて、一番下になった人を犠牲にする。

　ならばこの場合、自分にとって一番下になるのは誰か？

（……鬼灯ほおずき先輩、だ）

　嫌いなわけではない。憎にくいわけでもない。恨うらみなど全くない。

　だが、上から順に並べるとしたら、どうしても一番下になってしまう。

（だから、鬼灯先輩を犠牲にする……？　それでいいのか？　それが最善なのか？）

　そして櫻さくらはもう一つの事実に気付く。

　犠牲を減らすのは難しいけど、増やすのは簡単。

　彦ひこ星ぼしが言ったあの言葉は、まさに遙はるかの選んだ選択肢そのものだった。

「あの分だと先輩、ゲームでわざと負けるかもしれねぇ。それをやられたら俺もどうしようもない。だからその前に、俺とお前で速攻で鬼灯先輩を落とすんだ」

「……わざと負けるなら、先輩はお前を代理から外すんじゃないか？」

「それはなんとかする。この案を吞のまないなら俺はお前をつぶしにいくぞ」

　夏か凪なぎとゲームでやり合った事はほとんどないが、敵に回せばやっかいなのは間違いない。かと言ってこの場ですぐに決められる話でもない。

「……考えておく」

　ひとまず櫻は、そう答えるに留とどめる。

「今回に限っては、俺とお前の利害は一致してるはずだ。よく考えろ」

　夏凪もそれ以上は食い下がらず、ひとまずは素直にその場を去っていった。

　話している間、ずっとアザミと繫つないでいた右手を少しだけ強く握る櫻。

「アザミ、お前はどうしたらいいと思う？」

「ん……分かんない……」

「だよな……」

「こういう時は、相談する」

「相談？」

「ん。分からない事があったら、分かる人に聞く」

「分かる人って？」

「んー……分かんない……」

「だよなぁ……」

　ぽんぽんとアザミの頭を撫なでながら、櫻は考える。

　彦星に相談した時、彦星の答えの一つは遙の選択を言い当てていた。第三者に相談する事は確かに有効なのだ。

　ならば今、他に相談出来そうな相手と言えば？

（駄だ目めで元々……やれる事があるならやってみるか）

　櫻さくらは携帯を取り出し、相談があるのだが時間をとれないか、とメールを打つ。

　ＯＫの返事は、わずか数秒で届いた。




　　　　　三




「ねばねばねばねば～♪」

「ねばねばねばねば～♪」

「こねるだけで～」

「こねてるだけで～」

「旨うまさ二倍」

「四倍」

「六倍」

　相あい上がみ家、食卓。

　アザミと共に歌っているのは、アザミの母である波は名な城しろ夕ゆう楓か。その歌声をＢＧＭにひたすら納なつ豆とうを混ぜ続けているのは、櫻の父である相上豊ゆたか。父親のいない波名城家と母親のいない相上家は、いつもこうして共同生活を送っている。

　今日は、納豆を三〇分間混ぜ続けるとねばねばが消えるらしい、という情報を夕楓がどこぞより入手し、食後に実じつ践せんを始めたのだ。

「うーん、腕がだるい……おい櫻、若者よ。お前も手伝うのだ」

「ああごめん、俺ちょっと出てくるから」

「あら。遅くならないうちに帰るのよ」

「うん。行ってきます」

　玄関に向かう櫻の背中に、豊のからかうような声がかかる。

「女じゃないだろうな？」

　振り向かなくとも分かる。父がどんな顔をしているのか。

　父は今、口元だけで笑いながら、目は全く笑っていない。

　相上の血は母殺しの血。相上の男は女を愛してはいけない。相上の血はここで終わらせる。

　そんな呪のろいに取り憑つかれた、妄もう信しん者の目をしているはずだ。

　真剣に思い悩んでいる時にそんな事を言われ、櫻は一いつ瞬しゆん、いつも被っている聞き分けのいい息子の仮面をかなぐり捨てたくなる。

　だが、ぐっと我が慢まんする。今そんな事をしても何の意味もない。無む駄だな時間を費やした上にアザミや夕楓に不ふ愉ゆ快かいな思いをさせるだけだ。

「学校の先輩だよ。相談事があるだけだ」

　それだけ言い残し、余計な事を聞かれない内にさっさと家を出る櫻さくら。

　自転車に乗り、苛いら立だちを解消するように勢いよくペダルを漕こいだ。




　　　　　○




　駅前の公営住宅に到着したのは約一〇分後。目的の部屋を探すのに少々手間取ったが、ちょうど約束の時間にインターホンを押す事が出来た。

『はーい』

「あの、相あい上がみです」

『はいはい。ちょっと待ってね』

　ぱたぱたと足音が近づいてきて、がちゃりと扉が開く。

「いらっしゃい、櫻君」

「すいません茉まつ莉り先輩、突然お邪じや魔まして」

　笑え顔がおで自分を迎えてくれる相あいヶが瀬せ茉莉のラフな部屋着から、櫻はどぎまぎと目線をそらした。

「まぁまぁ上がって。すぐにお茶入れるからね」

「お構いなく」

　ダイニングのテーブルに腰を下ろし、キッチンでお茶を入れる茉莉の背中をぼんやり眺ながめる櫻。生活感溢あふれる公営住宅でのその姿に、なんとなく「新妻」という言葉を思い浮かべる。

「はい、どうぞ。ただのお茶だけど。お菓子も食べてね」

「ありがとうございます。頂きます」

　一口すする間に茉莉も向かいに腰を下ろす。組んだ両手の上に顎あごを乗せてニコニコと見つめられると、何な故ぜだろう、妙みように恥はずかしくなってくる櫻。

「えっと……今日は、家に誰もいないって話でしたけど」

「うん、そうだよ。何か期待してる？」

「いえ！　その！　平日なのにご両親はどうしたのかなぁと！」

「櫻君はかわいいなぁ」

　からかうように小首を傾かしげ、くすくすと微ほほ笑えむ茉莉。そんな仕草に櫻は脳内で「かわいいのはお前だ」と突っ込む。

「お母さんは夜のお仕事。お父さんは最初からいない。それだけだよ」

「え……」

　あまりにも無造作に投げかけられたその答えに、櫻の思考が一いつ瞬しゆん停止する。が、複雑な事情が見て取れるそんな言葉を茉莉はあっけらかんと一いつ蹴しゆうする。

「ま、そんな事はいいじゃん。で？　何か相談があるんだって？」

「あ……ええ、はい」

「櫻さくら君が頼ってくれるなんて嬉うれしいな。これはわりと本気でね。力になれればいいんだけど」

　嬉しさと優しさが混じり合った純粋な笑えみに、それだけでもう胸のもやが少し晴れてゆくような癒いやしを感じ、思い切ってメールしてみてよかったと櫻は心から思った。

「……昨日の事なんですけど」

　そして櫻は、事の次第を包み隠さず話し始めた。




「……うーん」

　話を聞き終えた茉まつ莉りは、腕を組んで難しそうな顔でうなっている。

「つまり、誰を犠牲にするべきなのか、何を基準にそれを決めればいいのか……何かヒントだけでももらえれば、っていう相談なんです」

「うーん……」

　目を閉じてしきりに首を傾かしげる茉莉。やはりそうそう簡単に答えが出るはずもないか……と櫻が思っていると。

「あのさ櫻君。根本的な事を聞いていい？」

「はい？」

「どうしてみんな、守かみ垣がい内と君の言う事に従ってるの？」

「……え？」

　茉莉のその質問の意味が、櫻には分からなかった。

「東京に来いってのは、守垣内君が勝手に言ってるんでしょ？　だったら断ればいいじゃん」

「……いや、それは無理でしょ？」

「なんで？」

「だって、あいつが誰か一人選べって言ったんだから。それは仕方ない」

「…………」

　当たり前のように答える櫻に、茉莉の表情が変わる。今までの困ったような表情から、鋭するどく真剣な表情へと。

「櫻君。おかしいよ。なんで守垣内君の言う事を無条件に聞いてるの？」

「なんで……？　なんでって……あいつの言う事を聞くのは当たり前でしょう？」

　何を言ってるんだ、と訝いぶかしげな表情の櫻。それを見て茉莉は唐とう突とつに話題を変えた。

「……ねぇ櫻君。ちょっとズボン脱いでくれる？」

「は!?　なんですかいきなり！」

「いいから。脱いで」

「嫌いやですよ！　何言ってんですか！」

「嫌だから、脱がないのね」

「当たり前でしょう……」

　取り乱す櫻さくらを前に、茉まつ莉りはあくまでも真剣な表情を崩さずに続ける。

「誰かが守かみ垣がい内と君と一いつ緒しよに東京に行くのも、嫌いや？」

「話が飛びますね……嫌に決まってますよそんなの」

「嫌だったら言う事聞かなきゃいいじゃない。今ズボンを脱がなかったみたいに」

「……え？」

　そこで初めて櫻は、自分の言動に違和感を覚えた。

「櫻君は今、あたしの言う事を聞かなかった。じゃあ、なんで守垣内君の言う事は聞くの？」

「……………………」

　何な故ぜ？　自分はどうして明あき芳よしの言う事を聞くのか？

　それは、明芳の言う事を聞くのは当然だからだ。

　では、どうして茉莉の言う事は聞かないのか？

　それは、茉莉の言う事を聞くのは当然ではないからだ。

　では、明芳と茉莉では何が違う？

　自分は、自分達は何故、明芳の言う事だけを無条件に聞いているのだ──？

「……櫻君。何かされてない？」

「何か？　何かって……」

「例えば、鬼おに火び」

「──っ!?」

　頭ず蓋がい骨こつの内側に鳥肌が立ったような、おぞましい悪お寒かんが櫻を襲った。

「あたしから見たら今の君は、ううん、創そう遊ゆう研けんのみんな、絶対におかしい。守垣内君に、鬼火憑つきの能力で何かされたとしか思えない」

「明芳に……？　いや、それは……」

　あり得ない、と否定しようとした自分を、櫻は自分で否定した。

　明芳は鬼火憑きではない。鬼火憑きなのは芽明めいあだ。八月の時点でそれは間違いない。

　確かにあの時、明芳は鬼火憑きではなかった。しかしそれなら、それ以降に明芳は鬼火憑きになった、ただそれだけで説明はつくのだ。

　なぜ明芳の言う事を聞くのか？　明芳の言う事を聞くのは当たり前だからだ。なぜ当たり前なのだ？　茉莉の言う事は聞かなくてもいいのに？

　酷ひどく不気味な違和感が脳内にわき上がる。自分の中の何かが決定的にずれているような。

「……俺達は、明芳の能力で、言う事を聞かされている……？」

「あたしにはそうとしか思えない。櫻君、昨日あった事、今度はなるべく詳しく思い出して。それでなるべく細かくあたしに教えて」

「……分かりました。ええと、まず……」

　混乱する頭を必死で落ち着かせ、昨日の出来事を思い出せる限り詳細に茉莉へ伝える。時に黙だまって、時に相づちを打ちながら、櫻さくらの話を真剣に聞く茉まつ莉り。

「……ＯＫ。櫻君、いい？　よく聞いてね」

　考えをまとめ終わった茉莉が、両手で櫻の頰ほほを包んだ。その手の温かさが、得体の知れない不安に襲われている櫻の心を少し穏やかにしてくれる。

　茉莉は櫻の頰に手を当てたまま、その瞳ひとみをしっかりとのぞき込んで話し始めた。

「昨日、守かみ垣がい内と君は鬼灯ほおずき先輩にいきなり東京へ来いと命令した。嫌いやだといったら他の人でもいいと言った。そうしたら櫻君は逆らった。岸きし良ら君なんて殴なぐりそうになった。この時点ではみんな、守垣内君に逆らってるんだよ」

　確かにそうだ。間違いない。頷うなずく櫻。

「なのに、守垣内君が部屋を出ていったらみんな、誰を犠牲にするべきかの話し合いを始めてる。ここで何かが歪ゆがんでる。思い出して櫻君。守垣内君は部屋を出る前、何かをしなかった？　何かを言わなかった？」

「何か……言った。あいつは、確か……」

　そして櫻は、その一言を思い出した。

「ただ……『僕の言う事を聞け』、って……」

　その意味を考える茉莉──否いな。考えるまでもない。

「……もしそれが、能力発動の瞬しゆん間かんだったとしたら……」

　答えは一つだ。だが、認めたくないのだ。

「相手に、自分の言う事を聞かせる能力……？」

　もしも茉莉のその考えが正しいとしたら。

　それは単純にして究極、最強の能力だと言ってもよかった。

「いや、でも、鬼おに火び憑つきの能力は一分間だけのはずだ。これがあいつの能力だとしたら、俺達はずっとあいつの絶対時間に支配されてる事になる」

　櫻の反論に、茉莉はさらなる反論を返す。

「……図書館占拠事件の時、守垣内君が言ってた事覚えてる？　僕は人神になるんだ、って。不完全な人神だから、能力も中途半端にしか使えないんだって」

「……まさか、完全な人神になった、とでも……？」

　茉莉は答えない。そんな根拠はどこにもなく、また否定する根拠もどこにもないからだ。鬼火憑きに関してはずいぶんと分かったような気がしていたが、結局それらは全て文献の情報を整理した上での茉莉や櫻の推論でしかないのである。

「……もし明あき芳よしが、本当に人神になって制限時間のない『言う事を聞かせる能力』を手に入れたんだとしたら……そんなの、どうすればいいんだ……？」

　他人に言う事を聞かせる能力。もしそれが櫻のミニッツ能力と同じであれば、一分間が過ぎれば他人の言う事を聞いてしまうという反動があるはずだ。しかしそれなら、そもそも一分間が過ぎれば絶対時間は終わるはずで、今もなお効果が切れていないというのはおかしい。

　明あき芳よしの能力は、櫻さくらの能力とは何かが違う。それだけは間違いなかった。

「……ねぇ櫻君。鬼おに火び憑つきについて、櫻君があたしにまだ言ってない事があるなら、教えてくれないかな？　あたし、もっと調べてみるから」

「……俺の勝手な推測になりますけど」

「それでもいいよ。何かヒントになるかもしれないしさ」

「分かりました。じゃあ……」

　そして櫻は、自分が鬼火憑きの能力について考えている事を茉まつ莉りに話して聞かせた。

　しかしやはり、自分が能力者であるという事だけは、茉莉がどんなに確信に近い自信を持って問い詰めても頑として認めなかった。




　　　　　○




　問題解決の糸口を見つけるどころか、より大きな不安材料を抱かかえて櫻は家へと帰る。

　茉莉の言っていた事は、理屈で考えれば正しい。冷静に考えれば自分達に明芳の命令を聞く合理的な理由など何もないという事が分かる。

　それを自覚出来たにもかかわらず、櫻にはどうしても、明芳の言う事に逆らうという選択肢があり得ないものとしか思えなかった。

　腹が減れば食べるように。眠くなれば寝るように。明芳の命令に従う事に疑問を抱いだけない。

　おかしいという事は分かる。けれどどうしようもない。これが明芳の絶対時間なのだろう。

　自室のベッドの上で、風呂上がりのアザミの髪にくしを通しながら、櫻は考えている。

　明芳の命令。芽明めいあの追従。よもぎの運命。陣じん内ないの抵抗。和かず貴たかの思惑。彦ひこ星ぼしの意見。遙はるかの決意。彼方かなたの苦悩。夏か凪なぎの提案。茉莉の推論。今回の件に関かかわる全ての人々の事を。

　その誰もが、大なり小なり様々な事情を抱えながら、自分の信じるもののために戦っている。

　今までにあった事の全てに思いを馳はせる。そして真剣に考える。

　自分は誰を犠牲にするべきなのか。誰を助けるべきなのか。

「アザミ」

　腕の中の、自分にとって間違いなく一番大切な、守るべきその存在に問いかける。

「お前、全てを俺に任せられるか？」

「ん」

　ただの一いつ瞬しゆんも迷う事なく、アザミは頷うなずいた。

「櫻の思う通りやればいい」

「分かった。ありがとな」

　アザミの小さな背中を抱きしめ、そして櫻は、自分がどうするかをはっきりと決めた。

　すなわち──全てを、敵に回すと。




　　　　　四




　一人になった部屋の中で茉まつ莉りは、櫻さくらから聞いた話とこれまでに調べてきた事の全てを照らし合わせ、櫻を助けるための道を探している。

　本当に通れるのかも分からないか細い道だが、茉莉には一つだけ、心当たりがあった。

（ぬか喜びさせるわけにはいかないから、櫻君には黙だまってたけど）

（守かみ垣がい内と君の能力、なんとか出来るかもしれない）

（そのためには、あの子にもう一度話を聞かなくちゃ……）

　茉莉が思い出しているのは、約二ヶ月前の出来事だった。




　　　　　○




　九月。学園祭が終わって間もなくの事である。

「ごめんくださーい」

　茉莉がその家の中へ声をかけると、すぐにはーいという返事と共にぱたぱたと足音が近づいてきて、玄関の引き戸が開く。

「いらっしゃいませ、相あいヶが瀬せ先輩。迷いませんでしたか？」

　言いながら、紅あかいかんざしの少女、早さ乙女おとめ月つき緒おが茉莉を家の中へと迎え入れた。

　お茶の間に通された茉莉は、ちゃぶ台を挟はさんで月緒と向かい合う。

「用件は、メールで伝えた通りなんだけど」

「はい。でも、お役に立てるかどうか……」

　用件とは、鬼おに火び憑つきである月緒に色々と話を聞かせてほしい、というものだ。

　月緒の能力は、一分間だけ歌に想いを込めて届けられるというもの。その歌声を聞いた全ての人に、自分の気持ちを伝える事が可能な能力だ。櫻はこの能力を利用し、学園祭での個別企画で月緒や茉莉達と共に見事優勝を飾っていた。

「大丈夫大丈夫。だいたいの事は櫻君から聞いてるから。後はあたしの質問にいくつか答えてくれればいいだけだよ」

「そのくらいなら……」

　実を言うと、櫻から話を聞いているというのは噓うそだ。

　櫻の話と月緒の家庭の事情、そして学園祭の出来事から月緒が鬼火憑きではないかと考えた茉莉は、櫻から話を聞いたと言えば素直に答えてくれるのではと目もく論ろんだのだ。

　目論みは見事に上う手まくいき、月緒は自分が鬼火憑きである事を認めた。茉莉は他にも複数の生徒達を鬼おに火び憑つきではないかと考えていたが、本人が認めたのはこれが初めての事。いよいよ鬼火憑きの実態に迫れると、こうして勇んでやってきたのだった。

「まぁ、もしよければ、実際の能力を見せてほしいかなー、なんて思うんだけど……」

　駄だ目めで元々。ちらりと上目遣いで言うだけ言ってみる茉まつ莉り。案の定、月つき緒おは小さな苦笑を浮かべ、ゆるりと首を横に振る。

「すみません。それは……」

「あー、やっぱり？　でも、学園祭で歌った時も能力は使ってたんでしょ？　だったらあたしも一いつ緒しよに歌ってたんだし、もう一回ダメかなぁ……？」

「いえ、そういう事ではなく……」

　食い下がる茉莉に、月緒は困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

　そして月緒が返した言葉は、完全に茉莉の予想外のものだった。

「私の鬼火は……多分もう、消えてしまいましたから」













　　　第三章　ブラインド・ラバー




　　　　　一




　誰もが解決策を見み出いだせないまま数日が過ぎ、週末の放課後、創そう遊ゆう研けん部室。

　和かず貴たかから「ゲームが完成した」との連絡を受け、件くだんのメンバー全員が再び集まっていた。

　これから和貴の作ったゲームによって、誰を犠牲にするかを決める勝負が始まる。

　よもぎか。遙はるかか。彼方かなたか。アザミか。

「相あい上がみ、分かってんな」

　背後で小さく囁ささやく夏か凪なぎに、櫻さくらは無言で頷うなずいてみせる。

　櫻は先日夏凪に連絡し、手を組む事を受け入れると伝えていた。櫻はアザミの代理、夏凪は彼方の代理として戦う事になっている。当然ながら全面的に信用しているわけではないが、まずは断る必要はないだろうと判断したのだ。

　あの日から、遙や彼方とは一切の会話がなかった。今この場においても二人は部屋の隅に立ち、言外にコミュニケーションを拒否しているように見える。

　わざと負けるつもりなら夏凪を代理から外すかもしれないという件に関しては、まだ動きを見せていない。ゲームのルールを聞いてからと考えているのかもしれない。

　あるいは、どうするべきか迷っているのか。

　一方、普段と全く変わらない様子で椅い子すに座っているのはよもぎと陣じん内ないの二人である。もともと寡か黙もくな二人だ、何を考えているのかその表情からは読み取れない。

　しばらくすると扉が開いて、手に数枚のプリントを持った和貴が入ってきた。

「遅れてごめん。みんないるね」

　言いながら教きよう壇だんへと進み、教卓の上にプリントを置く。

「さて、一応ゲームを作ってきたわけだけど……ゲームで決める以外に、何かいい方法を思いついた人はいるかな？」

　答える声はない。

　ここにいるメンバー全員が、明あき芳よしの絶対時間に支配されている。誰か一人を選ぶという命令だけは絶対だ。その目的が崩れない限り、手段をどうこうしてもあまり意味がない。

「……ＯＫ。じゃあ、ゲームのルールを取りに来て」

　思い思いに教卓へ近づき、和貴からプリントを受け取る。創遊研の活動の一環でもあるファイリング用の、オリジナルゲーム説明書だった。





ゲームタイトル『ブラインド・ラバー』

　考案者……田た辺なべ和かず貴たか

　使用する物……トランプ（ＡとＫのそれぞれ四枚ずつ）

　プレイ人数……四人




【準備】

　全てのプレイヤーにＡとＫを一枚ずつ配る。

　プレイヤーはカードを伏せてシャッフルし、二枚とも右隣に渡す。




【１】

　合図で一斉に、伏せたカードのどちらか片方を額ひたいの前にかざす。

　この時、必ず『自分には見えず他の三人には見える』ように持つ。




【２】

　次の合図で自由に話し合いを開始して、自分の数字がＡかＫかを推理する。

　制限時間は数分～無制限まで、プレイヤー同士で話し合って決める。




【３】

　話し合いが終わったら、合図で一斉に『告白』をする。選択肢は二つ。


　　Ａ：自分と同じ数字だと思われる相手を指さす。

　　Ｂ：自分だけ違う数字だと思った時は手を上に挙げる。






【４】

　カードを公開し、結果から点数を計算する。点数は以下の通り。


　　・両想いで同じ数字だった場合：プラス２ポイント

　　・両想いで違う数字だった場合：マイナス２ポイント

　　・片想いで同じ数字だった場合：プラス１ポイント

　　・片想いで違う数字だった場合：マイナス１ポイント

　　・手を挙げて正解だった場合：プラス３ポイント

　　・手を挙げて不正解だった場合：マイナス３ポイント






【５】

　先に５ポイントになった者の勝利。６ポイントは勝利とはならない。

　あるいは、ポイントがマイナスになった者の負け。






　各おの々おのがざっとルールに目を通す。どこか『インディアン・ポーカー』を彷ほう彿ふつとさせるゲームだ。ルールは単純ながら、かなりの思考力と演技力が要求されるであろう事が想像出来る。

　だがこのゲーム、わざと負けるのはそう難しくないだろう。

「じゃあ一回練習してみようか。勝ち負けには一切関係なくね」

　和かず貴たかの指示で、教室の中央に四つの机を並べる。内側に向き合ったロの字の形だ。教壇側の机に櫻さくらが座り、右手によもぎ、正面に夏か凪なぎ、左手に遙はるかが座った。

　和貴は創そう遊ゆう研けんにあったトランプの中からＡとＫだけを四枚ずつ抜き取り、全員に配る。

「まず、どっちがＡでどっちがキングか、自分にも分からないように混ぜて」

　二枚のトランプを伏せ、手の中で何回か適当にシャッフルする。

「次に、今混ぜたトランプを伏せたままで二枚とも右隣の人に渡して。これは不正防止」

　自分にも分からないようにと言っても、頭の中で動きを追えば簡単に分かってしまう。それを防止するためのルールだ。櫻→よもぎ、よもぎ→夏凪、夏凪→遙、遙→櫻と渡された二枚のトランプは、それぞれの机の上で並んで伏せられる。

「じゃあどっちか一枚を選んで、僕の合図でみんな一斉におでこの前で開いて。自分からは見えないように、他の三人には見えるようにね」

　どちらがＡでどちらがＫかは誰にも分からない以上、これは適当に選ぶしかない。それぞれが一枚のトランプに手をかける。

「選んだね？　いくよ？　いち、にの、さん！」

　さん、と同時に全員が額ひたいの前にトランプを掲げた。

　櫻から見ると、次のようになる。




　鬼灯ほおずきよもぎ［Ａ］　岸きし良ら夏凪［Ｋ］　琴こと宮みや遙［Ｋ］　相あい上がみ櫻［？］




「さぁ、ここからは決められた制限時間内で自由に会話をして、自分が選んだのがＡかＫかを推理するんだ。時間は、とりあえず三分くらいでどうかな？」

　言いながら携帯電話のタイマー機能を起動させる和貴。三分という時間が長いのか短いのかは現時点では何とも言えない。その意見を代表するように遙が言う。

「とりあえず、一回やってみてからですね」

「そうだね。じゃあさっそくやってみよう。準備はいいかな？　３、２、１、スタート！」

　合図と同時に、いきなり夏凪が動いた。

「相上、お前はＡだ。俺はなんだ？　俺もＡなら、お互いに指さそうぜ」

「…………」

　すぐに返事はせず、櫻は考える。

（もし本当に俺がＡなら、鬼灯ほおずき先輩と指をさし合えば互いに２ポイント。けどそれを鬼灯先輩に提案すれば、岸きし良らが自分はＡではないと気付いてしまう。そうすれば岸良は琴こと宮みや先輩と指をさし合って、全員仲良く２ポイントずつになるか……？）

（逆にもし俺がＫなら、岸良に「お前もＡだ」と噓うそをついて俺を指ささせておいて、俺は琴宮先輩を指させばいい。それで俺は１ポイント、岸良はマイナス１ポイント……）

　では、夏か凪なぎの言う事が噓か本当か見抜くには？

　櫻さくらはよもぎと遙はるかに向かって、自分のカードを指さしながら聞いた。

「鬼灯先輩。俺はＡですか？　Ｋですか？」

「Ａです」

「琴宮先輩。俺はどっちですか？」

「……Ａよ」

（鬼灯先輩は即答、琴宮先輩は一いつ瞬しゆん迷った。この二人の性格からすると……よし）

「分かった。岸良、お前を信じる。お前もＡだ。二人で指をさし合おう」

　櫻は自分がＡだと判断した。そして夏凪を騙だます作戦を選んだ。

　しかし、それを聞いた夏凪もまた、よもぎに目を向けて。

「鬼灯先輩、俺はどっちっすか？」

「Ｋです」

　素直に答えてしまうよもぎ。よもぎに『自発的に噓をつく』という発想はなかった。

「分かりました。どもっす」

「……で、お前はどっちを信じるんだ？」

「さてね？」

　にやにやと笑う夏凪。どう考えてもよもぎの方を信じている。

「ちなみに、鬼灯先輩もＫっすよ」

　ぬけぬけとそんな噓をつく夏凪。その噓の意味を櫻は考える。

（ここで鬼灯先輩がそれを信じて、俺がＡなら、鬼灯先輩は俺を指ささない。それだと俺の得られるポイントが１になってしまう。岸良はどうせ俺の噓を見抜いたはずだ、だったら……）

「いえ、鬼灯先輩はＡです。俺もＡなんでしょう？　俺とお互いに指をさしましょう」

「噓っすよ。騙されないでくださいね」

　即座に口を挟はさむ夏凪。櫻が忌いま々いましげににらみ返してもどこ吹く風だ。

「……なるほどね。だいたい分かったわ」

　それまで黙だまって成り行きを見守っていた遙が、唐とう突とつに言った。

「何が分かったんですか？」

「秘密。私はもう誰を指さすか決めたわ。これ以降の話し合いには加わらない」

「……一つだけ。先輩から見て、鬼灯先輩はどっちですか？」

「ノーコメント」

　すました顔でそれだけ答え、口を閉ざしてしまう遙はるか。当のよもぎは櫻さくらと夏か凪なぎの質問に答えたきり、自分から何かを言おうとはしない。

（鬼灯ほおずき先輩は噓うそのつけない人だ。俺は間違いなくＡ。俺は鬼灯先輩を指さすしかないけど、このままだと鬼灯先輩は自分がＫだと勘違いするかもしれない。何か方法は……）

　そこで、タイマーのアラームが鳴った。

「──はい、そこまで！　三分過ぎたよ。ここからは一切の発言禁止」

（くそっ、意外と早い……！　仕方ないな。とにかく鬼灯先輩を指さすしかない……）

「誰に告白するか決めたかな？　じゃあいくよ。せーの、はい！」

　和かず貴たかの合図で、四人が一斉に手を動かした。





［？］相あい上がみ櫻　　　→　［Ａ］鬼灯よもぎ

［Ａ］鬼灯よもぎ　→　［Ｋ］岸きし良ら夏凪

［Ｋ］岸良夏凪　　→　［Ｋ］琴こと宮みや遙

［Ｋ］琴宮遙　　　→　［Ｋ］岸良夏凪






「……ＯＫ！　じゃあみんな指はそのままで、トランプを机の上に開いて」

　よもぎを指さしたまま、櫻は自分のトランプを机の上に置く。

　それは予想通り、Ａだった。

「結果発表いくよ。琴宮さんと岸良君、両想いで正解。二人とも２ポイント。相上君、片想いで正解。１ポイント。よもぎ、片想いで不正解。マイナス１ポイントだね。マイナスになったから今回はよもぎの負け」

　結果は櫻が危き惧ぐした通りのものとなった。練習とは言え、夏凪の思惑通りにゲームが動いた事は気に入らない。

「鬼灯先輩、どうして岸良を信じたんですか？」

「さーくんはかなくんに噓をついたので、私にも噓をついたと思いました」

　人並みの情緒に欠けているよもぎは、人の心理を読むという事が致命的に苦手だ。心理戦の割合が大きいこういったゲームには向いていないと言えた。

「琴宮先輩が、自分をＫだと確信した理由は？」

「鬼灯先輩が相上君をＡだって言った時、相上君はそれを信じたでしょ？　だから夏凪君に噓をついた。で、その後で夏凪君が鬼灯先輩はＫだって噓をついた時、相上君はそれは噓だって言ったけど、その時に全く私を気にしてなかったのよね。だから相上君から見て、自分以外のＡは鬼灯先輩だけなんだって思ったのよ」

「……なるほど」

　さすがは琴こと宮みや先輩、と肩をすくめてみせる櫻さくら。ここで得意がって解説してしまうところも含めて、やはり遙はるかだ。

「だいたいこんな感じ。これを繰り返してちょうど５ポイントになったら勝ちだよ。６ポイント以上になったら勝ちにはならない。今度はわざと間違えてポイントを減らす必要があるってわけだね。何か質問はある？」

　ルールは単純だ。誰も手を挙げる者はない。

「勝った人から抜けていって、残り二人になったら別のゲームで決着をつけよう。二人で遊べるゲームじゃないからね。それか誰か一人だけがマイナスになったらその時点で勝負あり。このルールだと四人全員が同時に５ポイントになるケースもあり得なくはないから、その場合は四人でもう一回戦。そういう事でいいかな？」

　これも皆黙だまって首しゆ肯こうする。

「……ＯＫ。じゃあ、いよいよ本番にいくけど……その前に。プレイヤーは、このメンバーでいいのかな？」

　そう言って、和かず貴たかは机についた面々を見回す。

　このルールであれば、わざと負けようとしているなら遙は夏か凪なぎの代役を取り消すだろう。もし信用出来る二人で組めるなら、勝つも負けるも相当有利になる。

　案の定、遙が手を挙げようとして──

「待て」

　先に意思表示したのは、陣じん内ないだった。

「俺がよもぎと代わる」

　それまで、数日前からずっと沈ちん黙もくを保っていた陣内。

　ここに来てやっと、陣内は自分がどうするかを決めた。

（そうこないと）

　その陣内の行動を最も歓迎したのが、和かず貴たかである。

「……乾いぬい君が、よもぎの代わりに入る。じゃあ最終的なメンバーは、乾君、琴宮さん、岸きし良ら君、相あい上がみ君の四人だね？」

　静かに確認する和貴。だが実際は、にやけそうになる口元を必死で抑えている。

（計算やパズル、クイズとかならよもぎが一番強いだろうけど、人との駆かけ引きが絡むゲームとなると、よもぎじゃあ他の三人には勝てない。けど乾君なら互角以上。心理戦をするなら、間違いなくこの四人が最強メンバーだ）

　勝ち負けの決まった勝負など面白くない。陣内を動かすために、和貴はあえて心理戦重視のゲームを考えた。そして陣内はまんまとそれに乗った。

　最終メンバーと聞いて、夏凪を外さなければならない遙が慌あわてて口を挟はさもうとする。しかしそれを再び陣内が遮さえぎる。

「始める前に、お前らに言っておきたい」

　陣じん内ないの迫力に気け圧おされ、遙はるかは口をつぐむ。

「これはもともとよもぎの家の問題で、お前らは完全に巻き込まれただけだ。本当ならよもぎがあいつと一いつ緒しよに行って、それで終わりにするべきなんだろう」

　陣内もそれは分かっている。だが。

「けど、よもぎは俺と離れたくないと言った。そう言ってくれた」

　大切な順に、上から並べるならば。

「お前らには悪いが、俺は徹底的によもぎの味方をする。負けてやるつもりは毛頭ない。それだけは言っておく。後の事は後から考える」

　要するに陣内は、よもぎのためにお前らを犠牲にする、そう言っているのだ。その口調には一片の迷いも感じられない。

[image: ]

　このゲームにおいて、よもぎは良くも悪くも扱いやすい存在だ。集中攻撃すれば追い落とす事は容易だっただろう。それが陣内に代わっては、苦戦を強しいられる事は間違いない。

　しかし──

「同感ですね」

　この展開は、櫻さくらにとっても望むところだった。

「乾いぬい先輩が鬼灯ほおずき先輩の味方なら、俺はアザミの味方です。何があってもアザミを犠牲にするような事だけはしない」

　挑いどみかかるような視線を陣じん内ないにぶつける櫻さくらに触発され、夏か凪なぎも自分の意思を口にする。

「だったら俺も一応言っておく。俺は琴こと宮みや先輩が最優先だ。もし先輩がわざと負けようとしてるなら、全力で邪じや魔ましてやる」

　陣内、櫻、夏凪。三人の意思はここにはっきりと提示された。

　ではお前は？　と。

　再度問いかける全員の視線に晒さらされて、遙はるかは俯うつむいたまま、ぎり、と歯を食いしばる。

「……私が一番大切なのは、彼方かなたよ」

　そして彼方に向き直り、優しい微ほほ笑えみでその頰ほほに触れた。

「彼方。あなたはどうしたい？」

「……私は」

　一いつ緒しよに、東京に行こうか、と。

　遙にそう言われたあの日、彼方は悩んだ。どうせいつかは家を出ようと思っていた事。自分達が行けばよもぎが助かる事。家から、父の呪のろいから、解放される事。

　それら「行く理由」がいくつもあるのに、心の底からそのつもりになれなかった。

　にもかかわらず、お姉ちゃんがそう言うなら、と頷うなずいてしまった。

「……お父さんの事は、まだ怖いし……家にいるのも、好きじゃないけど……」

　それから毎晩、布団に入って目を閉じる度、何な故ぜだか泣きそうになっていた。

「でも……」

　でも。

「行きたくない」

　やっぱり。

「まだここで、みんなといたいよ」

　真っ直すぐに、顔を上げて。

　涙を我が慢まんしてそう言えた自分を、彼方は初めて、少しだけ好きになれる気がした。

「いいわ」

　その瞬しゆん間かん、遙の中からも全ての迷いが消え去った。

「勝っても負けても恨うらみっこなし。全力でやりましょう」

　そして、櫻のよく知る獰どう猛もうな笑えみが、遙の顔に戻ってくる。

　それを見た夏凪が安心したように表情を緩め、陣内も「やれやれ」と言うように頭に手を当てた。ずっと重たく淀よどんでいた空気が、少しだけ晴れるような感覚。

　しかし。

「……わざと負けてくれれば、楽だったんですけどね」

　そこで櫻は、笑わなかった。

「いいですよ。だったら──お望み通り全力だ」

　全てを敵に回す。その覚悟はすでに済ませている。

「アザミにとってマイナスになるなら、どいつもこいつも俺がつぶしてやる」

　以前、一度だけ明あき芳よしに見せた事のある、櫻さくらの憎ぞう悪おの表情。

　それが今、自分に向けられたという事実に、遙はるかは一いつ瞬しゆんだけ傷ついた。

　一瞬だけ傷ついて、そして──

「望むところよ」

　遙もまた、笑えみを消した。




　　　　　二




　本番という事で、和かず貴たかは新品のトランプの封を切った。

　ＡとＫの二枚のトランプをそれぞれのプレイヤーに配り、細工がない事を確認させる。

　確認を終えたプレイヤーはそれをシャッフルし、右隣に渡す。

　櫻は、便利なようで不便な自分の能力をもどかしく思う。

（ミニッツを使えば楽勝だけど、この状況じゃ反動が危険すぎて使えないな……連戦になるから途中で逃げるわけにもいかない。とりあえず自力でやるしかないか……）

「じゃあ第一ターンを始めよう。いち、にの、さん！」

　和貴のカウントに合わせ、四枚のトランプがそれぞれの額ひたいの前に開かれた。




　【第一ターン】

　　　ポイント……相あい上がみ櫻［０］　琴こと宮みや遙［０］　岸きし良ら夏か凪なぎ［０］　乾いぬい陣じん内ない［０］

　　　トランプ……相上櫻［？］　琴宮遙［Ａ］　岸良夏凪［Ａ］　乾陣内［Ａ］




「じゃあ、話し合いを始めようか。時間は三分でいいね？　３、２、１、スタート！」

　タイマーがスタートすると同時に、口火を切ったのはやはり夏凪だった。

「琴宮先輩、俺と組みましょう」

「そうね、夏凪君なら信用出来るわ」

　遙が勝つつもりになった以上、これは当然の流れだった。

（先輩と岸良が組むのは予想通り。二人で勝ちを狙ねらわれたら相当不利だが……）

　しかし今回、それが櫻の不利になるとはまだ限らなかった。

　なぜならこのゲームは、勝ちを狙うよりも誰か一人を負けさせる方が手っ取り早いからだ。

（俺と岸良の利害はまだ一致してる。岸良も同じ事を考えていれば、俺と協力して乾先輩を落とそうとするはず……さて、岸良はどう出るか……）

　櫻さくらの心の声に応えるかのように、夏か凪なぎは続けて言う。

「俺から見て、琴こと宮みや先輩はＡ、相あい上がみはＫ、乾いぬい先輩もＫです」

　櫻から見れば陣じん内ないはＡ。夏凪は早速噓うそをついた。

（俺がＫだというのは本当か噓か分からない……本当だとしたら、乾先輩に自分がＫだと思わせて俺を指ささせる。そして俺は誰も指ささずに手を挙げれば、乾先輩だけがマイナスで速攻決着、ってわけか……）

「なるほど……乾先輩から見たらどうです？」

「岸きし良らと琴宮がＡ、相上がＫだ」

　即答する陣内。夏凪の発言と矛盾はない。

「琴宮先輩は？」

「夏凪君がＡ、相上君と乾君がＫね」

　こちらも即答。やはり矛盾はない。

「俺から見ると、琴宮先輩と岸良がＡ、乾先輩がＫです……まとめると、俺と乾先輩がＫで、琴宮先輩と岸良がＡって事になりますね」

「そうなるわね」

「……誰も噓をつかずに、いきなり答えが出たって事ですかね」

「まぁ最初だから、そんなものなんじゃない？」

　櫻と遙はるかの会話はごく自然で、夏凪もまたいつもと全く変わらない表情をしている。端はたから見れば噓をついているなどとは到底思えない。

　しかし、当然ながら陣内以外の三人は陣内がＡである事を知っており、その上で当たり前のように噓をついているのだ。示し合わせる事もなく。人を騙だますために発揮された、なんとも嫌いやなチームワークである。

「……他に、何か言っておきたい人はいない？」

　遙の言葉に、他の三人が首を振る。

「じゃあ田た辺なべ先輩、話し合いは終了です」

「まだ時間残ってるけど、大丈夫？」

「はい」

「ＯＫ。じゃあ告白タイムだ。誰を指さすか決めた？　いくよ、せーの」

（岸良と琴宮先輩が指をさし合って２ポイント。乾先輩は俺を指さしてマイナス１ポイント。俺だけがＫだとしたら、俺は誰も指ささずに３ポイント……）

　現状から推測される最良の結果を脳内に思い浮かべる櫻。

「はい！」

　和かず貴たかの声で、四人が一斉に手を挙げる。

　それぞれが指さしたのは……





［？］相あい上がみ櫻さくら　　→　［Ａ］乾いぬい陣じん内ない

［Ａ］乾陣内　　→　［Ａ］岸きし良ら夏か凪なぎ

［Ａ］岸良夏凪　→　［Ａ］琴こと宮みや遙はるか

［Ａ］琴宮遙　　→　［Ａ］岸良夏凪






「……ＯＫ、トランプを置いて」

　トランプを置く四人。

　櫻の数字は『Ａ』。つまり、四人全員がＡだった。

（やっぱりな）

　自信はあったが、それでも自分の推理が正しかった事に胸をなで下ろす櫻。

「結果発表。琴宮さんと岸良君は両想いで正解、それぞれ２ポイント。乾君と相上君は片想いで正解、それぞれ１ポイントだね」

　乾陣内という男はそう簡単に騙だまされたりはしない。櫻はそれを知っていた。

（乾先輩が何の質問もせずに俺達の言う事をただ信じるわけがない。だとすれば答えは一つ、岸良は俺に噓うそをつき、乾先輩はそれを知っていた。それで自分も騙されてるふりをして、周りに合わせて俺を騙しにきたんだ）

　自分達が考えた事を、陣内が考えないわけがない。相手の能力を考こう慮りよに入れて答えを出す、これも相手に対する一つの信用だった。

（岸良の言う事を信じて誰も選ばなければ、俺だけがマイナスになって負けていた。予想はしてたがやっぱりお前も敵か、岸良）

　この机上に、櫻の味方はいない。

　誰も騙される事のないまま、第一ターンが終了した。




　　　　　○




　【第二ターン】

　　　ポイント……相上櫻［１］　琴宮遙［２］　岸良夏凪［２］　乾陣内［１］

　　　トランプ……相上櫻［Ｋ］　琴宮遙［？］　岸良夏凪［Ｋ］　乾陣内［Ｋ］




　トランプが開かれた瞬しゆん間かん、遙はほんの少しだけ目を眇すがめた。

　自分以外の全員がＫ。これをどう見るか。

「とりあえず、琴宮先輩はＡです」

　早速夏凪が遙に数字を教えた。この同盟関係は今回のゲームにおいて圧倒的な有利をもたらしている。ところが。

（……嫌いやな展開ね）

　自分の数字を教えられた遙はるかは、一いつ瞬しゆんだけ迷ってしまった。

　夏か凪なぎが自分に噓うそをつく理由は何もない。だから自分がＡなのは本当だろう。

　つまり、自分だけがＡで、残りの三人はＫ。

（告白で誰も選ばなければ、プラス３ポイントで５ポイントになっていきなり私の勝ち抜けが決まる。でもそうすると同盟関係の有利が崩れてしまう……彼方かなたを助けるためには、ここで私だけが先に勝ち抜けするなんてあり得ない……うん、決めた。今回はわざと誰かを指さして、不正解で１ポイント捨てる）

　一瞬だけ迷って自分の行動を決め、遙は夏凪に数字を伝えた。

「夏凪君は、Ｋよ」

　自分と夏凪の数字が違う以上、夏凪は違う誰かを選んでプラス１ポイントにするしかない。自分がわざと間違える事を後で非難されるかもしれないが……

（分かって、夏凪君……彼方を助ける事が最優先なの）

　夏凪は無表情を保っているが、遙の性格はよく知っている。意図は伝わっているはずだ。

「相あい上がみ、お前はＫだ」

　遙の発言を受けた夏凪は、櫻さくらに向かって正しい数字を伝えた。

（……あえて本当の数字を教えて、夏凪君を信じにくいだろう相上君にそれが噓だと思い込ませる作戦？　それで私を選ばせる？）

　しかし、櫻もそこまで甘くはなかった。

「乾いぬい先輩、俺は多分、琴こと宮みや先輩以外全員Ｋだと思ってるんですが、どうですか？」

「同感だな」

「なら、俺と乾先輩で指をさし合いましょう」

「ああ」

　櫻も陣じん内ないも、迷わずそう判断した。どちらかが相手を騙だますような様子はないし、またこの状況だとその意味もない。

（これは私のミスね……ターンの最初に一瞬考え込んだ事で、おそらくこの場の全員に状況が伝わってしまった。思考速度の遅さは敗北を招く。もっと、もっと集中して……）

　それ以上は誰が小細工をするわけでもなく、そのまま告白タイムとなる。結果……





［Ｋ］相上櫻　　→　［Ｋ］乾陣内

［Ｋ］乾陣内　　→　［Ｋ］相上櫻

［Ｋ］岸良夏凪　→　［Ｋ］乾陣内

［Ａ］琴宮遙　　→　［Ｋ］岸きし良ら夏凪






「結果発表。乾いぬい君と相あい上がみ君が両想いで正解、それぞれ２ポイント。岸きし良ら君は片想いで正解、１ポイント。琴こと宮みやさんは片想いで不正解だから、マイナス１ポイントだね」

　夏か凪なぎにとっては不本意な結果だったかもしれないが、遙はるかは「彼方かなたを助ける」という自分の意思を貫き、第二ターンが終了した。




　　　　　○




　【第三ターン】

　　　ポイント……相上櫻さくら［３］　琴宮遙［１］　岸良夏凪［３］　乾陣じん内ない［３］

　　　トランプ……相上櫻［Ａ］　琴宮遙［Ａ］　岸良夏凪［？］　乾陣内［Ｋ］




「琴宮先輩はＡです」

「夏凪君はＫよ」

　開幕のお約束となった、同盟間での数字の伝え合い。二人の数字が同じなら後は簡単だが、違った場合は誰を指さすかを慎重に考える必要がある。

　夏凪は自分の数字がＫだと知り、舌打ちしたい気分だった。

（また先輩とは違う数字か……Ｋという事は、基本的には乾先輩を選ぶべき。でももし乾先輩も俺を選んだら、二人ともプラス２ポイントで合計５ポイント、勝ち抜けになる。そうなると琴宮先輩と相上の二人で仕切り直し。それは上う手まくない……）

　前回のターン、同盟関係を保つため遙はるかがわざと負けるのを夏凪は何も出来ずに見ていた。後は俺に任せて勝ち抜けてください、と言いたかったのだが、遙の性格上それを受け入れる事はなかっただろう。

（万が一にも、俺だけ先に勝ち抜けるのはなしだ。俺は琴宮先輩を選んで１ポイント捨てる。琴宮先輩は相上を選んでプラス１ポイント。ただし相上に琴宮先輩を選ばせるわけにはいかない。つまり、相上に自分がＫだと思い込ませる必要がある。そのためには……）

「乾先輩はＫっす。俺と指をさし合いませんか？」

「待った！　乾先輩、俺はどっちですか？　俺がＫなら俺を選んでください！」

　夏凪が陣内に対して行動を起こすと、即座に櫻が食いついた。

（よし。自分の数字が分からない相上はここで傍ぼう観かんは出来ない。後は乾先輩が、相上はＫだと噓うそをついてくれれば最高なんだが……）

「……相上もＫだ。俺がどっちを選ぶかは言わないが、勝ちたければ二人とも俺を選べ」

（よしっ！　これで相上は乾先輩を選ぶしかない。ポイント推移は……乾先輩が４、後は全員２か。乾先輩だけ抜ける形になるけど、なんなら勝たせてしまったっていい。俺と琴宮先輩と相あい上がみが残るなら、二対一でつぶせばいいんだ）

「……琴こと宮みや先輩、俺は本当にＫですか？」

「そうね。Ｋよ」

　苦し紛まぎれのように質問する櫻さくら。だがその答えはどちらが本当かを確定させるための情報にはなり得ない。結局後は互いが顔色を窺うかがい続け、三分が過ぎた。

「告白タイム、いくよ。せーの」

　和かず貴たかに合わせ、全員が腕を動かす準備をする。夏か凪なぎはその結果を想像する。

（俺→琴宮先輩でマイナス１ポイント。琴宮先輩→相上でプラス１ポイント。相上→乾いぬい先輩でマイナス１ポイント。乾先輩→俺でプラス１ポイント……）

「はい！」





［Ａ］相上櫻　　→　［Ａ］琴宮遙はるか

［Ｋ］乾陣じん内ない　　→　指ささず

［？］岸きし良ら夏凪　→　［Ａ］琴宮遙

［Ａ］琴宮遙　　→　［？］岸良夏凪






「……………………は？」

　その結果は、夏凪の予想とは全く違うものだった。

　自分のトランプを裏返す夏凪。Ｋのはずのそれは、何な故ぜかＡ。

「結果発表。乾君、告白せず正解でプラス３ポイント。相上君、片想いで正解。プラス１ポイント。琴宮さんと岸良君、両想いで正解。二人ともプラス２ポイント」

　そのポイントを、それぞれのポイントに加算すると。

「岸良君、合計５ポイントで一抜けだね。おめでとう」

　そこで夏凪はやっと、自分が騙だまされていた事に気付いた。

　遙にとって、彼方かなたを守る事が最優先。遙は夏凪との同盟関係よりも、夏凪を勝たせて彼方を助ける事を選んだのだ。

（琴宮先輩は最初から俺に噓うそをついた。乾先輩と相上もその意図に気付いて、思惑に乗って俺を勝たせて、同盟関係を崩したのか……）

　この期ごに及んで文句を言うつもりはない。騙された自分が阿あ呆ほうなのだ。

　だがせめてもの抗議の意を込めて、恨うらめしそうな目で遙を睨ねめつける夏凪。

「……ごめんね夏凪君。ありがとう」

　遙を守ろうとした夏凪と、彼方を守ろうとした遙。

　遙の想いがやや勝まさる結果となって、第三ターンが終了した。

「念のためルールを確認しておくけど、５ポイントちょうどじゃないと勝ちにはならないからね。乾いぬい君は今６ポイントだから、次はマイナス１ポイントを狙ねらう必要があるよ」

「分かってる」

「ＯＫ。じゃあ次にいこう」

　トランプを混ぜて右隣へ。各おの々おのが一枚を選び、和かず貴たかの合図で第四ターンが始まった。




　　　　　○




　【第四ターン】

　　　ポイント……相あい上がみ櫻さくら［４］　琴こと宮みや遙はるか［３］　乾陣じん内ない［６］

　　　トランプ……相上櫻［Ａ］　琴宮遙［Ｋ］　乾陣内［？］




　遙と夏か凪なぎの同盟関係がなくなっての第四ターン。ここからは純粋な三みつ巴どもえ戦となる。

　陣内は、場の状況を素早く脳内で整理した。

（勝利条件はそれぞれ、相上は片想いで正解、琴宮は両想いで正解、俺は片想いで不正解。俺はＡなら琴宮を、Ｋなら相上を選んで、さらに相手には俺を選ばせなければ勝ち。さて……）

　同盟関係のあったこれまでと違い、確かな情報のない遙が最初に動く事はない。まずはどう動くべきか──と、陣内が考えを巡らせるよりも早く。

「琴宮先輩、俺と組みましょう」

　開始数秒で、迷わず口火を切ったのは櫻だった。

「……どういう事？」

「待て琴宮、組むなら俺と組め」

　陣内は咄とつ嗟さに口を挟はさんでいた。深い考えがあったわけではない。とにかくこの状況で二人に組まれたら絶望的に不利になる。それだけは阻そ止ししようと反射的に出た言葉だった。

　だが櫻は陣内の横やりに聞く耳を持たず、早口でまくし立てる。

「鬼灯ほおずき先輩には何の恨うらみもありません。けど誰か一人を落とすとしたら、やっぱり元凶である鬼灯先輩しかいないと思いませんか。俺と先輩の利害は一致するはずです。勝っても負けても恨みっこなし、だったら俺と手を組んでください」

　陣内は思う。確かに、立場が逆なら自分もそうするだろう。ここで遙はるかを説得出来るだけの正当性は、自分にはない。

　だからと言って、大人しく負けるわけにもいかない。

「琴宮先輩はＫです。俺はどっちですか？」

「待て琴宮、お前はＡだ。相あい上がみはお前を騙だまして一人だけ勝とうとしてる」

　指をくわえて見ているだけでは何も出来ずに負けてしまう。櫻の発言を否定し、少しでも遙に動どう揺ようを与えようとする陣内。

　だが、遙はるかは冷静だった。

「……私がＫだとしたら、このターン、私の勝ちはもうないわ。だって二人ともＡだから。誰が誰を指さしても私は５ポイントにはならない。でも私がＡだったら、どっちかと両想いになればいい。だとすると二人は私を指ささない。なら、私がＫだった時のために、乾いぬい君を指さす事にするわ。そうすれば最悪でも乾君の勝ちを防げる」

「騙だまされるな琴こと宮みや、お前はＡだ。それだと相あい上がみがお前を指さして５ポイントになるぞ」

「なら相上君を指さそうかしら。相上君と両想いで正解なら私だけが５ポイントになるわね」

「騙されないでください、先輩はＫです。俺を指さしたら乾先輩が琴宮先輩を指さして一人だけ５ポイントになります」

「なら相上、お前は俺を指させ。そうすれば俺とお前が５ポイントで琴宮の負けが決まる」

「騙されちゃ駄だ目めよ。相上君、本当はＫだから。乾君だけ５ポイントになるわよ」

「俺がＫならなおさら乾先輩を指さしますよ。そうすれば俺だけ５ポイント……あっ」

　何が噓うそで何が本当か分からないその応酬は、櫻さくらのターンで不意に途切れた。

　あからさまに、しまった、という表情を見せる櫻。遙はポーカーフェイスを保っている。

　陣じん内ないは、今の出来事を冷静に分析する。

（『俺がＫならなおさら乾先輩を指さしますよ。そうすれば俺だけ５ポイント』……相上はそう言った。噓の応酬の中でつい本当の事を言ってしまったのだとすれば、俺はＫだという事になる……が）

（あからさますぎる。この状況で、相上がそんなミスを犯すか？）

（だとすればあれは、自分は噓をついているという相上のメッセージ？）

（つまり、俺はやはりＡ？）

　沈ちん黙もくの降りた卓上。動いたのは遙。

「……ねぇ相上君、私って本当にＫ？」

「本当です。誓います」

「乾いぬい君、私ってＡ？」

　なんと答えるべきか、陣内は考える。

（俺がＡだとしたら、勝つためには琴宮を選び、琴宮には相上を選ばせるしかない。そのためには琴宮をＡだと思わせる。そうなれば琴宮は相上を一人勝ちさせないために相上を選ぶ。そして俺が琴宮を選び、相上が俺を選べば、俺と相上が５ポイント。琴宮の一人負けだ）

　陣内のこの展開予測は、ある一つの前提の上に成り立っている。

　すなわち、櫻は自分がＡだと思っている、という前提だ。

　先ほど遙は、櫻に「本当はＫだ」と言った。自分から同盟を持ちかけた櫻が遙のその言葉を信じた可能性もあるはずだ。だが、そもそもその同盟宣言が櫻の罠わなだったかもしれない。

　櫻は自分をＡだと思っているのか、Ｋだと思っているのか。

（相あい上がみが自分をＡだと思ってるなら、さっきのはやはりメッセージ。琴こと宮みやに自分がＡだと思い込ませるこの作戦は有効なはずだ。そのために、俺がするべき返答は……）

「……いや。琴宮、お前はＫだ」

　陣じん内ないはここであえて、自分の発言を翻ひるがえして櫻さくらの噓うそに乗った。

「……そう。分かったわ」

　遙はるかの判断はまだ分からない。自分がＫだと思ったのか、それともＡだと思ったのか。

　櫻は自分がＡだと思っている。ある根拠で陣内はそちらに賭かけた。

　そして、自分はＡだと判断した。

　その直後、運命の時は訪れる。

「三分経過。告白タイム、いくよ。せーの、はい！」

　和かず貴たかの合図で、三人が一斉に指をさした。





［Ａ］相上櫻さくら　　→　［Ｋ］琴宮遙

［？］乾いぬい陣内　　→　［Ｋ］琴宮遙

［Ｋ］琴宮遙　　→　［Ａ］相上櫻






（……なんだと？）

　遙が櫻を指さした事。これは陣内の予想通りだった。

　だが、櫻が遙を指さした事。これは予想外だった。

　手首を返し、机の上にトランプを開く。

　陣内の数字は──予想通り、Ａだった。

「結果発表。琴宮さん、両想いで不正解。マイナス２ポイントで合計１ポイント。相上君、両想いで不正解。マイナス２ポイントで合計２ポイント。乾君、片想いで不正解。マイナス１ポイントで……ちょうど５ポイント。乾君の勝ちだね。おめでとう」

　それは、静かな決着だった。

（相上は自分をＫだと思ってたのか……あれは俺の考えすぎだったのか……？）

　陣内は、とある根拠で『櫻は自分がＡだと思っている』と考えていた。だが櫻が自分をＫだと思っていたのなら、遙を指さすのは理解出来る。片想いで正解ならプラス１ポイント、合計５ポイントで勝てるからだ。

　しかしその結果、自分がＡだと思い込んだ遙と両想いになってしまった。

　負けた櫻と遙は一切余計な事を口にしない。粛しゆく々しゆくとその結果を受け入れ、トランプをまとめて和貴へと返している。

　その櫻の表情を見ていて、陣内はふと、もう一つの可能性がある事に気付いた。

（相上……もしかして、お前は……）
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　　　　　三




「さて、残った琴こと宮みやさんと相あい上がみ君の二人は、敗者決定戦だね」

　あからさまでこそないものの、楽しさを隠し切れていない様子の和かず貴たかにうんざりしながら、櫻さくらが改めて聞く。

「次は二人用のゲームって事ですか」

「うん、最初はそう思ってたんだけど」

　真意を映さない和貴の瞳ひとみが、櫻と遙はるかを交互に見つめる。

「二人とも、次の選挙でも生徒会長を狙ねらうんだよね？」

　唐とう突とつな話題の転換に咄とつ嗟さに答えられない二人。和貴は否定がないのを肯こう定ていととる。

「でも、この勝負に負けた方は明あき芳よしと一いつ緒しよに東京行きだ。正確には相上君が負けた時に東京に行くのは波は名な城しろさんだけど、そうなったら相上君は一人では行かせないだろ？」

　当たり前だ、と即座に頷うなずく櫻。最悪の事態になろうとも、アザミを一人にする気はない。

「だからこれは実質、生徒会長選挙の前ぜん哨しよう戦せんのようなものなんだよ」

　言われてみれば、その通りだった。

　生徒会選挙は冬休み明けの来年一月。対して明芳は年内に東京へ帰る。この勝負に負けてしまえば明あき芳よしと共に東京となり、生徒会選挙など何の関係もなくなるのだ。

　それを理解した櫻さくらは、和かず貴たかが次に何を言い出すかが分かってしまった。

「だったら簡単だよ。生徒ポイントで決めよう」

　生徒ポイント。それは穂ほ尾お付づき学園における独特のシステムで、生徒達が学生として好ましい行動をする度に生徒手帳型端末に付与・蓄積されるポイントの事だ。学食や購買での値引きに使える他、生徒会選挙の投票にも使えるため、生徒会長を狙ねらっている櫻と遙はるかは大量の生徒ポイントを保持している。

「勝負方法は簡単。今から一週間でより多くの生徒ポイントを集めた方の勝ち。それだけだ。負けた方は集めたポイントを全部勝者に譲渡して、学園を去る」

　学園を去る。改めて言葉にされると、酷ひどく重い事実だった。

　なぜ自分達が明芳の気まぐれにここまで振り回されなければならないのか。理り不ふ尽じんな怒いかりを感じつつも、やはりそれに逆らうという発想だけは出てこない。

「そういう事で、どうかな？」

　反対はしないが、一つだけ気になる事があり遙が聞く。

「今から一週間って、実質来週の月曜から金曜って事ですよね？」

「そうなるね」

「思いっきり期末テストと被ってるんですけど……」

「うん。大変だけど、二人なら大丈夫だよね」

　もう考える事に疲れたと言うように、櫻と遙は無言で頷うなずく。

「じゃあ二人とも、生徒端末を出してくれる？　今現在でのポイントをメモしておくから」

　言われるがままに端末を出す二人。

　櫻の所持ポイントは、一五九四四ポイント。

　遙の所持ポイントは、一六七二八ポイント。

　その差、七八四ポイント。一般の生徒にとってみればかなり大きな数字だが、櫻や遙にとってはこの時点で選挙を戦ったとしてもひっくり返せる程度の数字である。

　和貴は記録されたポイントを写し取り、他のメンバーにも控えさせた。

「……うん、ＯＫ。じゃあ早速今から始めていいよ。禁止事項は特になし。勝負は一週間後の金曜日、またここで」

　好き勝手にその場を仕切って、和貴はさっさと部室を出ていってしまった。

　後に残されたメンバーの間には気まずい沈ちん黙もくが漂い、誰も目を合わせようとしない。

「……琴こと宮みや先輩、いいっすか」

　夏か凪なぎに声をかけられ、遙はゆらりと顔を上げた。

「ちょっと、話したい事が」

「……ここじゃ駄だ目めな事？」

「そっすね」

「分かった。彼方かなた、行こう」

　鞄かばんを持ちながら彼方に言う遙はるか。しかし彼方は、迷った様子を見せた末、それを拒否した。

「あ、あのねお姉ちゃん……私はちょっと、櫻さくら君と話したい事があって……」

「え……」

　彼方を見て、櫻を見て、再び彼方を見る遙。

　何か言おうとして口を開き、しかしそれを飲み込み、小さく頷うなずく。

「うん、分かった。遅くならないようにね」

「あ……うん、ありがとうお姉ちゃん」

　そして遙は櫻に向き直り、暗い雰ふん囲い気きを一いつ蹴しゆうするように明るい声を上げた。

「そんなわけだから相あい上がみ君、妹をよろしくね。変な事したらぶっとばすからね」

「……今更その程度の信用もないんですか、俺は？」

「冗談よ。遅くなるようなら、もしよかったら送ってあげて」

「了解です。お嬢さんは責任を持って送り届けましょう」

　芝居がかった仕草で一礼する櫻。それを見た遙と彼方に小さな笑えみが戻った。

「じゃあ夏か凪なぎ君、行こっか」

　夏凪を促うながし、少しだけ早い足取りで教室を出ていく遙。

　その後に続く夏凪は、櫻の前で立ち止まって何か言いたそうな視線を向けた。

「……相上、お前……」

　そう言ったきり何も続けず、瞳ひとみの奥をのぞき込むようにじっと櫻と目を合わせる。

「……なんだよ？」

「……いや」

　訝いぶかしげに櫻が問うと、夏凪はぱっと目を離し、そのまま何も言わずに遙の後を追った。

「なんだあいつ……まぁいいや。で、琴宮の話ってなんだ？」

「あ、ええと……」

　話を振られた彼方は、慌あわてたように首を振った。その目が陣じん内ないとよもぎの姿をとらえ、しかし何も言えずに俯うつむいてしまう。

　その様子を見ていて察した陣内が、よもぎの頭をぽんと叩たたいて立ち上がった。

「よもぎ、帰るぞ」

「はい」

　叩かれた頭に手をやりながら、素直に立ち上がるよもぎ。

　そして教室を出ていこうとするすれ違いざま、今度は陣内が櫻にぽつりと呟つぶやいた。

「……爪つめ」

「──っ!?」

　驚いて目を見張る櫻さくら。対する陣じん内ないは、その反応を見て全てを理解したようだった。

　陣内は、ゆっくりと片手を挙げて。

「俺も、やれる事をやらないとな」

　手の甲で櫻の胸をぽんと叩たたき、よもぎと一いつ緒しよに出ていった。

「……櫻君？　爪つめがどうかしたの？」

「あ……ああいや、なんでもないんだ。それで、話って？」

　取り繕うように言って、並べたままの机から椅い子すを引いてそこに座る。彼方かなたは立ったままで櫻を見下ろし、ぽつりぽつりと言葉を並べる。

「あの……なんとか、ならないのかな。私、行きたくないって、ここにいたいって言ったけど……それは、櫻君とか、アザミちゃんとか、みんながいる『ここ』って意味で……」

　今にも泣き出しそうな声で、彼方は言う。

「こんな事になったのって、わたしの……わたしのせい、だなんて、言わないけど。でも……私とお姉ちゃんが、東京に行ってれば……まるく収まってたのかな、って……」

「あのなぁ……」

　ため息を一つ吐ついて、櫻は椅子から立ち上がる。

「あ……」

　そして、彼方の頭を優しく撫なでて。

「今更、何言ってんだ？」

　手のひらの温かさに安心しかけた彼方は、櫻の言葉で表情を凍りつかせた。

「お前のせいじゃない事なんて分かってるんだよ。こいつはただの明あき芳よしのわがままだ。俺達はそれに逆らえない。けど、誰も犠牲になんかなりたくない。だからこうやって、誰が犠牲になるか決めてるんだ。俺も。お前も。誰かを犠牲にするって決めたんだよ」

「櫻、君……？」

　ただならぬ様子の櫻に、彼方の声がうわずる。

「今更泣き言ごと言うなよ。俺は誰よりもアザミが大切だって言ったはずだ。お前にとってはアザミより大切なものがあるってだけだ。お互いに譲ゆずれないなら、俺達は敵同士だ。それを悪いだなんて思う必要はない」

「でも……でも、そんなの……！」

「それとも、やっぱりお前が東京に行くか？　今から琴こと宮みや先輩にそう言ってくれるか？　一週間後の勝負、わざと負けてくれるってんなら俺は大歓迎だぞ？」

「そんな……」

　一度は櫻が否定してくれたその事を、今度は櫻から望まれ、彼方は自分の立っている地面が足元から崩れ落ちたかのような不安を覚える。

「なぁ琴宮。俺と琴宮先輩が、クラスで『お母さん』って呼ばれてるの知ってるだろ？　俺と琴こと宮みや先輩は、どっちがこの学園の『お母さん』に相応ふさわしいかで今まで何回もやり合ってきた」

　もちろん知っている。それは櫻さくらと遙はるかの関係を語る上でとても大事な、微ほほ笑えましい、愛いとおしいエピソードだ。

「今回の事で答えが出たよ。琴宮先輩は、学園を捨ててお前と逃げるって選択をした。途中で撤回はしたけど、一度でもそういう選択をした。結局琴宮先輩は、お前の『お母さん』ではあってもこの学園の『お母さん』じゃないんだよ」

　違う。その言葉は、お母さんっていう言葉は、こんな悲しい使われ方をしちゃいけない。

　そう思うのに、彼方かなたはその思いを口に出して伝える事が出来ない。

「一週間後の勝負も、俺は勝つぞ。そう琴宮先輩に伝えておけ」

「その必要はないわ」

　突然の言葉と同時に、教室のドアが開いた。

「お姉ちゃん……」

　夏か凪なぎと共にどこかへ行ったはずの遙が、その向こうから櫻を睨にらみつけていた。

「相あい上がみ君、あなたの気持ちは確かにこの耳で聞いたわ。安心して」

「そうですか。それはよかった」

　怯ひるんだ様子もなく、櫻は答える。

「その上で、私の気持ちも伝えておくわ。一週間後の勝負、私は絶対に負けない」

「お姉ちゃん……！」

「もしかしたら、面と向かって言うのは初めてかもね……私とあなたは、敵同士よ」

　彼方を挟はさみ、櫻と遙の敵意の視線がぶつかり合う。

　そして櫻は、さっき彼方に言ったのと同じ言葉でそれに応えた。

「何を今更」

　その言葉が、冷たい刃やいばとなって彼方の胸を切り裂く。

「俺達は、出会った時から敵同士だったはずだ」

　それが、決別の言葉となった。

「帰りましょう、彼方」

　それ以上は言葉を交わす事なく、ただ背を向ける遙。

　彼方は泣き出しそうになりながら、もう一度だけ櫻に目を向けて、胸の奥から溢あふれそうになる言葉を飲み込んで、遙の背中を追った。

　それからしばらくその場に突っ立っていた櫻は。

「……はあ」

　やがて大きく息を吐はき、どすんと椅い子すに座り込んだ。

　全てのやり取りを黙だまって見守っていたアザミが、ちょこちょこと近寄ってきて櫻の手に触れる。櫻はその手をゆるく握り返しながら。

「なぁアザミ……俺と結婚してくれって言ったら、してくれるか？」

「んー……」

　アザミはその小さな手で、櫻さくらの手をぎゅっと強く握って。

「櫻に、他に好きな人がいないなら」

　何な故ぜか櫻は、それに答える事が出来なかった。




　　　　　四




　一二月一日、土曜日。

「ごめんくださーい」

　豊満なお胸の少女、相あいヶが瀬せ茉まつ莉りが家の中へ声をかけると、すぐにはーいという返事と共にぱたぱたと足音が近づいてきて、玄関の引き戸が開いた。

「いらっしゃいませ、相ヶ瀬先輩。迷いませんでしたか？」

　紅あかいかんざしの少女、早さ乙女おとめ月つき緒おがそう言いながら茉莉を家の中へと迎え入れる。

　お茶の間に通された茉莉はちゃぶ台を挟はさんで月緒と向かい合う。約二ヶ月前と全く同じ光景が繰り返されていた。

「急にごめんね早乙女さん」

「いえ……でも、どうしたんですか？　鬼おに火びの事をもう一度、という話でしたけど……」

「うん。早乙女さんの鬼火の能力の事、今度はもっと詳しく教えてほしいの。特に始めて能力が発動した時の事と、消えた時の事」

「あの……正直言って、自分でもよく分かっていないので、ぼんやりとした話になりますが」

「それでも大丈夫。気になった事は質問するし、答えられなくても全然構わないから」

「はい……それでしたら」

「あ、それとね、敬語抜きでいいよ？」

「いえ、さすがに先輩にそれは……私は敬語でないと、男の人のような口調ですし」

「別にいいのに。かわいいと思うけどな」

　残念そうな茉莉に困ったように微ほほ笑えむ月緒。

　そして居住まいを正し、目を閉じて自分の過去を辿たどり始める。

　自分が生まれると同時にこの世を去った、顔も知らない母親の記憶。その母親が残した一枚のＣＤを、すり切れるほど聞いていたあの頃。

　目を開き、月緒はゆっくりと話し始めた。

「私の母は、売れない歌手でした。いつも小さなイベントや知り合いのバーなんかで歌っていたそうです。私を産んだ時に亡くなったんですけど、母は一枚だけＣＤを出していて、幼い頃の私はいつもそれを聞いて、歌っていました」

「小学生になって、父の勧めで市の合唱団に入りました。その時の私は歌う事が大好きで、自分の歌に自信も持っていました。でも……父がしきりに私の歌声を『母さんみたいだ』と言うから、私はだんだんと父にとっての自分が母の代理なんじゃないかと思い始めてきました。それで少しずつ、歌うのが辛つらくなってきたんです」

「小学校六年生の時です。合唱団が大きなコンクールに出る事になって、そのソロ部分を私が任されました」

「お父さんは本当に喜んでくれて……なのにお父さんが喜ぶほど、私は歌うのが辛くなってきました。でも、それを言い出す事も出来ず……コンクールの本番を迎えました」

「私に鬼おに火びが憑ついたのは、その本番の最中でした」

「歌いたくないけど歌わなきゃ、と思って、思い切って歌い始めたら、信じられないくらいに上う手まく歌う事が出来て……歌声に感情を込めるってよく言うんですけど、本当にそんな感じでした。自分が思っている事、全て歌声に乗せる事が出来ました」

「でも、その後すぐ、私は歌えなくなりました」

「歌声に想いを込める事が全く出来なくなって……後からみんなに、ロボットみたいだったって言われました」

「それから私は、一分間だけ歌声に全ての想いを込められるようになった代わりに、次の一分間は全く想いを込める事が出来なくなりました……それを、相あい上がみ君が『鬼火憑き』だと教えてくれました。鬼火に憑かれた時の話は、こんなところでしょうか……」
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　話し終えた月つき緒おはお茶を一口すすって喉のどを湿らせる。

　話を聞いていた茉まつ莉りは、一つだけどうしても引っかかっていた。

「確認するんだけど……鬼火に憑かれた時、早さ乙女おとめさんは『歌いたくない』って思ってたのよね？　歌いたいのに歌えないとか、もっと上手く歌いたいとかじゃなくて？」

「そう、ですね……歌えないという事はなかったはずです。実際に、思う通りに上手く歌えていましたから。私は自分の歌声に満足しながら、同時にそれが嫌いやだったんです」

「そう……」

　それは、茉莉が聞いて概おおむね納得している櫻の推測と決定的に違う部分だった。

　櫻は鬼火憑きの能力について、この町で母親の命と引き替えに生まれた子供が、心の底から何かを願った時に発動するのではないか、と推測していた。

　この町の氏うじ神がみの一ひと柱はしらである『聖しよう母も』オキナガタラシヒメが、母親が命を賭として守った子供に与えた一分間の奇跡。心の底からの願いを一分間だけ叶かなえる絶対時間。しかし人の身にその力は強大すぎるため、次の一分間は反動がくる。

　この推測が正しければ、月緒が本当に「歌いたくない」と願ったのなら、能力と反動が逆でなければおかしい。一分間だけ歌えなくなる代わりに、次の一分は意思とは関係なく歌ってしまう、というように。

　茉まつ莉りが鬼おに火び憑つきだと考えている、櫻さくら、彼方かなた、明あき芳よし、よもぎ。想像ではあるがこの四人の能力と反動はその推測と一致しているように思える。明芳の能力だけは、ここにきて謎なぞの変化を遂げているようだが。

　しかし月つき緒おはそうではない。これはどういう事なのか？

「うーん……まぁいいや。じゃあ次、鬼火が消えた時の事を教えて」

「はい」

　月緒の鬼火が消えた。これはまだ櫻も知らない事である。

　もし鬼火が消える事に条件があるのなら、それを知れば櫻達を支配している明芳の絶対時間を無効化する事が出来るのではないか、と茉莉は考えたのだ。

「相あいヶが瀬せ先輩も一いつ緒しよだった、学園祭の個別企画です。あの時私は、先輩方と一分交替で歌っていました。一分間だけ能力を使って歌ったら、反動の一分間は先輩方に歌ってもらう。そうして綺き麗れいな歌声だけを聞いてもらっていました」

　その言い方には若じや干かんの自じ虐ぎやくを感じた。やはり正体不明な能力で人に感動を与えるという事は、やっていて気持ちのいいものではないのだろう。

「でも、相あい上がみ君、アザミちゃん、彼方、鬼灯ほおずき先輩、相ヶ瀬先輩……みんなが自分の声で楽しそうに、自由に歌ってるのを見たら……久しぶりに、本当に久しぶりに、私も歌いたくなったんです。能力なんてなしで、自分の声で」

　月つき緒おの言う事は、茉まつ莉りにも分かる気がした。

　あの時は楽しかった。舞台の上でみんなと一いつ緒しよに歌うのは、本当に楽しかった。

「そうしたらいつの間にか、歌えてました」

　話していてその時の気持ちを思い出したのか、月緒は嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

「一分間を過ぎても、自分の声で。本当に楽しく」

　月緒の話を聞きながら、やっぱりおかしい、と茉莉は思う。

　歌いたくないと願い、歌える能力と歌えない反動が身についた。

　歌いたいと願い、歌える能力と歌えない反動が消えた。

　おかしい。ちぐはぐだ。なぜ月緒だけがみんなと逆なのか。

　櫻さくら、彼方かなた、明あき芳よし、よもぎと、月緒の違いとは何なのか。

「それもみんな……相あい上がみ君のおかげだと、思ってます」

　そう言って月緒は胸に手を当てて、感謝の気持ちを嚙かみしめるようにはにかんだ。

　その素直な微笑みは、ややこしい物思いなど忘れさせるほどに魅力的なものだった。

「……もしかして早さ乙女おとめさん、櫻君の事、好きだったり？」

　唐とう突とつな茉莉の言葉に、月緒は目を丸くする。

　しかし、素直に頰ほほを染めながら、小さくこくりと頷うなずいた。

（うーわなにこの子、ちょうかわいい）

　性別問わずかわいい相手が好きな茉莉、心の中で舌なめずり。

　しかしそんな浮うわついた気持ちは、ある一つのインスピレーションで霧む散さんした。

（……え？　待って、ちょっと待って……）

　最初は冗談のようだったそのひらめきは、自分の中で次々に形を変え、一つだけ空いたパズルのピースにちょうどはまる形になっていく。

（噓うそ……でも……そう考えたら、つじつまは……）

「……相あいヶが瀬せ先輩？」

　突然険けわしい表情で黙だまり込んだ茉莉を心配する月緒の声も、今の茉莉には届かない。

（……もしかして、鬼おに火び憑つきの能力って……）

　今、茉莉の中では、鬼火憑きに関する一つの答えが形をとろうとしていた。













　　　第四章　偽りの代償
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「おか～あさんっ」

　ぽん、と背中を叩たたかれて遙はるかが振り返ると、そこには同級生の女生徒二人が立っていた。

　お母さん、というあだ名で呼ばれる時、大抵の場合は何か頼み事をされる事が多い。しかし今回はどうもそういった表情ではないように見えた。

「何？」

「聞いたよ～。もう、なんでもっと早く言ってくれないのかなぁ」

「そうそう。私らいくらでも協力するのに」

「何の事？」

　そう問い返しつつ、遙には何の事だか分かっていた。

「隠さなくていいって。来月の生徒会選挙、裏ではもう始まってるんでしょ？」

「前も立候補してた一年の子とポイント比べやってるらしいじゃん」

　一二月四日、火曜日の放課後。敗者決定戦の内容が決まったのが先週金曜日の事だが、校内にはすでにそんな噂うわさが流れていた。そして遙はその噂の出所に心当たりがある。

（夏か凪なぎ君……相変わらずこういう仕事は早いわね……）

　あの後、夏凪は遙だけに協力を申し出ていた。すなわち、遙がポイントを集めやすく、櫻さくらがポイントを集めにくくなるよう情報操作する事。この噂を流す事がその情報操作の一環なのだろう。とは言えこれだけではまだ条件は互角。本命は、もう一つの噂にあった。

　遙が指示したわけではないし、夏凪がはっきりと口にしたわけでもない。

　遙はただ、夏凪に「どんな手を使ってもいいか」と聞かれ、「他人に迷惑をかけないなら」とだけ答えた。当然ながら、夏凪としてはその「他人」に櫻さくらを含まないだろう。

　だからおそらく、もう一つの噂を流したのもまた、夏凪だ。

「あの一年の子……相あい上がみ君、だっけ？　なんかかなり性格悪いらしいね」

「学園祭の時のトラブルさ、全部やらせだったんでしょ？」

　生徒会長としての最初の大仕事だった、第一回穂ほ尾お付づき学園祭。

　櫻はその神楽かぐら舞台で、数人の仲間達と感動的なステージを披ひ露ろうしていた。

　月つき緒おの見事な歌声と、それを彩いろどる櫻達の重唱。突然の機材トラブルによる音源の停止は、町内楽団の生演奏と生徒達の大合唱によってむしろ効果的な演出となり、それを見ていた全ての生徒や一般客達に深い感動を与えた。

　しかし、実はその機材トラブルやそこから合唱で復帰するという一連の流れが、全て相あい上がみ櫻さくらによるシナリオ通りであったという噂うわさが、校内に流れているのだ。

　それが根も葉もないでっち上げであるのなら遙はるかとて黙だまってはいないが、遙はその噂の内容が紛まぎれもない事実だという事を知っているのであった。

　だが、全てが全て櫻のシナリオというわけではない。その件には遙だって櫻を騙だます形で絡んでいる。町内楽団を手配したのは他でもない遙自身だ。

　そんな事情があるため、遙はその噂を積極的に否定も肯こう定ていも出来ない微び妙みような立場にある。

「……やらせ、ってわけじゃなくて……あれはああいう演出というか、どっきりというか」

「演出って、結局私達、騙されてたんじゃん」

　曖あい昧まいな笑えみも中途半端なフォローも、櫻にとっては逆効果になってしまう。

「私あん時、マジでちょっと感動して泣いちゃったのにさぁ。私の涙を返せって感じ」

「だからさ、生徒会長とかあり得ないから。私達マジで遙の事応援するし！」

「……うん、ありがとう」

　拒絶するわけにもいかず、笑え顔がおで同級生の協力を受け入れる遙。二人から合計二〇〇の生徒ポイントを譲ゆずり受け、手を振って別れる。

　今日だけでこんな事が何度かあり、遙はすでに自分の生徒ポイントを一〇〇〇近く増やしていた。生徒ポイントは一日で五〇ポイントの付与が基本である。一〇〇〇ポイントというのは一般の生徒が実に一ヶ月かけなければ手に入らない数値だ。

　順調に増えているポイントを生徒端末で確認しながら、しかし遙は憂ゆう鬱うつなため息を吐つく。

　学園祭での櫻のやり方を、遙は決して悪く思っていない。あのおかげで学園祭が盛り上がったのは確かだし、騙したと言ってもあれは人を笑顔にするためだ。

　だから、相上君は悪くない──そう声を大にして言いたい気持ちも、あるのだが。

　今の遙は、同時にもう一つの櫻の言葉を思い出してしまう。

『俺達は、出会った時から敵同士だったはずだ』

　勝っても負けても恨うらみっこなし、そんな今まで部室でやっていたゲームのようにいくわけがない。それは遙にも分かっている。

　だが、それでも遙は、櫻にはっきりと敵意を向けられた事について、ごまかしようもなく、傷ついていた。

（私達は、出会った時から敵同士だった。それはそう。でも……）

　敵同士のままではなかったはずだと。

　分かり合った事も、触れ合った事もあるじゃないかと、遙はそう言ってしまいたかった。

　好きだと言われた事がある。好きだと言った事がある。それはお互いに相手を騙すための噓うそだった。確かに二人はそんな関係だった。けれど。

（少しだけ……ほんの少しだけ……噓じゃないかも、って……）

　そう思った事が全くないなんて、言うつもりはないし、言わせるつもりもない。

　それでも二人は、再び決別してしまった。

　理由は単純だ。二人にとって、一番大切なものが違ったから。

（私は彼方かなた。相あい上がみ君はアザミちゃん。守るべき相手が違ったから）

　だから今、こうして二人は再び敵同士となった。

　だから今、負けるわけにはいかない。

　そのためには、この噂うわさはこのままにしておく方が、都合がいい。

（それに、少なくとも相上君のクラスの子達は相上君の味方をするはず。相上君だって他に何の手も打たずにいるわけがない。そうよ、相手に同情なんかしてたら足をすくわれるのは私。彼方のために、それは許されない！）

　彼方のために。自分にそう言い聞かせ、遙はるかは迷いを振り切る。

　そしてさらなるポイントを獲得すべく、別の同級生へと声をかけに行った。




　　　　　○




　一方、相上櫻さくらのクラスでは。

「根も葉もない噂うわさ、許せんのじゃあ～っ！」

　波は名な城しろアザミ親衛隊が一人、カリアゲが怒いかりの咆ほう哮こうを上げていた。

　基本的にはアザミを愛めでるだけのメンバーではあるが、櫻の友人である事も間違いない。特に学園祭では共に色々な事を成し遂げた仲間として、今回の噂には腹を立てていた。

「う～む、根も葉もあるのがやっかいだよなぁ……」

　同じように感じつつも、冷静に首を捻ひねるのはシチサンである。広まっている噂にあからさまな噓うそは含まれていないのが悩ましいところである。

「あれはみんなを感動させるためのどっきりじゃんかよぅ。みんな楽しんでたくせにさぁ」

　いつになく怒りを露あらわにするイガグリ。自分の作った曲が中心となった企画だった事もあり、その憤いきどおりはメンバーの中でも最も強いかもしれない。

「作られた感動、ってのが引っかかってるんだろみんな。確かに天パは最強だからな……」

　天然パーマをもふもふしながらテンパーが言う。だが。

「作られた感動に価値がないわけないだろう。だったら映画も音楽も小説も全部無価値になってしまう。大事なのは解釈だ」

　くいっと眼鏡めがねを持ち上げながら、珍しく真ま面じ目めな事を言うシチサン。

「なぁ、やっぱり俺らで噂をなんとかしてみないか？　勝負まで一週間あるんだから……」

「やめておいた方が、いいんじゃないかな」

　イガグリの言葉を遮さえぎったのは、結ゆい上げの髪に紅あかい一本差しのクラスメイトだった。

「月つき緒おちゃん……」

「相あい上がみ君が言ってたじゃないか。噂うわさは放っておいていいって」

「確かに言ってたけどさぁ……」

「きっと、相上君には何か考えがあるんだよ。いつもそうだろ？」

　大和やまと撫なでし子こ然としたその外見には似つかわしくない男口調だが、決して硬さや冷たさは感じさせず、むしろ低めのしっとりとした声は聞いた者に落ち着きを与える。

「まぁ確かに、櫻さくらの企たくらみはわしにゃあさっぱり分からん！」

「俺らが下へ手たに動くと、むしろ邪じや魔ましちまう可能性もあるわな。天パだけに」

　どこもかかっていない。

「……今は、相上君に言われた事だけをしてあげたらいいんじゃないか？」

「ああ……生徒ポイントの件ね」

　月緒に答えるように、シチサンは生徒端末を取り出してひらひらと振った。




　　　　　二




　あっという間に一週間が過ぎ、決戦日、創そう遊ゆう研けん部室。

　部室には陣じん内ないとよもぎを除いたメンバーが集まっている。勝利してすでに関係がないとは言え、ある意味で原因の一端でもあるのに決戦日に不在とはあんまりのように思えるが。

　しかし遙はるかも櫻も、それを気にしている余裕などない。

　遙は結局、期末テストをそつなくこなしながら一週間で約六〇〇〇ポイントを稼いでいた。二年生はもちろん、三年生の大半と櫻のクラスメイトではない一年生からもポイントを集め、普通に考えれば負けようがない。

「……よもぎと乾いぬい君が来てないけど、始めようか。まずは一週間前の二人のポイントの確認から。みんな、いいかな」

　和かず貴たかに呼ばれて櫻と遙以外の全員が近づき、ノートにメモされたポイントを確認する。





相上櫻：一五九四四ポイント

琴宮遙：一六七二八ポイント






「間違いないね？」

　それぞれが自分で控えたポイントと見比べ、差違がない事を確認して頷うなずく。

「じゃあ、二人の今のポイントを確認しようか。まずは……琴こと宮みやさんから、いい？」

「はい」

　遙は自分の生徒端末を開き、ポイントのページを表示させて和貴に渡す。受け取った和貴は、そこに記された数字を見て目を丸くした。

「……二二六一一ポイント。つまり……一週間で五八八三ポイント集めたってわけだ。さすがだね琴こと宮みやさん、普通の生徒にはとても無理だ」

　なんと言うべきか分からず、小さく頭を下げる遙はるか。そう言われるだけの自信はある。いかな櫻さくらと言えど、この状況で自分以上にポイントを集める事など無理のはずだ。

　だが、相あい上がみ櫻という男なら。そんな根拠のない不安と、そしてほんの少しの、期待。

「じゃあ次、相上君」

　遙のポイント数を聞いても何ら反応を示さなかった櫻へ、和かず貴たかが手を伸ばす。

　だが櫻は、席を立つ事も生徒端末を取り出す事もなく、遙を睨にらみつけて吐はき捨てた。

「もういいですよ。俺の負けです」

　あまりにもあっさりとした敗北宣言に、何な故ぜか遙の心臓が大きく一つ鳴った。

「……そんな簡単に、負けを認めるの？」

「俺の噂うわさを流したのはどうせそっちでしょう？　実行犯は岸きし良らだとして、さすがですよ。あの噂には噓うそが何一つない。本当の事だから否定したっていつかボロが出る。今の状況じゃあ、俺の仲間は俺のクラスの奴やつらと茉まつ莉り先輩達しかいない……これじゃあ勝てるわけがない」

　淡たん々たんと言う櫻。確かに、それが夏か凪なぎの仕掛けた罠わなで、遙の期待した結果だった。しかし、櫻がそれになす術すべもなく負けを認めたという事実が、遙は何故か酷ひどく苦しい。

「……負けを認めるにしても、ポイントは見せてもらうよ。負けた方は勝った方へ、集めたポイントを譲ゆずるって決まりだからね」

　和貴に言われて素直に生徒端末を渡す櫻。

　その瞳ひとみがまだ力を失っていない事に、遙は気付いていない。

「じゃあ、相上君のポイントを……へぇ、これは……」

　面白そうに声のトーンを上げる和貴。なんだろう、と遙も顔を向ける。

「相上君、一五九四四ポイント。増えたポイントは、ゼロだね」

「……ゼロ？」

　目を丸くする遙。そんなわけはない。いくら不利な状況だったとは言え、事情を知っているクラスメイトならほとんどは櫻の味方をするはずだ。仮に全員が五〇ポイントずつ櫻に渡したとしたら一五〇〇ポイント、倍なら三〇〇〇はいく。櫻ならもっと強引に集める事だって出来たはず。勝てないにしても良い勝負になるくらいは──

　そこで遙はやっと、櫻の目を正面から見た。その、戦う意思の消えていない目を。

「……わざと？」

「当たり前です。勝てないのはもう仕方ないとして、『負けた方は集めたポイントを全部勝者に譲渡する』……集めたポイントを、です。俺は今回、一ポイントも集めてない。毎日もらえるポイントも全部使いました。だから一ポイントも渡しません」

　ポイントを渡さない。それはつまり。

「……生徒会長選挙を、諦あきらめてないって事？」

「諦めるわけがないでしょう。クラスメイトにはポイントを温存してもらってます。一年でこの学園の生徒会長になる。これは俺にとって、大事な目的のための第一歩なんです」

　いつか櫻さくらから聞いたその事を、遙はるかは思い出す。

　一年で生徒会長になって、内申を良くして、良い大学に行って、良い会社に入って。

　そして愛する人と家庭を持って幸せになる事で、父親に復ふく讐しゆうをするのだと。自分達は女を愛してはいけないと言う父親の呪のろいを否定してやるのだと。

　自分が生まれてよかったと、そう言わせてやるのだと。

　櫻がそう叫さけびながら泣いていた事を、思い出す。

「でも……相あい上がみ君は、負けたのよ？　終業式が終わったら、アザミちゃんは守かみ垣がい内と君と一いつ緒しよに東京に行かなきゃ……まさか、アザミちゃんを一人で行かせるつもりなの？」

　今回の勝負に負けた事で、明あき芳よしと共に東京に行くのがアザミだと決まってしまった。だが櫻がアザミを見捨てるわけがない。当然、櫻は首を横に振る。

「論外ですね。あり得ない」

「じゃあ……」

「あいつは、誰が東京に行くか終業式までに決めろって言っただけです。終業式までまだ二週間ある。それまでは行くと決める必要はない」

　そんな屁へ理屈にしか聞こえない言い逃れを堂々としてのける櫻。

　しかし、そうだ。これこそが。

「ここからは、俺とあいつの勝負だ」

　それこそが、相上櫻という人間だったではないか。

「そんなわけで、お先に失礼します。アザミ、帰るぞ」

「ん。ふんならなー」

　櫻に手を引かれるアザミは、今や自分が状況の中心にいると言っても過言ではないのに、いつもと全く変わらない調子で手を振って部室を出ていった。状況が分かっているのかいないのか、あるいはよほど、櫻を信じているのか。

「いやぁ、相上君は面白いねぇ」

　和かず貴たかもまた普段通り、何がそんなに楽しいのか分からない笑えみを浮かべ、足取りも軽く部室を出ていく。基本的には話が通じる分、何を考えているのか分からない不気味さはある意味でアザミ以上だ。

　そして部室内に残ったのは、遙と、彼方かなたと、もう一人。

「……気に入らねぇなぁ……」

　行儀悪く机の上に腰掛けた夏か凪なぎが不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやく。遙を勝たせるという自分の最大目的が達成されたにもかかわらず、その表情には不満がありありと見える。

　ずっと黙だまっていた彼方かなたが、遙はるかに向かって小さく口を開く。

「……もしかして櫻さくら君、わざと負けてくれたのかな……？」

「……そうじゃないわよ。勝てなかったからせめてダメージを減らそうとしただけ。わざと負けるなんて、アザミちゃんより私を優先したって事よ？　相あい上がみ君に限ってそれはないわ」

「うん……そう、だよね」

　寂しそうに微ほほ笑えむ彼方。仕方ないと思うし、それでいいと思う。

　前の彼方なら、櫻を恨うらんでいたかもしれない。けれど今はただ、少しだけアザミに嫉しつ妬としてしまうだけだ。そのくらいは許されるよね、と心の中で呟つぶやきながら。

「大丈夫よ。彼方は私が守るから」

「うん……ありがとう、お姉ちゃん」

　夏か凪なぎが見ている事も忘れて抱き合う二人。いつもなら微笑ましそうにそれを眺ながめている夏凪だが、今日は何な故ぜかそれすらも気に障さわるようだった。

「琴こと宮みや、ちょっとこっち来い」

「え？」

　唐とう突とつに名前を呼ばれ、彼方は驚いて遙から離れた。

　手招きする夏凪に素直に近づいていく彼方。遙もその後を追おうとする。が。

「先輩は来ちゃ駄だ目めっす」

「な……なんで？」

「なんででも」

　夏凪にしては実に珍しく、ぴしゃりと遙を拒絶する。遙はそこで足を止め、仲間外れにされた気分で二人の背中を寂しく見つめた。

　夏凪は彼方と二人で部室の後ろの方へと移動し、遙に背中を向ける。

「どうしたの、岸きし良ら君？」

　彼方の声には応えず、夏凪は部活で使うゲーム類がしまわれている箱をごそごそとあさり始める。やがて取り出したのは、一組のトランプだった。

　ケースを開け、トランプを一枚ずつ確認しながら八枚のカードを取り出す。思わず眼鏡めがねをかけ直す彼方。Ａが四枚、Ｋが四枚だ。

「分かるか？」

「……この前のゲームに使ったトランプ？」

「正解。えーっと……」

　今度はトランプを裏返し、目を近づけて何やらじっくりと観察している。

「……これか。ほら」

　言いながら夏凪が彼方に手渡したのは、スペードのＡとＫ。

「こいつが最初に相あい上がみの持ってたトランプだ。後は……誰がどれだったか覚えてねぇ」

　そして残り六枚のＡとＫも彼方かなたに押しつけ、後は再びケースにしまう。

「……岸きし良ら君？　どういう事？」

「自分で考えろ」

「ええ～……分かんないよ……」

　彼方には本当に、何が何だか分からない。何な故ぜすでに終わったゲームのトランプをいきなり渡されたのか？　これをどうしろというのか？

　このタイミングで夏か凪なぎのやる事だ、きっと意味はあるのだろうが。

「何か、ヒントちょうだい？」

「……なんもかんも、あいつの思い通りに進むのが気に食わねぇだけだ」

「え……」

「じゃあな」

　一方的に言いたい事だけ言い捨てて、逃げるように去っていく夏凪。

　その背中を見送る彼方の耳には、夏凪の言葉が妙みように残っていた。

（……何もかも、思い通り……？　あいつって、櫻さくら君だよね……）

　いったいどういう事だろう──そう考えようとした時、ポケットの中で携帯が震えた。

　取り出してみる。どうやらメールを受信したようだ。

　その送信者の名前を見て、彼方は小さく首を傾かしげた。
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　翌日の土曜日。穂ほ尾お付づき図書館、地下禁書庫にて。

　禁書庫、などという仰ぎよう々ぎようしい俗称で呼ばれてはいるが、実際には状態の悪い本や貴重な本、様々な理由で貸し出しを取り止めた書物を保管しているだけの閉架庫である。

　増築に増築を重ねて迷宮のようになっている地上部とは違い、地下は広い空間に整然と書棚が並んでいる。閲覧スペースには大きな四人掛けの古びたテーブルがあるのみ。

　今そこに座っているのは、相あいヶが瀬せ茉まつ莉り、鬼灯ほおずきよもぎ、早さ乙女おとめ月つき緒お、琴こと宮みや彼方の四人。

　全員の顔を見回して、まずは茉莉が小さく咳せき払ばらいをして口を開いた。

「今日集まってもらったのは、穂尾付町に古くから存在したとされる特殊能力者、鬼おに火び憑つきに関してみんなで一いつ緒しよに考えるためです」

　この集まりは、茉莉が自分なりの調査で鬼火憑きであろうと考えているメンバーに声をかけて招集したものだ。ただし櫻には声をかけていない。

　茉莉は櫻のためにと思って行動してはいるが、ぬか喜びはさせたくないため、はっきりとした結論が出るまでは櫻には伝えないでおこうと思っているのだ。

　そして数日かけて今まで調べた資料をまとめ直し、設けられた最終確認の場。

　多くの資料やノートを机の上に開きながら、茉まつ莉りは三人に向かって話し始めた。

「何から話すべきか……えっと、とりあえず」

「今、穂ほ尾お付づき総合病院が建っている辺りは、昔は『鬼灯ほおずきヶが原はら』と呼ばれてました」

「鬼灯ヶ原に、そして今でも穂尾付町に群生する鬼灯は、ヒノカグツチという神様の血しぶきが降り注いだ場所から生はえてきたと言われています」

「ヒノカグツチは炎の神。生まれてきた時に母親であるイザナミを焼き殺してしまい、怒いかり狂った父、イザナギに斬きり殺されました。その時の血しぶき、火の粉が地上に降り注いで、その場所から生えてきたのが、ホオズキ」

「ホオズキの実には堕だ胎たい作用があり、それは母を殺してしまったカグツチの呪のろいだと言われています。自分なんか生まれてこなければよかったという後悔の念が、ホオズキの実に子殺しの呪いをかけたのではないかと」

「穂尾付町がまだ鬼灯村と呼ばれるよりもずっと昔の古い文献には、異常な数の流産があったという記録があります。この土地にはカグツチの血がたくさん降り注いだため、土地そのものに子殺しの呪いが染みついてしまったのではないかと文献にはあります」

「そこで当時の鬼灯一族は、今で言う鬼灯神社を建こん立りゆうして、安産の神である『聖しよう母も』オキナガタラシヒメを祀まつりました」

「それからしばらくして、鬼灯村では流産が目に見えて減り始めます」

「その代わりというように、子供が生まれると同時に命を落とす母親が増え始めました」

「これは、オキナガタラシヒメの『聖母』としての力によって、子殺しの呪いが母へと移されたのではないか、と考えられています」

「そうして二人の母の力で呪いから守られた子供は、オキナガタラシヒメの力の一部をその身に宿して生まれてきます」

「文献にたびたび出てくる、人に見えないものを見たり聞こえない音を聞いたりするという不思議な能力の持ち主達、いわゆる『鬼おに火び憑つき』と呼ばれる人々は、そのオキナガタラシヒメの力を使えるようになった人達だと思われます」

「オキナガタラシヒメは、人でありながら神である『現あら人ひと神がみ』です。しかし鬼火憑き達はその力の一部を使えるだけで現人神ではありません。なのでその能力は限定的で、一定時間使用すると一定時間の反動に襲われます」

「それが鬼火──彼方かなたちゃんや、早さ乙女おとめさんや、鬼灯先輩が使える能力の正体なんじゃないかとあたしは考えてます」

　最後の資料は、穂尾付学園に通う生徒達の異常なまでの父子家庭率の高さだった。

　櫻さくらも、彼方も、よもぎも、月つき緒おも、明あき芳よしも。能力が使える者は皆、例外なく母親の命と引き替えに生まれている。

　彼方かなたは、櫻さくらの知っている事はだいたい櫻本人から聞いている。だがここまで深く話を聞いたのは初めてだ。母殺しのカグツチ、それに怒いかり子供を斬きり殺した父親のイザナギ。その神話が妙みように自分や櫻の境遇と重なるような気がして不安になる。

　月つき緒おはもうすでに、茉まつ莉りの言う事を積極的に疑う気はない。もともと櫻の事は信じていたのだ。その櫻と情報を共有しているという茉莉の事も、信じるのに抵抗はなかった。

　では、よもぎは。

「……素晴らしい、ですね」

　茉莉がまとめた資料に一通り目を通し、よもぎは顔を上げた。

「鬼灯ほおずきの家に代々伝えられている伝承と、概おおむね合っています。お一人で調べ上げたのでしたら瞠どう目もくすべき成果です。地方史の資料としても使えるのではないでしょうか」

　思いもよらぬ賞賛に、うかつにも赤面しかける茉莉。しかし今はそんな場合ではない。

「あ、ありがとうございます。じゃあ、あたしの考えは」

「ただ」

　茉莉の言葉を、よもぎの小さな声が断ち切る。

「一点。私達一族の認識と、文献の記述が逆になっている部分があります」

　やっぱり、と茉莉は思った。

　月緒の話を聞いて抱いだいた違和感。その答えが、きっとそこだ。今日はそれを確認するためにこうして皆を集めたのだ。

「ここ、ですよね？」

「はい」

　資料の一部を指さす茉莉。無表情に頷うなずくよもぎ。

「……どういう事ですか？」

　眼鏡めがねのレンズ越しにそのやり取りを見ていた彼方が首を傾かしげる。

「彼方ちゃん。彼方ちゃんの鬼おに火びはどんな能力？」

「え……」

　いきなり切り込まれ狼ろう狽ばいする彼方。ここに呼ばれて来ている時点で、自分が鬼おに火び憑つきだと認めているようなものだろう。それに茉莉は櫻とある程度の情報を共有しているし、今更隠す事でもないかもしれない。

　それでも彼方は、櫻にしか話していない能力の事をここで話すのには抵抗を覚えた。

　しかしそれも、茉莉の真しん摯しな瞳ひとみに見つめられるまでだった。

「教えて彼方ちゃん。これはみんなを……櫻君を助けるために必要な事なの」

「櫻君を、助ける……」

　櫻を助ける。それは自分もそうしてあげたい。

　だが、今回の東京行きの件で櫻は自分達の敵に回った。結果はどうあれ、結局のところ櫻はアザミを選んだのだ。

　自分が櫻さくらを助ければ、その分櫻は自分を助けてくれる。だからそれを期待して櫻を助ける。琴こと宮みや彼方かなたとはそういう人間だった。

　だから、自分を見てくれないなら、もういい。それが琴宮彼方という人間だった。

　そして、彼方は。

　そんな自分が嫌いで、変えたいと、変わりたいと思ったのだ。

「私の能力は、死んだお母さんと会話が出来る能力です」

　櫻を助けるため。それでいいじゃないか。見返りなんてなくたって。

（私は櫻君の事が好き。だから、櫻君のために出来る事があるなら無条件でしよう）

　言い聞かせるわけではなく。素直に今そう思えた事が、彼方は嬉うれしかった。

「死んだお母さんと会話が出来る能力……反動は？」

「お母さん以外の誰とも会話出来なくなります。声が聞こえないとかじゃなくて、話しかけられた事自体を認識出来なくなるんです」

「なるほどね……彼方ちゃん、辛つらいかもしれないけど、もう一つ聞いていい？」

「はい」

「その能力が初めて発動したきっかけを、覚えてる？」

　さすがに、一いつ瞬しゆん顔をしかめる彼方。

　もちろん覚えている。忘れられるわけがない。出来れば忘れてしまいたい、積極的には思い出したくない記憶だ。

「ごめんね。話したくないなら無理に話さなくていいから」

「……いえ、大丈夫です」

　話したくはない。だが、櫻のためになるのなら耐えられる。

　それに幸い、ここには遙はるかはいないのだから。

「あれは確か、私が小学校一年生の時です。姉の学年で授業参観がありました。母は私が生まれた時に亡くなったので、父が代わりに行ったんですが」

　そう聞いただけで、茉莉はもうなんとなくその先が分かるような気がした。

「私は先に帰って、家の庭でお花に水をあげていました。そうしたら姉が泣きながら帰ってきて、言われたんです。お母さんに来てほしかったって。彼方のせいだって」

　言いながら、彼方の両目に涙が溜たまっていく。

「お母さんを返してって」

　その涙がこぼれ落ちた瞬しゆん間かん、隣に座っていた月つき緒おが彼方の肩を抱きしめた。

「……お父さんから、そんな風に言われる事は、何度もあって……もう、慣れてたけど……お姉ちゃんにっ……言われたのはっ、初めてだった、からっ……」

「彼方、もういいよ」

　月つき緒おの優しい声に、彼方かなたはしゃくり上げながら、しかし首を横に振る。

　茉まつ莉りが聞いてきたのは、能力が発動したきっかけだ。きっと櫻さくらを助けるために必要なのはそこなのだろう。なら、ここでやめては意味がない。

「……ありがとう、月緒ちゃん。もう大丈夫」

　泣き腫はらした目で月緒に笑ってみせる彼方。月緒も瞳ひとみを潤うるませながら、彼方の眼鏡めがねを外して綺き麗れいなハンカチで目元を拭ぬぐってやる。自分の父がいつでも自分に優しい事は本当に幸せなのだと、月緒は心から思った。

　眼鏡をかけ直して一つ深呼吸。再び彼方は話し始める。その口調はもうしっかりしていた。

「姉にそう言われた事が本当にショックで、私は呆ぼう然ぜんとしました。自分のせいなのか、お母さんを殺したのは自分なのか、お母さんは私を産んだ事を後悔してるのか……そんな事を考えてたら、急に声が聞こえたんです。そんな事ないよ、大丈夫だよって」

「それが、お母さんの声だった？」

「……本当は、分かりません」

「分からない？」

「顔も見えないし、お母さんの声も覚えてないから……でも、私が『お母さん？』って聞いたら『そうですよ』って答えてくれたから、お母さんって呼んでます」

「そっか。ありがとね、話してくれて」

「お役に立てましたか？」

「うん。やっぱり間違いないと思う」

　茉莉はもう自分の仮説に確信に近い手応えを感じている。そしてそれが正しければ、おそらく櫻を助ける方法にも繫つながるはずなのだ。

「でも念のため……よかったら、鬼灯ほおずき先輩の能力についても聞いていいですか？」

　よもぎが能力者である事は、正確にはまだ誰も確認していない。しかしよもぎは人目のある場所で能力を使い反動まで晒さらした事が何度かある。ここにいるメンバーはまだ誰も見た事がないのだが、もう隠すつもりもないらしく、あっさりと頷うなずいて答えた。

「私の鬼おに火びは……こう、片方の手で自分に、もう片方の手で誰かに触れる事で、触れた相手が出来る事を自分も出来るようになる、という能力です」

　右手で自分の胸に触れ、左手を前に伸ばしながらよもぎは言う。

「……コピー能力、ですか？」

「コピー……そうですね、外見は全く変わりませんが……知能、身体能力、人格や思考も、そっくりそのまま触れた相手と同じようになります」

「とすると、その反動は……」

「幼児退行と言えば分かりやすいでしょうか。何も出来ない子供のようになりますね」

　もしも陣じん内ないにこの話を聞かせたなら、深く納得する事だろう。

　明あき芳よしと『ワルツの14番』で戦った時、よもぎは明芳に触れて『明芳は違う』と言った後で子供のようになった。図書館占拠事件の乱闘時には、陣じん内ないに触れて敵を殴なぐり飛ばした後で子供のようになった。それはどちらも、よもぎの絶対時間の発はつ露ろであった。

「能力発動のきっかけは、覚えてますか？」

「一つはおそらく、漫画ですね。片手で触さわった物をもう片手でコピー出来るという能力者が出てくる漫画を読みました。ちょうどその時に遊びに来ていた親戚の子供を抱いていて、その子が大きな声で笑ったんです。こんな風に笑えたらな、と思って触れたら、私も笑えました」

　なんでもない事のように言っているが、それは全ての感情を失うほど異常に拘束されたよもぎの人生が生み出した能力である。そう考えると、そうまでして発動した能力が「他人と同じ事が出来る能力」だというのは切ないものがある。

　眼鏡めがねに三つ編みおさげというよもぎの地味な装いは、漫画の図書委員の真ま似ねをしているからだ。自分の意思で生きる事を禁じられ、考える事を放棄し、感情をなくして漫画の真似をするようになったよもぎ。その能力が漫画の真似になるのも自然な事なのかもしれなかった。

　茉まつ莉りは考える。彼方かなたの能力。よもぎの能力。推測ではあるが、櫻の能力と明芳の能力。そして月つき緒おの能力。全て自分の仮説に当てはまる。

「……櫻さくら君はね、鬼おに火びが憑つくのは、条件に合う子供が心の底から何かを願った時なんじゃないかって言ってた。私もそれが正しいと思ってた」

　頷うなずく彼方。自分の能力は、自分が母親と話したいと思ったから。櫻の他人の心を読めるという能力は、櫻が父親の本当の心を知りたいと願ったから。彼方もそう思っている。

「でもね、それだとどうしても、早さ乙女おとめさんのケースが当てはまらないの」

「月緒ちゃん……？」

　隣に座る月緒に顔を向ける彼方。月緒の鬼火は『歌に想いを込められる』能力だと櫻から聞いている。それに目覚めたきっかけが当てはまらないとは？

「早乙女さん。早乙女さんの能力の事も、二人に聞かせてあげてくれる？」

「はい」

　話を向けられた月緒は、先日茉莉に聞かせた話をそのまま繰り返した。

　生前の母親が売れない歌手だった事。一枚だけ残されたＣＤを聞きながら育った事。小学生の時に市の合唱団に入った事。大きなコンクールのソロを任された事。その時には、父が自分を母の代わりにしているように思えて、歌うのが嫌いやになっていた事。

「そのコンクールでは、本当に歌いたくなくて、歌えなくなってしまえばいいのに、と思ってて……そうして、私は鬼火に憑かれました。歌い始めたら信じられないほど上う手まく歌えて、想いの全てを歌声に乗せる事が出来て……でもその一分後、私はまともに歌えなくなりました。想いを込めて歌う事が全く出来なくなって、ロボットのようにしか歌えなくなりました」

　一端口を閉じる月緒。茉莉は確認するように彼方へ視線を向ける。

「彼方かなたちゃん、どう思う？」

「……確かに、変ですね。歌いたくないって願ったのに、もっと上手く歌えるようになった。これじゃあ逆です」

「そう。逆なのよ」

　逆。先ほどよもぎも口にした言葉だ。それが鬼おに火び憑つきの謎なぞを解く鍵かぎになる。

「どうして早さ乙女おとめさんだけ逆なのか？　櫻さくら君とか彼方ちゃん、鬼灯ほおずき先輩に守かみ垣がい内と君。みんなと早乙女さんの違いは何なのか？　そう考えてて、ふと思いついたの」

　なんだろう。彼方には何も思いつかない。息を吞のんで茉まつ莉りの言葉を待つ。

　そして茉莉が口にしたのは、彼方が全く想像していなかった言葉だった。

「早乙女さんってね、素直なのよ」

「……………………はい？」




　　　　　四




　約二時間後。

　メールで呼び出された櫻は、二度目となる茉莉の家のダイニングで再び茉莉と向かい合い、とりあえずお茶をすすっていた。

「ごめんね急に呼び出して。どうしても、すぐに伝えたい事があったから」

「いえ、大丈夫ですよ」

　土曜の夜でも茉莉の家にはやはり誰もいない。複雑そうなその事情には櫻ももうあえて触れないようにしている。

「月曜日、学校ででもよかったんだけどさ。早い方がいいと思って」

「また女子トイレに連れ込まれるよりはずっとありがたいですよ」

「本当に？　最近ご無ぶ沙さ汰ただからそろそろ待ってたんじゃないの？」

「人を変態のように言わないでください」

　女子トイレを見る度に茉莉の事を思い浮かべてしまう体質になっているのは秘密だ。

「で……何か分かったんですか？」

　単刀直入に聞く櫻さくら。自分から呼び出したわりにどこか切り出しにくそうにしている茉莉へのフォローでもある。

「あまりいい話じゃなさそうですけど」

「……や、そういうわけじゃないんだ。ごめん、ちゃんと話すね」

　居住まいを正し、真剣な顔になる茉莉。

「鬼おに火び憑つきの事に関して、早乙女さんと、彼方ちゃんと、鬼灯先輩とで話をしたの。今、櫻君達を支配してるであろう守垣内君の鬼火を何とか出来ないかと思って」

「……どうでした？」

「結論から言うね。守かみ垣がい内と君の鬼おに火びを消す手段は、多分ある」

　目を見張る櫻さくら。

　櫻は未だに、自分が明あき芳よしに逆らえないという事に対して違和感以上の積極的な疑問を抱いだけていない。これが明芳の絶対時間の影響だというなら、それが消えればアザミを東京に行かせる必要もなくなるはずだ。

「まず、鬼おに火び憑つきとは何か。それに対するあたしの最終的な結論を話すね。これは鬼灯ほおずき先輩の家に代々伝わる伝承と照らし合わせたものだから、間違いないと思う」

　そして茉まつ莉りは、二時間前に四人で話した事を全て櫻へと伝え始めた。

　茉莉の話を黙だまって聞く櫻。その内容の多くは復習、再確認となる。だが、ただ一点。

「……逆、ですか」

「うん。櫻君も言ってたでしょ、早さ乙女おとめさんが鬼火に憑かれた経緯だけが自分の仮説と食い違ってるって。その時櫻君はそれをどう解釈した？」

「早乙女はきっと、無意識下では歌いたがってたんだ、と」

「ううん、違うの。早乙女さんは本当に歌いたくなかった。歌えなくなってしまいたかった。だから、上う手まく歌える鬼火に憑かれたの」

「……どういう事ですか？」

「逆なんだよ」

　逆。それが謎なぞを解くキーワードらしいが、櫻は何も思いつけない。

「櫻君、他の鬼火憑き達と早乙女さんの違い、分かる？」

「鬼火憑き達と、早乙女の違い……」

　櫻は考える。鬼火憑きと言えば、まず自分。それから彼方かなた。よもぎ。そして芽明めいあ、今はそこに明芳も加わる。その五人には当てはまって、月つき緒おには当てはまらない事。

「……早乙女以外は、ひねくれてる？」

　何も思いつかず、冗談でそんな事を口にする櫻。

　しかし茉莉は。

「正解」

　一切おどける様子もなく、櫻の答えを肯こう定ていした。

「そうなの。早乙女さんは、他のみんなと違って素直なのよ」

　それが一体何だというのだろうか？　茉莉が真ま面じ目めなのかふざけているのかも分からず、櫻は困惑の表情を見せる。

「鬼灯先輩に教えてもらったんだけど、全ての鬼火憑きには一つ共通してる事があるの」

「それは、母親の命と引き替えに生まれてきたって事でしょう？」

「それ以外にもう一つ。全ての鬼火憑きは、生まれた時に死んだはずの母親と、会話した記憶があるらしいの」

　あまりに唐とう突とつに知らされたその情報に、櫻さくらは一いつ瞬しゆん頭が真っ白になった。

　それは櫻にとって、何よりも大事な、しかしあり得ない母との思い出であり、父を恐怖した最初のきっかけであり、父の呪のろいを否定する最大の根拠。

　僕はお母さんと話した事がある。お母さんは僕に「幸せだ」って言った。

　無む邪じや気きにそう言った幼い櫻を、父親の豊ゆたかは後にも先にもその一度だけ、殴なぐり飛ばした。

　母さんは苦しみながら死んでいった。お前の顔を見る事もなく死んだ。それを偽る事は、どんなつもりであれ許さない、と。

　櫻と豊の関係が歪ゆがみ始めたのはそこからだ。豊は櫻に、俺達は女を幸せに出来ない、二度と女を愛してはいけないと言い続けるようになった。

　その父の呪いよりも、櫻は母の笑え顔がおを信じている。母さんは幸せだった。そんな呪いは存在しない。誰かを愛して家庭を持ち、子供を作って幸せになり、その幸せを父に見せつける事が櫻の復ふく讐しゆう。母の幸せを自みずから証明して父の呪いを解く事が、櫻の人生の目的だ。

「これは確認したわ。鬼灯ほおずき先輩も、早さ乙女おとめさんも、彼方かなたちゃんも。みんな、話した事があるはずのないお母さんと話した記憶があるって」

　櫻も彼方からそれを聞いた事がある。五月に彼方の能力が暴走した時、彼方は確かに「お母さんと話した事がある」と言った。

　櫻は自分達のその記憶が、子供の夢か、あるいは都合のいい妄もう想そうなのではないかと思った事もある。しかし鬼おに火び憑つきが全員同じ記憶を持っているなら、夢や妄想であるはずがない。

「その記憶はね、みんなのお母さんの能力だと思う」

　茉まつ莉りが、優しい声で言う。

「子供の命を救うために、自分の命を差し出したお母さん。その献身と、覚悟と、愛情を代償にして、一度だけ許された奇跡なんだよ」

「奇跡……能力？」

「そう。その子供達が使えるようになった能力と同じ」

　そして茉莉は、その結論を口にした。

「鬼火憑きの能力は、願いを叶かなえた後に反動が来るんじゃない。まず反動が先にあって、その後で願いを叶える能力」

　逆。

　その言葉の意味を、櫻はやっと理解した。

「だから、鬼火は心の底から何かを願った人に憑くっていう櫻君の仮説は正しい。早乙女さんは歌えなくなればいいと願って、歌えなくなる能力を手に入れた。その代わり、もっと上う手まく歌えるようになるっていう反動が先にある」

　確かに、つじつまは合う。

「能力と反動が、逆なの。反動は能力の代償なんかじゃない。櫻さくら君が能力だと思ってる一分間は実際には反動で、反動だと思ってる一分間が、本当の能力」

　つじつまは合うが、それはつまり──

「だから、鬼おに火びが憑ついたきっかけも、逆。彼方かなたちゃんはお母さんと話したいと願ったんじゃなくて、お父さんやお姉ちゃんからの憎しみの声を聞きたくないと願った。だから誰の声も聞こえなくなる能力が発動した。お母さんの声を聞くっていうのはその反動」

　それはつまり、自分の本当の能力は、自分が本当に願った事は──

「それが、鬼火を消すための条件だよ」

「……え？」

　動どう揺ようする櫻の意識を、茉まつ莉りの一言が現実へと引き戻す。

　そうだ。茉莉の報告は、明あき芳よしの鬼火を消して自分達への支配を解く手段を探すためのもの。余計な事を考えるのは後でいい。

「櫻君、実はね、早さ乙女おとめさんの鬼火はもう消えてるの」

「早乙女の鬼火が、消えてる？」

「うん。私達、学園祭で一いつ緒しよに歌ったでしょ？　早乙女さんが言うにはあの時、あの歌の最後の辺りでみーんなで合唱したじゃない？　あの時にはもう、鬼火が消えてたらしいの」

「どういう事ですか？」

「鬼火憑きの能力って、一分ごとに反動が来るんでしょ？　それだとラストの合唱では早乙女さんは歌えないはずだった。でも、ちゃんと歌えたんだって」

　あの時は櫻も歌う事を楽しんでいて気付かなかったが、確かにあの時、月つき緒おは本来歌えないはずの部分まで歌っていた。

「早乙女さんはその時、心の底からみんなと一緒に歌いたいと願ったの。だから鬼火が憑いたきっかけの『歌えなくなればいい』っていう願いが消えたんだよ」

「……それで、鬼火も消えた……？」

「うん。という事は、つまり」

　それを明芳に置き換えた場合、どうなるか。

「……明芳の能力は、人に言う事を聞かせる能力……これが逆だとしたら……あいつは本当は、人の言う事を聞きたい……？」

「守かみ垣がい内と君も多分、心の底では自分がおかしいって気付いてるんだよ。だから本当は櫻君とか琴こと宮みやさんとか、あと芽明めいあの説得を受け入れたいんじゃないかな。でもそれを認められなくて、反動の時間がずっと続いてる、とか」

「だとしたら……自分が、自分の父親がおかしいって事を認めさせて、人の説得を素直に聞く気持ちにさせれば、鬼火は消える？」

「だと思う。絶対とは言えないけど」

「……どこまでねじくれてんだよ、あいつ……」

「言ったでしょ。素直なのは早さ乙女おとめさんだけだって」

　苦笑しながら茉まつ莉りが言う。そう、確かにそうだ。それを言うなら、自分だって──

「……ねえ、櫻さくら君」

「はい」

「小説は、もう読み終わったのかな？」

「……小説？」

　茉莉が何を言い出したのか、櫻はすぐには分からなかった。

「覚えてない？　初めて会った時に言ってたじゃない。女子トイレの中で、人の心を読める超能力の持ち主が主人公の小説の事、考えてたんでしょ？」

「……ああ」

　そう言えば、茉莉と初めて会った時にミニッツの反動で独り言を言っているのを聞かれ、ごまかすためにそんな事を言ったような気もする。

「もし、一分間だけ人の心が読めて、代わりに一分間は自分の思った事を全部口に出しちゃうような鬼おに火び憑つきの主人公がいたとしたら、さ」

「……はい」

「その子の本当の願いって、自分の気持ちを素直に伝えたい、って事なんだよね」

「……そう、なるんですかね」

「そんなの、簡単な事なのにね。好きなら好き、嫌いなら嫌い。嬉うれしいなら嬉しい、悲しいなら悲しい。そう言えばいいだけなのに」

　言いながら、櫻の向かいに座っていた茉莉は立ち上がり、ゆっくりとテーブルを回り込んで櫻の方へと歩いてくる。

「きっとその子には、それが言えなくなるような出来事がたくさんあったんだよね。きっと、あたしには想像もつかないような辛つらい事や苦しい事があって、そんな簡単な事が本気で願わないと出来ないようになっちゃったんだよね……」

　そして、櫻の後ろに立ち止まって。

「……そんな子、あたし放っとけないよ……」

　声を震わせながら、背中から櫻を抱きしめた。

　どうしてこの人は泣いてるんだろう、と櫻は思う。

　分からないけれど、自分の肩に落ちる涙は、とても温かくて。

「……大丈夫ですよ」

　茉莉の手に自分の手を重ね、櫻は言う。

「実はその小説、まだ読み終わってないんですけど……きっとその主人公は、最後には自分の力で気持ちを伝えられます。その程度の事は出来る奴やつだと思いますよ」

「……本当に？」

「はい。だから泣かないでください」

「うん……」

　茉まつ莉りの腕が、もう一度ぎゅっと強く櫻さくらを抱きしめる。

　そのままの姿勢で鼻をすすりながら、茉莉がぽつりと聞いてきた。

「ねえ櫻君、あたしの話を聞いてもらっていい？」

「はい」

「あたしがどうして、鬼おに火び憑つきの事にこんなに興味があるか」

「それは聞きたいですね」

「あたしね、人の心が読めるようになりたかったんだ」

「……どうしてですか？」

「あたしね、父親が誰だか分からないの。お母さんが若い頃、お金で男の人と寝てて、その客の誰かが私の父親」

「…………」

「あ……ごめんね、離れるね」

「いえ、温かいんでこのままでいてくれると嬉うれしいです」

「……うん。ありがとう」

「こちらこそ」

「お母さんは、要するにそういう人でね。あたしを産んでからもしばらくはそういう方法であたしを育てるお金を稼いでたって。あたしは小さい頃、そんなお母さんの事がものすごく汚く思えて、大嫌いだった。女手一つでちゃんと育ててくれてたのに、そんな苦労は考えもしないで、とにかくお母さんを否定してた」

「……子供なら、仕方ないですよ」

「かもしれないね。でも、あたしが何も考えずにお母さんに酷ひどい事を言って、ずっと傷つけてきたのは事実。それでもお母さんはあたしをちゃんと育ててくれた」

「いいお母さんなんですね」

「うん。それが分かった時には、もう遅かった。お母さんは、あたしに嫌われてるっていう事をすっかり受け入れちゃってた」

「…………」

「お母さんが今でも夜のお仕事をしてるのは、稼げるからとか、慣れてるからとか、そういうのもあるのかもしれないけど……多分一番は、あたしと会わなくていいから」

「…………」

「お母さんは、まだあたしが寝てる朝早くに帰ってくる。お母さんが寝てる頃、あたしは起きて学校に行く。あたしが家に帰る前に、お母さんは仕事に行く」

「…………」

「あたしももう、自分からどんな風に近づけばいいのか分からない。何をすればお母さんが喜んでくれるのか、許してくれるのか、全然分からない」

「…………」

「だからあたしは、人の心が読める能力がほしかった。鬼おに火び憑つきになりたかったんだ」

「……そうだったんですね」

「でも、もう駄だ目めだって分かっちゃったんだけどね。あたしのお母さんは生きてるから。その事を喜ばないと駄目だよね」

「きっと、そうですね」

　そこで会話は一度途切れる。

　茉まつ莉りはまだ櫻さくらを後ろから抱きしめたまま。だがその手の力はすっかり優しくなっている。

「ねぇ、櫻君」

「はい」

「櫻君が読んでる小説の主人公が、ちゃんと自分の力で気持ちを伝えられたら……あたしもきっと、勇気が出せると思うんだ」

「大丈夫です」

「本当？」

「はい。約束します。信じられませんか？」

「ううん、信じる」

　茉莉はもう一度、両腕に力を込めて。

「……頑張ってね、櫻君」

　そして櫻は、決意を固めた。













　　　第五章　約束




　　　　　一




　夜。

　彼方かなたは自室で一人、八枚のトランプを眺ながめながらぼけっと考え事をしている。

　地下禁書庫での茉まつ莉り達との話で、現状は理解出来た。

　自分達が守かみ垣がい内と明あき芳よしの鬼おに火びの影響下にある事。

　その支配から抜け出すためには、明芳の鬼火を消してしまえばいいという事。

　実際に、月つき緒おの鬼火はすでに消えてしまっている事。

　今日の話し合いは、鬼火が消える条件を突き止めるためのものである事。

　そして、鬼火憑つきの真実について、ほぼ完全な答えが出た事。

　茉莉の言う通りだった。真実は、自分達の認識とは全くの逆だったのだ。

　最初は戸惑い、受け入れるのも難しかった。だが時間をかけて考えているとだんだんと納得出来てきた……というよりもむしろ、それ以外にあり得ないと思えてきた。

　しかしそれは、酷ひどく痛々しい真実だった。

　自分の能力は、死んだ母親と会話する能力だと思っていた。しかしそれはただの発動条件でしかなく、本当の能力はその後、すなわち世界を拒絶する反動の方だった。

　自分はそれだけ、お姉ちゃんに責められた事がショックだったんだな、と改めて思う。こんな事、お姉ちゃんには絶対に言えない。

　そして。

（櫻さくら君……）

　櫻の本当の能力と、本当の願い。

　それを知ってしまうと、ますます櫻が敵だとは思えなくなってしまった。

　明芳の鬼火を消す方法、すなわち櫻を助ける方法は分かった。しかしそれをどのようにして実現すればいいのかはさっぱり分からない。今日話し合った事は茉莉が櫻へと伝えているはずだが、自分に出来る事はもうこれ以上ないような気がする。

（……はあ）

　仕方なく、夏か凪なぎから意味ありげに渡されたトランプをただ眺めている。並べてみたりシャッフルしてみたり、しかし何一つ思いつく事はない。一体夏凪は何が言いたかったのか？

（えっと……スペードが櫻君の最初のスートだっけ……）

　なんとなく、彼方はあの時のゲームを再現してみようと思った。そしてまず自分の手前に櫻のスペードを置き、いきなり次が置けない事に気付いた。誰がどのスートだったか、さっぱり覚えていないのだ。

　それもそのはず、あのゲームは渡されたトランプをシャッフルして、一ターンごとに隣の人へと渡すルールだった。つまり毎回違うスートになっていたわけで、最初に誰がどのスートだったかなど覚えていられるわけがない。

（……あれ？）

　そこで彼方かなたは、おかしな事に気付いた。

（だったらどうして……夏か凪なぎ君は、櫻さくら君のスートだけ覚えてたんだろう……？）

　トランプを渡された時、夏凪は確かにスペードが櫻の最初のスートだと言っていた。他の人は覚えていないとも。

　夏凪は櫻の事が嫌いだ。必要以上に視界に入れようとはしないほどに。

　では、好きな遙はるかのスートも覚えていないのに、嫌いな櫻のスートだけ覚えていた理由は？

（そう言えば……あの時……）

　もう一つの違和感を思い出す彼方。あの時夏凪は、トランプの裏側をじっと見て、櫻が使っていたトランプを確定していたような気がする。

（なんで裏側……？）

　スペードのＡとＫを裏返し、眼鏡めがねを外して目を近づけて、じっと観察する。当然ながら裏側の模様は他のスートと全く同じで、裏を見ただけではどれがどのカードかなど──

「……あれ？」

　気のせいかと思い、角度を変えてもう一度見てみる。

　横にしたり、縦にしたり、光に当ててみたり、逆に陰にしてみたり。

　どうやら気のせいでも見間違いでもないようだった。

　スペードのＡの裏、その隅の方に小さく、傷がついている。

（なんだろう、これ……？　どこかにぶつけた？　でも、それにしては……これは……）

　その傷跡は、例えるなら──わざと爪つめを押しつけたような、そんな形をしていた。

（……櫻君が最初に手にしたトランプの片方に、爪の痕あとがついてる。もしこれが、櫻君がわざとつけたものだとしたら……）

　ゲームの中でそのトランプがどのように動いたか、彼方は自分の脳細胞をフルに活動させてシミュレートする。

（一……二……三……四。第四ターンは、確か……！）

　そして慌あわてて部屋を飛び出し、隣の遙の部屋へ駆かけ込んだ。

「お姉ちゃん！　起きてる!?」

「うわっ!?　どうしたのよ彼方？　ノックもしないで……」

　ベッドに入って本を読んでいた遙が驚いて身を起こす。彼方はベッドの端に腰を下ろし、手にした二枚のトランプを突きつける。

「第四ターン！　あのゲームの第四ターンって、乾いぬい先輩が勝って勝負が決まった回だよね？」

「え……ああ、えっと、ブラインド・ラバーの事？」

　そんな名前だったか、と思うがゲームのタイトルなどどうでもいい。

「ええと……一ターン目がああなって、二ターン目がこうで……三ターン目で夏か凪なぎ君が抜けたから……そうね。四ターン目ね」

「その四ターン目、みんなのポイントと手札、覚えてる？」

　妹の真剣な眼まな差ざしに、遙はるかは少しうとうととしていた頭を切り換え、何も聞かずに記憶を手た繰ぐり始めた。ベッドサイドのメモ帳をめくり、そこに文字と数字を書き込んでいく。

「四ターン目は、確か……」





ポイント……私、３　相あい上がみ君、４　乾君、６

トランプ……私、Ｋ　相上君、Ａ　乾君、Ａ






「……こうだったわね。間違いないわ」

「……このターン、お姉ちゃんはどうなっても勝てないんだね」

「そうね。私が勝つには両想いで正解して２ポイント取らないといけないけど、Ｋが私しかいないから正解は出来ない」

「最後にどうなったか、覚えてる？」

「確か……私と相上君がお互いに指さして、乾君が私を指さしたわ。結果、私と相上君がマイナス２ポイント、乾君がマイナス１ポイント。乾君だけ５ポイントで勝ちね」

「……櫻さくら君は、どうしてお姉ちゃんを指さしたの？」

「そりゃあ自分がＫだと思ってたからでしょ。だとすれば、私が相上君を指さしてなければプラス１ポイントで５ポイントになって勝ちだもん」

「お姉ちゃんは、どうして櫻君を指さしたの？」

「私は、全員がＡだと思ったから。それだと乾君はどうなっても勝てないけど、相上君だけが私を指さしてれば相上君が５ポイントで勝ちになる。でも私も指さしてればプラス２ポイントで私だけ５ポイントになって勝てるでしょ。まぁ、結果的には私はＫだったんだけど……」

　遙の説明を聞きながら、彼方は目を閉じて頭の中で考える。酷ひどくややこしいが、自分の考えが確かにあり得うる事を再確認する。

「……お姉ちゃんは、どうして自分がＡだと思ったの？」

「色々あるけど……最終的には、相上君と乾君が二人とも、私がＫだって言ったから。特に乾君が途中で意見を変えたのが怪しかった」

「最初にお姉ちゃんがＫだって言ったのは、櫻君だったよね？」

「そうね。ゲームが始まっていきなり言われたわ。それも怪しかったんだけど」

「……もしそれを信じて、自分がＫだと思ってたら、最後はどうなった？」

「え？　それは……」

　メモを見ながら考えを巡らせ、その結果を想像する遙はるか。

「……私がＫだとしたら、乾いぬい君を指さしてたかな。そうなると、私と乾君はマイナス２ポイント、相あい上がみ君はマイナス１ポイント。勝者なしで次のターンね」

「お姉ちゃんは負けないんだね」

「この場合は、そうね」

「じゃあもし、櫻さくら君が自分をＡだと思ってたらどうなってたと思う？」

「……その場合、相上君は乾君を指さしてたんじゃないかしら」

「それだとどうなるの？」

「……相上君は片想いで正解。プラス１ポイントで５ポイント。乾君は片想いで不正解。マイナス１ポイントで５ポイント。私は片想いで不正解。マイナス１ポイントで２ポイント」

「お姉ちゃんだけ負けてたんだね？」

　遙を食い気味に、やけに強い口調で彼方かなたは言う。

「そう、だと思うけど……」

　遙の説明を受け、彼方は考える。どちらかというと直感タイプである彼方は遙達のように論理的に考える事は苦手なのだが、そうも言っていられない。これはとても大事な事なのだ。今までにないほど真剣に考え込む。そして、答えを出す。

「第四ターン。櫻君が、自分の手札がＡだって最初から知ってたら？」

「……どういう事？」

　彼方は再び手にしたトランプを遙に見せる。ただし今度は、裏面を。

「隅っこを見て。小さく、爪つめを押しつけたような痕あとがある」

「……確かに、あるわね。でもこのゲームは一ターンごとにトランプを右隣の人に渡すんだから、目印なんてつけても意味が──」

　ない、と言おうとして、遙が目を見開いた。

　違う。目印をつける意味は、ある。

「ゲームの最初にトランプに目印をつけておけば、四ターン目には自分の手元に戻ってくる。参加者は四人で、一ターンごとに右隣の人に渡すんだから」

「つまり……相上君は、四ターン目に限って自分の手札がＡだと知っていた？」

　だとしたらどうなる？　櫻が、自分の手札がＡだと知っていたら？

「櫻君は、知ってたのに乾先輩を指ささなかった。そうすれば勝てたのに。それに、最初からお姉ちゃんがＫだって本当の事を教えてた。お姉ちゃんがそれを信じてたら、乾先輩も勝てずに次のターンになってた」

　遙はるかはやっと、彼方かなたが何を言おうとしているのかを理解した。

　つまり──

「……相あい上がみ君が、私を助けたって言うの？」

「じゃないと、自分がＡだって知ってたのに乾いぬい先輩を指ささないわけがないよ」

「……………………」

　確かに。

　トランプには確かに、爪つめの痕あとがある。それが櫻さくらの仕業なら、第四ターンで櫻は自分の手札がＡだと知る事が出来た。そして遙を助けようとしたのなら、それを知りながらあえて陣じん内ないを指ささなかった事にも説明がつく。

　しかし。

「じゃあ……彼方は、相上君が、アザミちゃんよりも私を優先したって思うの？」

　そこだけが、遙は納得いかない。

「……それは」

　それは彼方としても同じ事だ。もしかしたら櫻は遙を助けようとしたのではないかと思いたいが、櫻ならアザミを最優先で助けようとするはずだという強い確信の前では、その気持ちもどうしても揺ゆらいでしまう。

「相上君が、アザミちゃんよりも私を助けようとするなんて、そんなのあり得ないわ」

　結局彼方は、遙のその言葉に反論する気力を失い、しゅんと項うな垂だれてしまう。

「きっと、その傷はただの偶然よ……おいで彼方。一いつ緒しよに寝よう」

「……うん」

　彼方はそれ以上食い下がる事をせず、素直に遙のベッドへと潜り込む。

　そしていつものように、抱き合って眠る二人。

　二人はその夜、とても寂しい夢を見た。




　　　　　二




「岸きし良ら君、岸良君」

　休日明けの学校。昼休みとなり弁当を持って席を立った夏か凪なぎを、彼方が呼び止めた。

「んあ？」

「これ……」

　昨日渡されたトランプを差し出すと、夏凪は何か難しい顔をする。

「ああ……謎なぞは解けたか？」

「半分くらい……？」

「そか。まぁ別にいーんじゃね？　じゃな」

　トランプを受け取るだけ受け取って、夏か凪なぎはそれ以上何も言わずに教室を出ようとする。

「え？　答え合わせは？」

「ねーよ。別に分かんねーなら分かんねーでもいいんだ」

「え……ま、待って！」

　てっきり説明があるものと思っていた彼方かなたは、慌あわててその背中を追う。

「岸きし良ら君……」

「なんだよ……」

「教えてくれないの……？」

「俺にとっちゃわりとどーでもいい事なんだよ。お前が自分で分からなかったんなら、それはその程度だったって事だ」

「そういう言い方をするって事は、私にとってはどうでもよくない事なんだよね？」

「さあな」

　にべもなく返す夏凪に、ここしばらく眠っていた彼方の黒い部分が顔をのぞかせる。

「……教えてくれないと、岸良君が意地悪だってお姉ちゃんに言いつける」

「……お前ってそういう奴やつだったよな……」

　足を止め、顔を引きつらせながら振り返る夏凪。とは言え彼方はこれでも随ずい分ぶんと丸くなった方だ。以前の彼方ならこんな風に面と向かって脅おどしたりはせず、遅効性の毒のような回りくどいやり方で攻めていたに違いないのだから。

　遙はるかに好意を抱いだいている夏凪としては、当然ながら遙に嫌われたくない。そして遙は、妹である彼方を傷つける者を絶対に許さない。

「分かったよ……待っててやるから、弁当持ってこい」

「うん」

　にっこりと笑ってぱたぱたと教室へ戻る彼方。弁当を持って再び夏凪の下もとへ向かう。

　黙だまって後ろをついていくと、夏凪が向かったのは創そう遊ゆう研けん部室だった。

「いつもここで食べてるの？」

「ああ。昼休みは誰も来ねーから静かでいいんだ」

　適当な机に向かい合って座り弁当を広げると、夏凪が彼方の弁当をのぞき込む。

「その弁当、誰が作ったんだ？」

「今日はお姉ちゃん。私と交代で作ってるよ」

「マジか。俺の弁当と交換してくれ」

「夏凪君のお弁当は誰が作ってるの？」

「母さん。うまいぞ。交換してくれ」

「……そんなにお姉ちゃんのお弁当が食べたいの？」

「食べたい。答え教えてやるから交換してくれ」

「しょうがないなぁ」
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　子供のような真剣さに思わず苦笑しながら、彼方かなたは自分の弁当を差し出した。そして夏か凪なぎの弁当を受け取り、行儀よくいただきますをして食べ始める。

　軽く談笑をしながら食事を勧める二人。最初は怖い人だと思っていた夏凪と、まさか二人でこんな風にお弁当を食べる日が来るなんて、と彼方は少し不思議な感慨にとらわれた。

「ごちそうさま。さすがは先輩、すげーうまかった」

「……私だって、結構自信あるよ？」

「じゃあ次はお前の弁当食わせてくれよ」

「いいよ。また今度ね」

　そして二人の食事が終わり、夏凪が本題を切り出した。

「んで、どこまで分かったんだ？」

「……櫻さくら君が、トランプに爪つめの痕あとをつけて、第四ターンの自分の手札を分かってたってとこまで。私の考えでは、それを利用してわざと負けたんじゃないかなって思ったんだけど……」

「なんだよ、分かってんじゃねーか。俺も同意見だ」

「でも、それっておかしいでしょ？　だとしたら櫻君は、アザミちゃんよりもお姉ちゃんを助けるのを優先したって事になるよ。そんな事あるかな……」

「……ああ、そこが分かってねぇのか……」

　面倒くさそうに目を細める夏か凪なぎ。答えを教える事をためらっているようにも見える。

「ん～、あ～……ったく、なんでお前が分かんねーかなぁ……」

　何やらしばらくの葛かつ藤とうの末にようやく腹を決めたようで、夏凪はどんと机を叩たたいた。

「相あい上がみが助けようとしたのは、琴こと宮みや先輩じゃねーよ」

「どういう事？」

「お前だお前。相上はお前を助けるためにわざと負けようとしたんだ」

「……え!?」

　夏凪が何を言っているのか、彼方かなたにはさっぱり分からない。

「どういう事……？　だって、私の代理だった岸きし良ら君は第三ターンで勝ったよね？」

「けど第四ターンで先輩が負けたら、どうせお前も一いつ緒しよに東京に行くだろ？　だったら先輩が負けたらお前が助かった事にはならない」

「それは……そうだけど……」

「だからその後の敗者決定戦、生徒ポイントの勝負でも相上はわざと負けたんだよ」

「あの勝負でも……？　でも、あれは岸良君が相上君の悪い噂うわさを流して……」

「確かにそれは俺がやった。けど、噂の広がり方がスムーズ過ぎたんだよ。相上のクラスの奴やつらが噂を否定してくると思ってたけどそれが全然なかった。絶対に相上が何もするなって言ってるぜ。あいつは自分の悪評を広げる事で、負けても自然に見える状況を作ったんだ」

「そんな……」

　情報操作は夏凪の得意分野だ。その夏凪がそう言うのなら、きっとその通りなのだろう。しかし彼方はますます分からなくなる。

「そうまでして、櫻さくら君が私を助けようとしたの……？　どうして、そんなわけないよ……」

　そうまでして助けるのが遙はるかなら、彼方は分からないでもない。

　櫻はきっと、遙の事が好きだからだ。彼方はそう思う。

　櫻は自分では認めないかもしれない。もしかしたら本当に自覚がないのかもしれない。けど、櫻にとって遙が特別な存在である事くらい見ていれば分かる。

　なのに、どうして自分を。そんなわけがない。彼方にはそうとしか思えない。

　だが、夏凪にはそんな彼方が酷ひどくもどかしいようだった。

「お前、本当に分かんねーのか？」

「……分からない」

「はぁ。さすがに少し同情するぜ……」

　呆あきれたようにため息を吐つき、そして吹っ切れたように、夏凪は口を開いた。

「約束だろ」

「……約束？」

「覚えてねーか？　五月の事だ。お前、俺達全員集めて、頭の上に石投げた事があっただろ」

　途端に、彼方かなたの顔面に血が上った。

　あれは、大嫌いな自分の記憶だ。自分勝手で、わがままで、他人の事など何も考えていなかった自分がやらかした、恥はずべき愚ぐ行こうだ。

　だからこそ彼方はその記憶にふたをしていた。それはある意味で、彼方が人として成長している証あかしでもあった。

　しかしそれが、大事な記憶にもふたをする事になってしまっていた。

「あの時のお前と相あい上がみの会話、思い出してみろ」

「あの時の……私と、櫻さくら君……」

　思い出したくない。恥ずかしい。情けない。

　けどきっと、今はそれを思い出さなければいけないんだ。

（あの時……私は……）

　自分に対する罰にも似たような気持ちで、彼方は記憶のふたを開けた。




　　　　　○




『……問題を出すよ、櫻君』

　あの時の私は、何も、誰も信じられなくて。誰も自分を見てくれてないような気がして。

『例えばね、櫻君……今、ここにいるみんなが崖から落ちそうになってるとして……誰か一人しか助けられないってなったら、誰を助ける？　私を助けてくれる？』

　今思えば、なんて馬ば鹿かな事を聞いてるんだろう。でも櫻君は、真剣に考えて。

『全員助ける。少なくとも、そう出来るように最大限の努力をする』

『例え話だよ。どうしても一人しか助けられないとしたら？』

『どうしても全員助ける』

『……そっか。櫻君はすごいね』

　きっぱりとそう言い切った櫻君はかっこよくて、でもそんな答えは求めてなくて。

『じゃあ、問題を変えるよ。櫻君は全員を助ける。でも、全員を一度に助ける事は出来ないよね？　じゃあ……櫻君は、一番最初に誰を助けるの？』

『それは……』

　あの時、櫻君はなんて答えたんだっけ……？

『……そうだな。琴こと宮みやを、最初に助けるよ』

　ああ、そうだ。

『……本当に？』

　そうだった。

『ただし、もちろんその後は他のみんなを助けるぞ。全員を助ける、って前提なんだから』

　櫻さくら君は。

『……約束する？』

　確かに、はっきりと──

『約束する。絶対に、お前を最初に助けてやる』




　　　　　○




　その記憶を、櫻の言葉を思い出した瞬しゆん間かん。

「……馬ば鹿かだなぁ……」

　彼方かなたの瞳ひとみから、涙がこぼれた。

「私……なんでこんな大切な事、忘れてたんだろう……岸きし良ら君が怒るのも当たり前だよ……櫻君は、あの時の約束をちゃんと覚えてて、守ろうとしてくれてたんだ……」

「いや別に、俺は怒ってるわけじゃねーぞ……」

　夏か凪なぎとしても、彼方にそれを思い出させる事には迷いがあった。こんな事、どうやったって大嫌いな櫻の株を上げる結果にしかならない。彼方が自分で思い出せないなら、それはそれで本当に構わないと思っていた。

　しかし、結果的に自分が櫻の思惑通りに動かされたのが気に入らなかった事と。

　そして、少しだけ……これまでに得た名声や評価を捨て、全てを敵に回してでも約束を守ろうとした櫻を、男として認めたくなった気持ちも、ほんの少しだけあった。

「櫻君も、馬ば鹿かだよ……最初から言ってくれればよかったのに……」

「あの時のお前らにそんな事言ったら、琴こと宮みや先輩が逆にみんなを助けようとしてわざと負けてただろ。相あい上がみがお前を確実に助けるには、お前らの敵になって、琴宮先輩を挑発して本気にさせて、わざと負け続けるしかなかったんだよ」

　あいつのフォローをするなんて自分らしくない、と夏凪は思う。しかし言ってしまったものは仕方がない。こうなったらもうボーナスでも狙ねらうしかない。

　どこか居心地の悪そうな夏凪は、ポケットからハンカチを取り出し、彼方に手渡した。

「……ありがとう。岸良君」

　眼鏡めがねを外し、涙を拭ふいて。

「もう大丈夫。私、櫻君を信じる」

　そしてもう一度眼鏡をかけ直した彼方の目からは、全ての迷いが消えていた。

「岸良君はとってもいい人だって、お姉ちゃんに言っておくね」

「頼むわ」

　にっこりと微ほほ笑えむ彼方に、おどけて返す夏凪。

　そんなボーナスがあるならまあいいよな、と夏凪は自分を納得させた。




　　　　　三




「山」

『山♪』

「それは愛～」

『それは愛～♪』

　翌日火曜日の下校途中。傾いた夕日に長くなる影をつれて、リズムもメロディもでたらめな歌声が田園風景に響く。

　メインボーカルは波は名な城しろアザミ、コーラスを務めるのはその親衛隊である四人組。口ずさむ歌は完全な即興で、ノリとアドリブだけが重要だ。

「山」

『山♪』

「それは～青春～」

『青春～♪』

　たった一人の観客でもある櫻さくらは、その歌声を聞くとはなしに聞きながら、先日の決意をいつどうやって実行に移すべきかと考えている。

　明あき芳よしの絶対時間。人に言う事を聞かせる能力。それを逆にすると、明芳の本当の願いは『人の言う事を聞きたい』だと思われる。つまり、明芳も心の底では自分が間違っていると気付いているが、それを認められないだけという事だ。

　ならば、能力を消すにはそれを認めさせて、素直に人の言う事を聞く気にさせればいい。

　言葉にすれば、ただそれだけの事なのだが。

「なあ、お前ら」

　歌声が途切れる。

　前を歩いていたアザミと親衛隊達が、立ち止まって振り返る。

「自分が正しいと信じてる事が、もしかしたら間違ってるかもしれない。でもそれを認めたくない。そんな時、お前らだったらどうすれば素直に間違いを認められる？」

　櫻はその横を、歩みを止める事なく通り過ぎる。

　顔を見合わせた親衛隊四人は、櫻の後を追いながら、何も聞かずに質問に答える。

　シチサン曰いわく。

「まぁ、証拠だな。主観じゃなく客観的に明らかな証拠があれば、認めざるを得んだろう」

　テンパー曰く。

「自分と同じ事を信じてる人が、自分より先に間違いを認めてくれたらいいかもな」

　カリアゲ曰く。

「ワシはガツンと言われればそれだけでころっといくかもしれんわい」

　イガグリ曰いわく。

「俺も同じかな……母ちゃんとかに、自分が信じる以上の強さで言われたら……」

　要するに、理屈で責めるか、感情で責めるか。結局はその二択になるのだろう。

　しかし、明あき芳よしを縛しばりつけている強固な呪のろいは、もはや感情ではどうしようもない気がする。

　そう、呪いだ。正確に言えば間違っているのは明芳ではない。問題なのは、明芳を神の子に仕立て上げた父親なのだ。

　明芳は、父親の言葉を信じているだけの、ある意味で純真な子供なのだ。

　その明芳に、父親が間違っているのだと分からせるには──

「櫻さくら」

　考え事をしながら歩く櫻を、アザミの声が呼び止めた。

　足を止めて振り返ると、アザミが道の先の方を指さしている。

　顔を向けると、ちょうど夕日が稜りよう線せんに沈む瞬しゆん間かん。目がつぶれるほどの斜陽の光で視界が一いつ瞬しゆん真っ白に染まる。

　世界を塗りつぶすような光が山の向こうへ消えると、ゆっくりと降りてくる夜のとばりと共に、その人影が櫻の目でも確認出来た。

「少し、話があるんだけど」

「琴こと宮みや先輩……」

　かろうじて互いの声が聞こえる程度の距離で、二人は向かい合う。

「……アザミちゃん、先に帰ってようか」

「ん」

　シチサンがアザミを促うながし、アザミも素直に頷うなずく。残りの三人も何も言わずにそれに倣ならう。

「悪いな、お前ら。アザミを頼む」

「おう。また明日な」

　なんでもない笑え顔がおで手を振り、去っていく親衛隊達。櫻は素直に感謝する。

「ごめんね、邪じや魔ましたみたいで」

「いえ。どうせいつも一いつ緒しよなんです」

　窺うかがうように、探さぐるように、ゆっくりと距離を詰める二人。

　手を伸ばせば触れ合える距離まで近づいて、しかしその目線は交わらない。

　田んぼの水面で揺ゆれる雲の紫を見つめながら、櫻が切り出した。

「……どんなお話しですか？」

「……昨日の夜、彼方かなたに聞いたわ」

「何を？」

「相あい上がみ君が、彼方を助けるためにわざと負けたって」

　正直なところ。

　彼方かなたがそれを分かってくれた事、それが遙はるかにまで伝わった事は、櫻さくらにとって好都合だ。全てを敵に回す覚悟をしたとは言え、遙や彼方に敵と思われたままでは、やはり辛つらい。

　けれど、ここでそれを認めてしまうのは、あまりにも格かつ好こう悪かった。

　分かってくれただけで十分だ。本当は敵ではないのだと、遙や彼方が分かっていてくれればそれでいい。自分はまだまだ格好をつけられる。

「俺が負けたのは、先輩の卑ひ劣れつな罠わなのせいですよ。岸きし良らを使って俺の悪い噂うわさを流させたのはそっちでしょう？」

「夏か凪なぎ君は、それも相あい上がみ君の計算の内だって」

「買いかぶりですよ」

　のらりくらりとかわす櫻。遙の追撃の刃やいばは鈍にぶい。

　なおも何かを言おうとして顔を上げ、しかし櫻の目が自分を見ていない事に気付き、遙は再び肩を落とした。

「……私、馬ば鹿かみたいじゃない」

　ぽつりと呟つぶやかれたその言葉が、なぜか櫻の胸を締めつける。

「……話はそれだけですか？　じゃあ……」

「待って」

　隣を通り過ぎて帰ろうとした櫻を、遙が呼び止める。再び向き合う二人。

「彼方は、後はもう相上君に全部任せるって言ってた。相上君を信じるんだって。でも、それじゃあ私の気が済まない」

「だったらどうするんです？」

「最後に、私と勝負して。これが終わったらもうぐだぐだ言わない」

　遙はポケットから二枚のトランプを取り出し、櫻に裏を向けて突きつけた。

「あの時の勝負に使ったトランプよ。これで決めましょう」

「……どんな勝負ですか？」

「右か左か、選んで。Ａだったら相上君の勝ち、Ｋだったら私の勝ち」

「負けたらどうなるんですか？」

「これが本当の敗者決定戦よ。これで負けた方が、守かみ垣がい内と君と戦う」

　ついていく、ではなく、戦う、と。

　遙もそのつもりでいると分かって、櫻は安心した。

　大丈夫だ。これで自分も戦える。後はこの勝負に負けてしまえばいい。

「俺が選んだのがＡだったら、俺の勝ちですね？」

「そうよ」

　遙の手に顔を近づけて、トランプの裏をじっくりと観察する櫻。

　そして、櫻さくらから見て左側のトランプの隅に、小さく爪つめの痕あとがある事に気付いた。

「決めました。俺は右を選びます」

　負ける確信を持って、櫻は右を選ぶ。

　それを聞いた遙はるかは、すぐには結果を確認しようとせず、静かに口を開いた。

「……ブラインド・ラバーで勝負した時」

　その目線は、トランプの数字に向けられている。

「相あい上がみ君、スペードのＡの隅に、爪で目印をつけたわね」

　一いつ瞬しゆん、櫻の眉まゆが動く。

「これも彼方かなたが気付いた事よ。相上君はそうする事によって第四ターンで自分の手札を把握して、わざと勝ちを逃した」

「自分が勝つためのイカサマで失敗しただけですよ」

「そう。相上君がそう言うならそれでいいわ。ただ、これだけは言わせて」

「はい？」

　そして、ここでやっと二人の視線がぶつかり合う。

「私はさっき、Ｋの裏にも爪で痕をつけた」

　手に持ったトランプを、櫻の方へ突き出す遙。

「そして、Ａの裏の爪痕は隠すように持った」

「……つまり？」

「つまり」

　右手に持った二枚の内、爪痕が見えない方のトランプを、遙が左手でめくる。

「相上君は、左のトランプの裏側に爪痕があるのを見てＡだと思った。だからわざと負けるために右を選んだ。でも相上君が選んだのは、Ａ。相上君の勝ちよ」

　遙が左手に持ったトランプ。それは確かに、Ａだった。

「勝負は私の負け。だから守かみ垣がい内と君と戦うのは、私ね」

　その敗北宣言は、実質的な勝利宣言。櫻の敗北を告げる宣言だ。

「……残念です」

　これみよがしにため息を吐つきながら、櫻は遙が右手に持っているトランプを手に取る。

　そして、ぬけぬけと言い放った。

「俺は、先輩から見て右を選んだんですよ」

「……は？」

「指をさしたりはしてない。ただ『右』と言っただけです。先輩から見て右、つまり俺から見たら左。俺が選んだのはこっちのトランプです。Ｋだから俺の負けですね」

　櫻は以前、暴漢に襲われた時に自分から見た左右と相手から見た左右の違いで危険な目に遭った事がある。その経験を活かしてのトリック──否いな、トリックとも呼べないペテンだった。

　遙はるかの顔が、怒いかりの色に染まる。

　思わず右手を振り上げる遙。ぶたれる事を覚悟して目を閉じる櫻さくら。

　しかし、その右手は櫻に触れないまま、力なく下ろされた。

「……分かった。もういい」

　おそるおそる目を開ける櫻。

　そして櫻は──ある意味、ぶたれるよりもよほど大きなダメージを受ける。

「相あい上がみ君なんか、嫌い」

　その両目に溜たまった涙を溢あふれさせないように堪こらえながら、遙ははっきりと、そう口にした。

「東京でもどこでも行っちゃえばいいんだ」

　そして踵きびすを返し、足早に去っていく。

　残された櫻は耐えかねたように表情を歪ゆがめ、手にしたトランプを地面に投げ捨てた。

　これでいい。自分は男としての意地を貫き通したのだ。

　なのに何な故ぜだろう。たまらなく胸が痛かった。




　　　　　四




　そしてその夜、相上家にて。

　櫻は一人、戦いの準備を始める。

「父さん、ちょっといいかな」

「おう、どうした」

「次の休みに、友達を家に呼びたいんだけど」

「ん？　全然構わんぞ」

　ここまでは予想通り。そして、続く言葉も。

「もちろん──女じゃないんだよな？」

　女を愛してはいけない。

　豊ゆたかはそれを、櫻に決して許さない。

　わざわざ父親の承しよう諾だくを得て異性を家に呼ぶなど、確実に特別な相手だ。

　だから、そんなわけはないよな？　分かってるよな？

　櫻を見つめる豊の微ほほ笑えみに、狂気が張りつく。

　だが櫻は落ち着いて笑い、言葉を続ける。

「いや、女の子もいるよ」

「……なんだと？」

「けど、そういう相手じゃないから。実は父さんに頼みたい事があって……」

[image: ]

　櫻の頼み事とその説明を聞く内に、豊の顔からは狂気が消えていく。

　その代わりに困惑の表情を浮かべながらも、豊ゆたかは最後には櫻さくらの頼みを引き受けた。

（よし）

　まずは計画の最初の一歩が成功した事で、櫻はあらためて決意を固める。

　ここから始まる戦いは、櫻の人生にとって特別なものになる。

（この戦い、ミニッツは使えない──いや、絶対に使わない）

　ミニッツを使わずに、この戦いに勝利する事。

　それが、櫻の出した答えだった。













　　　第六章　父へ




　　　　　一




　一二月一六日、日曜日。

　終業式を前にした最後の休日であるこの日、相あい上がみ家ではまるでクリスマスを前倒しにしたかのようなパーティーの準備が整えられていた。

「いや、しかし緊張するな……夕ゆう楓かさん、俺、どっか変じゃない？」

「大丈夫、かっこいいわよ豊ゆたかさん」

　まるでこれから娘の彼氏と会うかのように緊張している豊と、それを適当に受け流しながら配膳の準備をすすめている夕楓。アザミもそれを手伝っている。

「というか櫻さくら、今更だけど、本当に俺らがいていいのか？」

「挨あい拶さつくらいしておいた方がいいだろ？　今日は後で真剣な話をする事になるんだ」

「うん、まぁ、分かってるけどなぁ……というかその話もなぁ……俺なんかでなぁ……」

「うじうじ言わない！　息子に頼られるなんて父親冥みよう利りに尽つきるってもんでしょ」

「いや、うん、それはな……そうだな、頼れる父としてな！」

「キャーパパステキー！」

「すてきー」

　情じよう緒ちよ不安定な豊を無責任に煽あおり立てる夕楓、そしてアザミ。

「ちょっと話してもらったら先に行ってていいから。後はゆっくり心の準備をしててくれ」

「お、おう。えっと、名前なんだっけ？　確か……」

　ピンポーン、とインターホンが鳴った。

「あら、来たみたいね。はーい！」

「俺が出るよ」

　エプロンを取ろうとする夕楓を制し、玄関へ向かう櫻。

　念のためにのぞき穴から相手を確認して扉を開ける。そこに立っていたのは、まるで童話の世界から抜け出してきたかのような、作り物めいた美び貌ぼうの少年と少女。

「や、相あい上がみ君」

「……俺から誘っておいてなんですが、素直に来てもらえるとは思ってませんでしたよ」

「どうして？　僕の送別会をしてくれるんでしょ？　嬉うれしいよ」

　そう言って、守かみ垣がい内と明あき芳よしは無む邪じや気きな笑えみを浮かべた。

　対照的に、その後ろに立つ芽明めいあは胡う散さん臭そうに櫻を睨にらみつけている。

「まぁどうぞ、上がってください。もう準備も出来てます」

「お邪じや魔ましまーす」

「……お邪魔します」

　促うながされるまま、とりあえず二人は素直に相あい上がみ家の敷居をまたぐ。

　ダイニングでは、がちがちに緊張した豊ゆたかと大皿の料理を運ぶ夕ゆう楓か、そして小皿を置いて回っていたアザミが手を止めて、明あき芳よし達に目を向けた。

「父さん、夕楓さん、紹介するよ。この二人が……」

「守かみ垣がい内と明芳です。初めまして」

「妹の芽明めいあです。本日はお招き頂きありがとうございます」

　明芳はとろけるような微ほほ笑えみで、芽明は完璧なよそ行きの笑え顔がおで。二人がひとまずは無難な態度を見せた事で、櫻さくらは内心胸を撫なで下ろす。

　無難でなかったのは、むしろ──

「やばいぞ夕楓さん！　櫻の一〇〇倍くらい美少年だ！」

「言い過ぎよ豊さん！　せめて一〇倍くらいにしてあげて！」

「妹さんもまぁなんとかわいらしい……アザミには敵かなわないけどな……」

「本当、お人形さんみたいね……アザミには敵わないけどね……」

　自分へのフォローがない事に若じやつ干かんの不満を覚える櫻。

「二人とも、ちゃんとしてくれよ……」

　突っ込みつつも、それが二人なりの歓迎の形である事を知っている櫻は苦笑するしかない。その証拠に、すぐに二人は親の顔になって明芳達に笑えみを見せた。

「櫻の父の、相上豊です。いつも櫻がお世話になってます」

「アザミの母の波は名な城しろ夕楓です。今日は楽しんでね」

　大皿で運ばれてくるのは夕楓とアザミお手製の料理の数々。から揚げ、サンドイッチ、パスタ、エビチリ、レタス巻……ケーキやお菓子も用意されている。

　各おの々おのが席に着き、全員に飲み物が行き渡ったところで、櫻が乾杯の音頭を取る。

「えー、では、東京へと戻るお二人の前途を祝しまして。乾杯」

『乾杯！』

　各自、飲み物を一口。そしてグラスを置き、拍手。

　こうして、よく分からないメンバーによる送別会はとりあえず和なごやかに始まった。

　豊が異性を家に入れる許可を出したのは、その事情に加えて兄と妹の双ふた子ごだった事も理由として大きい。豊も挨あい拶さつさえ済ませてしまえばそこはさすがに大人というもので、気負わず自然に隣の芽明に話しかけていく。

「二人は半年くらいこっちにいたんだって？」

「はい。期間限定の地域留学で。もともとこっちに住んでたんですけど、小学校からは東京で学んでまして。いずれこっちに帰ってくるので、一度様子を見に」

「久しぶりだと田舎過ぎてびっくりしただろ」

「いえ、そんな。こんなに星が綺き麗れいだったっけってびっくりしました」

　計算高く苛か烈れつな本性をひた隠しにし、学校では『ドジっ娘こ天使』と呼ばれているほどの芽明めいあである。今回の招きにひたすら胡う散さん臭さを感じつつも、見事な仮面の微ほほ笑えみで大人達にはその本音を欠片かけらも見せない。

　反対側では夕ゆう楓かが明あき芳よしに声をかけている。

「明芳君は、鬼灯ほおずき家の跡取りなんだよね」

「うん。大学を出たら戻ってきて、鬼灯の家に入るよ」

「兄様！　ちゃんと敬語を使って！」

「あはは、いーのいーの。大学も東京で？」

「うん」

「そっかぁ。頑張ってね」

「うん、ありがとう。から揚げもらっていい？」

「どうぞどうぞ！　芽明ちゃんも何か取ろうか？」

「あ、いえ、頂いてます。お構いなく」

　話を振られれば答えるが、明芳や芽明としてはいきなりこんな場に呼ばれて自分から喋しやべるような事もない。自然と食べ物を口に入れる事が多くなる。しかもアザミはともかく何な故ぜか櫻さくらさえも積極的に喋ろうとしないので、食卓の空気は少しずつ間延びしていく。

「あー……じゃあ、後は若い人に任せて」

「豊ゆたかさんてば、お見合いじゃないんだから……でも、そうしよっか？」

「櫻達だけで話したい事もあるだろ。櫻、いいよな？」

「うん。夕楓さんと向こうで待ってて」

　豊と明芳を引き合わせるという最初の目的は問題なく達成した。雰ふん囲い気きからするに、この後も問題ないと思われる。櫻は計画を次の段階へと進める事にした。

　豊と夕楓が自分達の分の食べ物を持って波は名な城しろ家へと移動すると、相あい上がみ家には櫻、アザミ、明芳、芽明の四人だけとなる。

　まずは芽明が早速、被っていた猫をかなぐり捨てた。

「櫻、あんた何企たくらんでんのよ」

　大人がいなくなった途端、予想通りに嚙かみついてくる芽明。しかしその右手がちゃっかり苺いちごのショートケーキを確保している辺りは憎にくめない。

「芽明もよく来たな。絶対お前が止めると思ってたよ」

「……お爺じい様に、怒られたのよ」

「鬼灯の当主に？　なんで？」

「この前の日曜。乾いぬい陣じん内ないが、うちに殴なぐり込んできてね」

「……は？」

　芽明めいあの言葉に目を丸くする櫻さくら。これはさすがに予想外だった。

「あ、別に本当に暴力を振るったわけじゃないんだけど。っていうか使用人が中に入れなかったんだけどね。そしたら壁の外から、兄様が東京に帰るのに召使いを連れて帰ろうとしてるからやめさせろって大声で。それがたまたま庭を散歩してたお爺じい様に聞こえて」

　あれ以来見ていないと思ったら、そんな事をしていたのか。陣内は陣内で今回の事に思うところがあったのだろう。よもぎが助かったからそれでよし、で終われないのが不良でありながらフェアな精神を持っている陣内らしいと言えた。

「よもぎ姉様を連れていくっていう話も急にお爺様にお許しを頂いた事だったのに、どういう事だって怒られたのよ。それで今度は櫻からの誘いでしょ？　また面倒を起こして自分でどうにか出来ないようなら、跡取りとしての資質に疑いがあるって」

　なるほど、それで自分達で事を収めるために出向いてきたというわけだ。

　もともと櫻は明あき芳よしや芽明が素直に招待に応じるわけがないと思っていた。そうなったらどうやって呼び出すかと悩んでいたのだが、陣内のおかげで上う手まくいったらしい。

「で？　何企たくらんでるのよ」

　二度目の問い。櫻はこれ見よがしに肩をすくめてみせる。

「心外だな。お前らの東京行き、誰がついていくか決まったから教えようと思ったんだよ」

　何の含みもなく唐とう突とつに放たれたその言葉に、虚を突かれた芽明は咄とつ嗟さに反応出来ない。代わりに明芳が興味深そうに身を乗り出した。

「へえ。誰になったの？」

「ん」

　それまで黙だまってもくもくとレタス巻を食べていたアザミが、明芳に手を挙げる。

「アザミちゃんが来てくれるの？」

「ん」

　頷うなずくアザミ。

　もちろんこれは、櫻が書いた台本通りの反応だ。

「でも、実はまだ親にその事を言ってないんですよ。いきなり言うとびっくりするだろうし、よかったらこれから、守かみ垣がい内と先輩も一いつ緒しよに説明してくれませんか？」

「えー……めんどくさいよ」

「いてくれるだけでもいいです。基本的には俺が説明して、先輩はたまにこっちの質問に答えてくれるだけでいいですから」

「うーん……それくらいならいいよ」

　櫻の言葉を疑う様子もなく頷く明芳。何も考えていないだけのようにも思えるが、明芳という人間がただの馬ば鹿かではない事は櫻さくらもよく知っている。

　つまり、守かみ垣がい内と明あき芳よしというのは、基本的には本当に無む邪じや気きなのだ。

　そして明芳のフォローをするのが、芽明めいあが自みずからに課した役目である。

「櫻さくら、あんた本気で言ってるの？」

「お前はそのつもりがないみたいな言い方だな？」

　間髪入れずに言い返され、芽明は二の句を吞のむ。当然だ。芽明は明芳と二人だけで東京へ帰る事を望んでいる。しかし明芳の手前、それを言えないでいるだけだ。

　僕の言う事を聞け。明芳の絶対時間は、芽明にもまだ作用している。

「守垣内先輩。どうやら妹さんは、先輩の言う事にあまり賛成じゃないみたいですね」

「……芽明、また僕に何か言うつもり？」

「そんな事、ないけど……」

「さて、それじゃあ守垣内先輩、一いつ緒しよに来てください」

「どこに？」

「隣のアザミの家で、親が待ってます」

「はーい」

「待って、私も一緒に行く！」

「いいから、芽明は大人しくここで待ってて」

「……はい、兄様」

　芽明がついてくるとまた文句を言うかもしれない、と明芳に思わせて、芽明がついてこないように命令させる。櫻の作戦は今のところ上う手まくいっている。

「じゃあ行ってくる。アザミ、芽明と遊んでやっててくれ」

「ん」

「あれ、アザミちゃんは行かないの？」

「芽明を一人にするわけにもいかないでしょう？　アザミも後でタイミングを見て呼びますから、まずは俺達だけで話しましょう」

「ふーん。まぁいいけど」

　アザミと手を振り合い、櫻は明芳を連れて相あい上がみ家を出ていった。




　たくさんの料理が残ったテーブルを、たった二人で囲む事になったアザミと芽明。

「チョコケーキ」

「……え？　ああ、これが食べたいの？」

「ん、ん」

　短い手を伸ばしてこくこくするアザミ。芽明がチョコケーキの皿を押してやると、アザミはそれを自分の方へ引き寄せもくもくと食べ始めた。見る人が見ればその表情は幸せに満ちているのだが、訓練されていない芽明めいあには無表情にしか見えない。

　呆あきれたような顔で、芽明はアザミに問う。

「ねえ……あなた、本当に私達と一いつ緒しよに東京に行くつもりなの？」

「んーん」

「え？」

　芽明の問いにアザミはあっさりと首を横に振った。

「わたしは行かない」

「え……でも、それじゃあ……」

　混乱する芽明。櫻さくらの言う事など信じていたわけではないが、では櫻と兄は、一体何をしに向こうへ行ったというのか？

　芽明の混乱をよそに、アザミはマイペースにチョコケーキを食べ終わり、牛乳を一口飲む。

　そしてポケットから携帯を取り出し、誰かにメールを打ち始めた。




　　　　　二




　波は名な城しろ家、茶の間。

「それじゃあ、男同士ごゆっくり～」

　人数分のお茶を出し、家主であるはずの夕ゆう楓かはさっさと相あい上がみ家へと行ってしまった。

　櫻、明あき芳よし、そして豊ゆたかの三人は掘りごたつに足を突っ込んで向かい合う。

「あの人がアザミちゃんのお母さんじゃないの？　おじさんは相上君のお父さんだよね？」

　アザミの東京行きを親に説明するという目的なのに、アザミも夕楓もいないというのは明らかにおかしい。しかしそこは事前に口裏を合わせている。

「ああ、俺達は四人で家族なんだ。だからおじさんがアザミの父親だと思ってくれ」

「ふうん。分かった」

　掘りごたつの中で足をぶらぶらさせながら、まぁどうでもいいや、とでも言い出しそうな無関心な表情で、明芳は櫻の発言を待つ。

　しかし、何な故ぜか櫻も口を開こうとしない。

「……えーっと、何の話かな？　言いにくい事かな？　性の相談かな？」

　沈ちん黙もくに耐えきれず、豊が場を和なごますためのボケを入れる。より一層空気が白ける。

「……相上君、説明してくれるって言ったじゃん」

「すみません。でもこれはもともとは先輩の事情でしょう？　何の話か、それだけは先輩から言ってくださいよ。後は俺がやりますから」

「んー……分かったよ。えーとね、おじさん」

「お、なんだいなんだい？」

　身を乗り出す豊ゆたか。明あき芳よしは何の配はい慮りよもなく、無む邪じや気きに、単刀直入に用件を切り出す。

「東京に帰る時、アザミちゃんも一いつ緒しよに連れていくから」

「……………………………………………………………………………………は？」

　豊の顔が、人の好よい笑え顔がおのままで固まる。

「相あい上がみ君」

「……父さん、守かみ垣がい内と先輩は、東京で自分の身の回りの世話をしてくれる人がほしいんだって。それで俺達にゲームをやらせて、一番負けたアザミを連れていくって言うんだ」

「…………………………………………何を、言ってるのかな？」

　何かの冗談だと思っているのか、豊の表情はまだ笑顔を保っている。

　しかしそこへ、櫻さくらが目配せする。

　それを受けて、豊の顔はだんだんと真ま面じ目めな表情へと変わっていった。

　櫻は豊に、守垣内明芳という人間の異常な生おい立ちをほぼ全て話してある。

　鬼灯ほおずきの分家に生まれた事。先天性の色素欠乏で日本人ではあり得ない外見を持っている事。生まれつき強烈な幸運の持ち主である事。それ故ゆえに明芳の親が明芳を神聖視して、お前は神のうつし身だと、人の上に立つ特別な人間なのだと言われながら育てられた事……

　だから明芳は、自分を神のうつし身だと信じている。自分は人の上に立つ存在なのだと、転じて言えば、全ての人間は自分に従うべき存在なのだと信じている。

　櫻はそれらの事情を豊に話した上で、東京に帰る前に明芳を更正させたいから、大人として、人の親として協力してほしい、と持ちかけた。

　息子から真剣な相談を受け、根が善人である豊は戸惑いながらもそれを引き受けた。

　その手段としての、今日の送別会だったのだ。

　当然、アザミも夕ゆう楓かも協力してくれている。今こうして三人だけになっているのも計画だ。

　しかし櫻は、アザミの東京行きの話はあえて豊にしていなかった。

　その上で、本人の口から唐とう突とつにこんな事を聞かされれば。

　守垣内明芳という人間の異常さを、豊は嫌いやというほどに実感した。

　そして、一人の人間として、人の親として、この少年をこのままにはしておけないと思った。

「……明芳君。それは、アザミの父として許可出来ない」

「え？　なんで？」

「なんでも何もない。君の言ってる事は無茶苦茶だ。例えば仮に、君とアザミが恋人同士とでも言うなら……まぁそれでも難しいけど、そういうわけじゃないんだろう？」

「うん」

　何が悪いのか分からない、と言うように、明芳はきょとんと豊の目を見返す。その瞳ひとみになんの邪気もない事が、むしろ明芳の異常性を際立たせる。

「なんでアザミが、恋人でもない相手の身の回りの世話をしに、東京へ行かなきゃならない」

「ゲームで負けたからでしょ？」

「……そういう話じゃないよ。君に、なんの関係もない人間の人生を左右する権利なんてないという事を言ってるんだ」

「権利はあるよ？」

「……どうして？」

「だって、お父さんがそう言ったもん。僕は人の上に立つ存在だって。好きなように人を動かしていいんだって」

　豊ゆたかもまた、父親だ。同じ父親として、この少年にそんな無茶苦茶な教育を施ほどこした親をぶん殴なぐってやりたいと思った。

「……あのな、明あき芳よし君。君のお父さんの事を悪く言うのは申し訳ないが、そんな考え方は普通じゃない。君は特別な人間なんかじゃないんだ……いや、鬼灯ほおずきの跡継ぎなんだから、君はおそらく優秀なんだろう。将来組織の上に立って人を動かす立場になる、そういう意味では確かに特別だ。でもそれは、他人を好きに使っていいなんていう事じゃないんだ」

「どういう事？　お父さんの言ってる事と違うよ」

「君のお父さんの言ってる事が間違ってるんだよ」

「そんなわけないよ。お父さんの言う事は正しい」

「どうしてそう思うんだ？」

「だって、お父さんだもん」

「……………………」

　なんの手応えもないやり取りに、豊の心は早くも折れかける。

　感情だろうと屁へ理屈だろうと、反論がくるのであればまだそこから話は出来る。だがこれではのれんに腕押しだ。それもそのはず、明芳が父親を正しいと主張する根拠は、理屈でも感情でもない。

　ただ、父親だから。それだけが唯ゆい一いつ絶対の根拠なのだ。

　神を信じる相手に神の不在を証明しようとするようなものだ。相上豊という人間は基本的には善人で真っ直すぐな人間である。櫻のような搦からめ手も使えない。

「守かみ垣がい内と先輩にとって、父親の言葉は絶対に正しいんですね」

　ここでやっと、櫻が口を挟はさんだ。

「当たり前だよ」

「でも困りましたね、そうすると、俺にとっても父さんの言葉は絶対に正しい事になります」

「……そうなるの？」

「なりますよ。だってどっちも同じ父親ですから」

「ふーん……じゃあどうするの？　相あい上がみ君がどうにかしてくれるんでしょ？」

「もちろんです。先輩、俺が今から父さんが間違ってるって証明してみせますよ」

　当然ながら、豊ゆたかはこれに強く反発する。

「櫻さくら……お前は何を言ってるんだ。アザミが誰かの召使いになるために東京に行くなんて許さんぞ。これに関しては俺は絶対に間違ってない」

「うん。俺もそう思う」

　息子の意図が摑つかめず、眉まゆをひそめる豊。

　櫻は表面上は平静を装っているが、その心臓は急激に鼓動を速め始めている。

　これから始まる戦いは、相あい上がみ櫻の人生最大の戦いとも言えるのだから。

「父さん」

　震えそうになる声を抑え、張り裂けそうになる胸を押さえ。

　そして櫻は、言った。

「俺、好きな人がいるよ」

　豊の表情が、変わった。

　今までの空気とは全く別種の緊張した空気が張り詰める。

　数秒の沈ちん黙もくの後、豊の顔には何な故ぜか再び笑え顔がおが張りついた。

「……アザミの事だよな？」

「アザミの事は、もちろん好きだ。でも、それとは違う」

「ふざけるな」

「ふざけてない。もし出来るなら、その人と結婚して、子供もほしいと思ってる」

「そうか。死にたいんだな。分かった」

　笑顔のまま、豊はこたつから足を抜いて立ち上がった。向かうのは、台所だ。

「……ちょっと、なに？　どうしたの？」

　急変した空気に、さすがの明あき芳よしも表情を変える。それまでずっと多くの人におかしいと言われ続けてきた明芳からしても、櫻と豊の会話は異常すぎた。

　包丁を手にして戻ってくる豊。櫻もこたつから出て立ち上がり、足を震わせながらも豊を睨にらみ返し、明芳に言葉を向ける。

「先輩、俺は父さんから、女を愛してはいけないと言われ続けて育ちました。俺も父さんも、ついでに爺じいちゃんも、生まれた時に母さんが死んでるんです。俺達は子供を作れば必ず母親を死なせる。俺達は女を幸せに出来ない。俺達にはそういう呪のろいがかかってるんだって言われ続けてます。もし女を愛したら、殺すって。先輩、どう思います？」

「……お父さんが言うなら、そうなんじゃない？」

「俺の父さんが正しいなら、先輩のお父さんも正しいですよ。父さんが俺を刺したら、遠えん慮りよする事ない、アザミを連れていけばいい。父さんがそれを認めたって事だ」

　瞳ひとみをそらさず真っ直すぐにぶつけられる言葉に、豊の足が止まる。

「そうだろ、父さん？　父さんが俺にかけた呪いが正しいなら、守かみ垣がい内と先輩のお父さんが先輩にかけた呪のろいも正しいって事になるよな？」

　豊ゆたかが正しいとすれば明あき芳よしの父も正しく、アザミが連れていかれるのも正しい事になる。それが間違っているなら、豊も間違っている事になる。

　櫻は、豊に矛盾を突きつける事で自みずからの間違いを認めさせ、明芳と自分、両方の父の呪いを同時に解こうとしているのだった。

「先輩、俺も先輩も、父さんに呪われてるんだ。父さんにとって何が正しいかで、人生ねじ曲げられてるんだ……ふざけんなって思わないか？　復ふく讐しゆうしてやろうって思わないか？　父さんの言う事を鵜う吞のみにして、何も考えずに生きて……そんなんで悔くやしくないかっ!?」

　明芳に向けられた言葉は、本当は自分自身に、そして豊にぶつける言葉だ。

「なんでもかんでも呪いのせいにしやがって……母さんの死から逃げてるだけだろ！　そうすれば楽だもんなあ！　けどな、俺は絶対に逃げないぞ。父さんの言う事に全部逆らって、それで証明してやる。俺にも誰かを幸せに出来るって。それと……」

　それは、後にも先にも一度だけ、豊が櫻を殴なぐった言葉。豊が櫻に決して許さなかった言葉。

　櫻にとっては全ての恐怖の始まりであるその言葉を、今もう一度、父にぶつける。

「母さんが、幸せだったって！」

「櫻ああああああああああ！」

　止まっていた豊の足が動き、包丁を持った右手が櫻に向かって伸びる。

　自分に迫ってくる刃やいばの暗い輝きを、櫻はやけにゆっくりとした時の中で見つめている。

（……駄だ目めだったか）

　これで豊が間違いを認め、父親も間違うのだと明芳に分からせる。それが理想ではあった。

　しかし、豊は間違いを認めなかった。気は進まないが、次の手段を取るしかない。

（腹だよな、刺すなら絶対に腹だよな？　他のとこ刺すなよ？）

　予あらかじめ雑誌を仕込んである腹部を意識して豊に向けながら、ひたすらそれを祈る櫻。

　豊が改心しないなら、挑発してあえて刺される。そこまですればさすがの豊も明芳も間違いに気付くだろう。そうして二人の目を覚まさせるのが第二の作戦だった。

　もしもの事があれば救急車を呼ぶようアザミには頼んである。だがもちろん、もしもの事などないのが一番だ。想像するだけで恐怖に足が震え、逃げ出したくなる。それでも。

（腹以外のとこ刺されたら嫌いやだな。痛いんだろうな。いや、雑誌があっても痛いかもな。痛いのなんか大嫌いなんだけどな。でも、それでみんな助かるならいいか……くそ、怖いな）

　櫻は逃げない。恐怖を紛まぎらわせるように、一いつ瞬しゆんの時間でたくさんの事を考えながら──




『────────っ！』




　突然聞こえた複数の声。一体誰が何と言っているのか、櫻に全く聞き取れなかった。




　　　　　三




「スト─────ップ！」

「やめろおおおおお！」

「櫻さくら君！　櫻君！」

「だめ─────っ！」

　まず、遙はるかが豊ゆたかの背中に飛びついた。

　横から現れた月つき緒おが、流れるような動きで豊の手首を取り、刃物を叩たたき落として足で踏ふむ。危険な行為だが、運良く全てが上う手まくいったようだ。

　彼方かなたと茉まつ莉りは競うように櫻に駆かけ寄り、全身で守るように抱きしめた。

「……え？　琴こと宮みや？　茉莉先輩？　それに……琴宮先輩、早さ乙女おとめも……？」

　いつの間にか、豊は月緒に組み伏せられている。剣道の実力者である事は知っていたが、あれは柔術か何かだろうか、と櫻はぼんやりと考える。

「な……なんだ？　誰だ君達は……」

　混乱しているのは豊も同じである。しかも櫻と違い、ほぼ面識のない若い女性にいきなり組み伏せられているわけで、現状を全く把握出来ていない。

「私が呼んだ」

　一人遅れて部屋に入ってきたのは小さな人影。アザミだ。その後ろからはおそるおそるという様子で芽明めいあも顔をのぞかせている。

　櫻の計画を聞かされたアザミは、相あい上がみ家で送別会が始まるよりも前から、遙、彼方、茉莉、月緒の四人にその計画を伝え、波は名な城しろ家二階の自分の部屋に呼び集めていた。そして櫻達が波名城家の一階に集まって話し始めた頃にメールを送り、そっと一階へ降りて会話を盗み聞くように指示していたのだ。

　いかに計画とは言え、アザミは櫻を危険に晒さらすつもりなど最初からなかった。豊は部外者には危害を加えない。それを知っているアザミは四人に、豊が行動に出る前に乱入してほしいと頼んでいたのだが、備えは間一髪で憂うれいを断ったようだった。

　アザミは混乱する豊の目の前にしゃがみ込んで、四人の女性を大おお雑ざつ把ぱに紹介する。

「みーんな、櫻の事が好きな人達」

　その分かりやすいような分かりにくいような紹介に、豊は目を白黒させる。

「じゃあみんな、自己紹介。月緒から」

　月緒に顔を向けるアザミに小さく頷うなずき返し、月緒は豊の顔をのぞき込む。

「手を離します。いいですね？」

「あ、ああ……」

「そこの、えっと……芽明めいあさん？　念のためにこの包丁を台所の方に」

　何が何やら分からないまま、芽明は素直に包丁を受け取って台所の隅へと持っていく。帰る途中に何もない場所で盛大に転んだが、それはつまりそういう事だ。

　月つき緒おは畳の上に身を起こした豊ゆたかに真っ直すぐ向き直り、正座して深々と頭を下げる。

「大変な失礼をいたしました。相あい上がみ君の同級生の、早さ乙女おとめ月緒と申します」

「……君は、学園祭で櫻さくらと一いつ緒しよに歌ってた……？」

「はい。覚えていて頂けて嬉うれしいです」

　たおやかに微ほほ笑えみ、月緒は静かに語り出す。

「私は、母の命と引き替えに生まれてきました」

　唐とう突とつなその告白に、豊は目を見張った。

「母は生前売れない歌手だったそうで、私も母のＣＤを聞いて歌いながら育ちました。けれどいつからか、歌う事が苦痛になってきて……私はずいぶん長い間、歌えないままでした。でも学園祭で相上君が誘ってくれて、歌う事の喜びを思い出す事が出来ました。あの舞台の上で、それと観客席で咲いた笑え顔がおは、みんな相上君が蒔まいた種が芽吹いたものです」

　一言一言を嚙かみしめるように。

　月緒は、自分の想いを豊に伝えた。

「穂ほ尾お付づき学園二年、相あいヶが瀬せ茉まつ莉りです」

　次に話し始めたのは、茉莉。櫻のそばを離れ、豊へと近づいて。

「あたしのお母さんは、いわゆる風俗嬢ってやつで。どこの誰とも知らない男との間に生まれたのが、あたしです。あたしはお母さんをとても汚く思ってて、それでもちゃんと育ててくれたのに、感謝もしないで、向き合いもしないで……ただ相手を否定して、分かり合おうとしなかった。でも、櫻君はお父さんの想いを知りたがって、お父さんに自分の想いを知ってもらおうとしてて……あたしはそんな櫻君に、勇気をもらいました」

　自分自身を抱きしめるように。

　茉莉は、自分の想いを豊に伝えた。

「……櫻君の隣のクラスの、琴こと宮みや彼方かなたです。一度だけ、お話ししましたよね」

　櫻の体を遙はるかに預け、小さく頭を下げるその顔を、豊は覚えていた。

　あれはいつだったか、もし君が櫻の恋人なら、自分は櫻を殺さなければならないと言ったら、そんな事をしたら私があなたを殺します、と言い返してきた子だ。

「私も、母の命と引き替えに生まれてきました。お父さんに、お前のせいだと言われ続けて育ちました。今でもお父さんはそう思ってます」

　櫻とまるで同じその境遇。他人の口から聞かされると、豊はそれに酷ひどい不快感を覚えた。

「私は、自分を見てもらいたくて他人を罠わなにかけて利用するような、そんな最低の人間に育ちました。私はそんな自分が大嫌いでした。でも櫻君のおかげで、今は少しずつ変われてると思ってます。少しずつ、自分が生まれてきた事を喜べるようになりたいって、そう思えるようになりました」

　それは、彼方かなたの小さな願い。大嫌いだった自分がずっと捨てきれなかった、一つの祈り。

「櫻さくら君は私に、幸せになる事が親への復ふく讐しゆうだって言ってくれました。櫻君は、自分が幸せになって、誰かを幸せにする事で、お母さんが幸せだったって証明して……それで、おじさまもお母さんを幸せにしたんだって事を、証明したいんだと思います」

　彼方の優しい声に、豊ゆたかは返事が出来ない。

「……おじさま。私、おじさまの事で一つ、自信を持って言える事があります」

　たった一度会話しただけの彼方が、豊の何を知っているというのか？

「おじさまも私達と同じだって聞きました。生まれた時に、お母さんが亡くなってるって」

　考えてみれば、その答えは簡単だった。

「おじさま。そのお母さんと、会話した記憶がありませんか？」

　彼方の言葉に、櫻が息を吞のむ。

　自分が生まれた時に命を落とした母親。会話など出来るはずのない母親と、会話した記憶。

　それは、鬼おに火び憑つきがみな持っている記憶。

「……そんなはずない。あれは、俺の妄もう想そうだ。母さんを殺した責任から逃れるための、卑ひ怯きような噓うそだ。都合のいい夢だ」

「違います。それはおじさまに憑いた、鬼火です」

　彼方は断言する。

　豊は鬼火という言葉を知らない。だが、何となく何の事だか分かる。

「櫻君が生まれて、櫻君のお母さんが亡くなった時……お母さんを愛してるけど、櫻君を愛してしまうとお母さんの死を肯こう定ていしなきゃいけない。だから、願ったんですよね。櫻君の事を、憎にくんでしまえたらいいのにって」

　それは父親として、決して願ってはいけない事だった。

　その願いは鬼火となって、豊に取り憑いた。

「おじさまの、櫻君に対する異常な憎しみは……ただの鬼火なんです。そんなものは消してしまえばいいんです。おじさまなら、それが出来るはずです」

　自分の子供が誰かを愛する事を許さない。そんな狂った親が、どこにいるというのだろう。

「だって、本気で願わないと憎めないほど、櫻君の事を愛してたんですよね」

　どこまでひねくれてるんだこのクソ親おや父じは、と櫻は思う。

　そして、ああやっぱり、俺はこの人の子供なんだなと実感してしまう。

　なぜならそれは、櫻だって同じ。

「……俺、だって……」

　幼い頃、櫻が本当に願った事は。

　ただ一言。

「ただ……父さんに……父さんに、愛してほしい、って…………っ！」

　ただ一言、素直にそう言いたかっただけなのだ。

　堰せきが崩れたように泣き出した櫻さくらの頭を、遙はるかが優しく抱きしめて撫なでつける。

「よしよし。よーし……」

　それはまるで、赤ん坊に対する母親の仕草そのものだった。

「……君も、櫻の事が好きなのかい？」

　憔しよう悴すいを感じさせるしわがれた声で、豊ゆたかが遙に問いかける。

　遙は虚を突かれたように少し目を見開いてから、居住まいを正して一礼する。

「穂ほ尾お付づき学園生徒会長、琴こと宮みや遙です」

　そして、困ったように笑い。

「私は、相あい上がみ君が……櫻君が、嫌いです」

　そう言って、噓うそをついた。

「でも」

　ゆっくりと、その場にいる女性達の顔を一人ずつ見回し。

「櫻君が、ここにいる女の子達に幸せの種を蒔まいたのは、確かだと思います」

　数秒の間を開けて、少し恥はずかしそうに続ける。

「……私も、その種をもらいました」

　いつかも今と同じように、泣いている櫻を抱きしめた事がある。

　その時、櫻が言っていた事を思い出す。

「お父さん。私は、私達は、櫻君がこの世に生まれてきてくれてよかったと思います。だから、櫻君のお父さんとお母さんに、ありがとうって言いたいです」

　遙と、彼方かなたと、茉まつ莉りと、月つき緒おと、アザミ。

　五人の視線に見つめられて、豊ははっきりとした答えを返せない。

　それはもちろん、そんな風には思えない、などというわけではなく。

「豊さん」

　それまで廊下からずっと子供達を見守っていた夕ゆう楓かが、笑え顔がおで入ってきた。

　そして豊の傍かたわらに座り込み、子供にするようにその頭を撫でる。

「もう大丈夫だよ」

　本当は。

「櫻君も、豊さんも。愛する人を幸せに出来るよ」

　誰かにそう、言ってほしかっただけなのかもしれない。

　夕楓の手に撫でられながら、豊は急に、無性に気き恥はずかしくなってきた。

　今思えば、自分はなんと愚かな事をしたのだろう。それを若い女の子達によってたかって教えられて。とてもではないが、羞しゆう恥ちで顔を上げる事が出来ない。

「……櫻さくらが、女の子達に、幸せの種を蒔まいた」

「はい」

　即座に遙はるかが頷うなずいて答える。

「君も、その種をもらった」

「はい」

　そして豊ゆたかは、次の台詞せりふを口にした。




「……なんだか、いやらしい意味に聞こえたのは、おじさんだけだろうか」




　時が、止まった。

　櫻が女の子達に、種を蒔いた。

　私も、その種をもらった。

「──っ！」

　その意味を理解した順に、女性達の顔が赤くなる。

[image: ]

　なんとこの男、相あい上がみ豊。このタイミングでエロネタをぶっ込んできた。

「あははははっ！　おーっとこれは櫻君、うちのアザミを差し置いてっ!?」

「何言ってんすか夕ゆう楓かさん!?」

「そんな事はないっ！　私達は、少なくとも私は清い関係だっ！」

「早さ乙女おとめ、落ち着け！　素が出てるぞ！」

「わ、私も……そんな……ちょっと一いつ緒しよに寝ただけで……」

「噓うそではないからやっかいだな琴こと宮みやっ！」

「ま～確かに、あたしと櫻さくら君は人には言えない事しちゃってるけど～？」

「茉まつ莉り先輩！　誤解を招くような事を言わないでください！」

「一番櫻と一緒に寝てるのは、私」

「アザミ、お前まで!?」

「あーはいはいさすがは相あい上がみ君、相変わらずモテモテねー」

　取り返しのつかない事になりそうだった過ちも、空気を読んだ夕楓のファインプレーと、若い子供達の明るい声とで、許してもらえたのだろうか。許されていいのだろうか。顔を伏せたまま、感謝と後悔で泣き出しそうになる豊ゆたか。

　だが、否いなだ。豊が許されるには、一つやるべき事が残っている。

「明あき芳よし君」

　喧けん噪そうが、ぴたりと止やむ。

　部屋の隅っこで呆ぼう然ぜんと成り行きを見ているだけだった明芳が、ゆらりと豊に目を向ける。

「すまなかった。どうやら、おじさんが間違ってたみたいだ」

「……どういう、事？」

「大人も……親も、間違うって事だよ。おじさんも、君のお父さんも、間違ったんだ」

「そんな……そんな事ない！　僕のお父さんは正しい！」

　明芳はまだ、それを認められない。当たり前だ。今までずっとそうやって生きてきたのだ。それが根本から間違っていたとすれば、自分の人生はいったい何だったのだ？

「もういい。めんどうくさい。いいからお前達全員、」

　明芳のその発言を聞いて、櫻は即座に動いた。

　明芳に豊の狂態を見せた事。想定外だったが、遙はるか達が豊へ想いを伝えた事。それによって豊が自分の過ちを認めた事。この流れで明芳も自分の父の間違いを、ひいては自分の間違いを認め、鬼おに火びが消えてしまえばそれで終わりだった。

　だが、明芳はまだ認めていない。鬼火はまだ消えていない。もしこの状況で絶対支配が発動すれば、今までの全てのやり取りが、みんなの想いが無む駄だになる。

　これ以上の手段を、櫻はもう一つしか用意していなかった。最終手段にと考えてはいたが、出来ればやりたくない事だった。

　物理的手段。はっきり言えば暴力。

（明芳の左腕を、へし折る）

　芽明めいあと同じ痛みを与える事で、人の痛みを直接教え込む。櫻さくらが最も嫌う手段だ。

　だが、躊ちゆう躇ちよしている暇はない。明あき芳よしの左腕に手を伸ばし──

「むぐっ!?」

　その時、どこからか飛んできた一枚の紙切れが、まるで狙ねらったかのように明芳の口に張りついて言葉の続きを遮さえぎった。それは奇跡的な幸運としか言いようのない出来事だった。

　それと、ほぼ同時に。

「守かみ垣がい内と明芳！」

　名前を呼ぶ大きな声と、その頰ほほを叩たたいた大きな音が、重なった。

　遙はるかに頰をぶたれた明芳は、そこに手を当てる事もせず呆ぼう然ぜんと遙の顔を見返している。

「いい加減にしなさい。もういいでしょう？　あなたのお父さんは間違った。あなたは神様なんかじゃない。あなたに他の誰かの人生を無理矢理どうこうする権利はない」

　強く、厳しく、しかし優しく。遙は明芳に言い聞かせる。

「それはつまり、お父さんにもあなたの人生をどうこうする権利はないって事。あなたはこれから、ただのお兄ちゃんとして、自分で考えながら生きていくの。いいわね？」

「でも！」

　それでもなお、駄だ々だをこねようとする明芳。

「いいから……」

　遙はそんな明芳の頰を両手で摑つかみ、顔を近づけて怖い顔で。




「お母さんの言う事を聞きなさい！」




　それが、最後の呪のろいを解く言葉だった。

「……はい」

　あまりにもあっさりと、明芳は遙に向かって一つ頷うなずく。

　そして、その両目からぽろぽろと大粒の涙をこぼした。

「あれ……？　僕、泣いてる。なんで？」

　どうして自分が泣いているのか、明芳は自分でさっぱり分からない。

「兄様！　ああ、兄様……」

　慌あわてた芽明が明芳に駆かけ寄り、自分も涙目になりながらおろおろとその涙を拭ぬぐう。

「全く……泣き虫ばっかで困ったものね」

　それは、遙の心の底からの安あん堵どの声だった。




　やがて明芳が泣き止やみ、芽明が再び何もない所で転び、それを見てみんなが笑い。

　大団円の空気が流れ始めたところで、再び豊ゆたかがやらかした。

「……で、櫻さくら。お前が結婚したい相手って、この中にいるのか？」

　びしり、と。

　せっかく丸く収まりかけていた空気に、とてつもなく大きな亀き裂れつが走る。

　じりじりと、櫻を囲む女性達の輪が小さくなっていく。

　包囲網から解放されるまで、櫻はひたすら「あれは噓うそだ」と言い続けたそうな。




　　　　　四




　一二月一七日、月曜日。

　色々な事がありすぎた日曜日から、開けて翌日。

　朝礼で全校生徒達が寒い校庭に並んでいる中、その中に入らずこっそりと校舎の陰に集まった生徒達がいる。

　琴こと宮みや彼方かなた、早さ乙女おとめ月つき緒お、鬼灯ほおずきよもぎの三人だ。

　この朝礼サボりの首しゆ謀ぼう者しやは、彼方。あの後で月緒と話をまとめ、よもぎにも連絡し、生徒達が外へ出始めるのに紛まぎれて裏口から抜け出した。

　明あき芳よしの鬼おに火びは消え、一いつ緒しよに東京へ行くという話はなくなった。アザミはもちろん、遙や彼方、よもぎも例外ではない。

　あの後、明芳と芽明めいあが何を考え、何を決めたのかは分からない。

　分かっているのは、どうやら今日、二人は登校していないらしいという事だけだ。もしかしたらもうこのまま穂ほ尾お付づき学園には来ず、東京へ帰るつもりなのかもしれない。

　それはそれでいい。そこからはもう、二人の人生の物語だ。そこにまでくちばしを突っ込むわけにはいかないし、そうしたいとも思わない。

　今年最後の事件は概おおむね解決、グッドエンドを迎えたと言っていいだろう。

　だが、一つだけ。彼方にはどうしても放っておけない、未解決の問題があった。

　櫻の悪評が、流れたままなのである。

　仕方がないと言えば仕方がない。悪評とは言っても、あれは基本的に事実だからだ。

　ただ、その裏に隠れた櫻の想いを、誰も知らないだけ。

　誰も知らないだけのその事が、彼方にはどうしても許せなかった。

「鬼灯ほおずき先輩、お願いします」

　頷うなずくよもぎ。

　よもぎは右手で月つき緒おに触れ、左手で地面に触れた。

「ごめんなさい、汚れちゃって……」

「いえ、大丈夫です」

「なぁ彼方、本当に大丈夫かな？　私の鬼火はもう消えてるんだぞ？」

　自分に触れるよもぎの手を見つめながら、月つき緒おが不安そうに呟つぶやく。

「大丈夫。月緒ちゃんは鬼おに火びに頼らなくてもちゃんと歌えるようになったんだよ」

「なら、いいんだけど」

　はにかむ月緒。それは決して彼方かなたのお世辞でもなんでもなく、むしろ月緒は能力を使っていた時よりも、豊かに、繊細に、力強く、想いを歌声に乗せられるようになっていた。

「じゃあ……せーので、始めます」

　三人で顔を見合わせ、一つ頷うなずく。タイミングは大事だ。

（きっとこれが、櫻さくら君のために私が出来る最後の事）

「せー、の」

　彼方の合図で。

　まず、よもぎが自分の絶対時間を発動させた。

　右手で触れている月緒の能力が、人格が、想いが、左手で触れている相手にコピーされる。

　ほぼ同時に、彼方も自分の絶対時間を発動させた。

（久しぶり、お母さん）

　彼方の脳内にだけ、母の声が帰ってくる。

（今日はね、櫻君の事を想いながら、歌ってほしいの）

　よもぎの能力で、母には月緒の櫻に対する想いが流れ込んでいる。

（その想いを歌に乗せて、一分間だけ歌ってほしいの）

　母は、歌う事が好きだった。

　彼方に言われるがままに、母は歌う。




　その歌声は、優しい風となって穂ほ尾お付づき学園を吹き抜けた。

　相あい上がみ櫻という人間の、優しさを、強さを、賢さを、狡ずるさを、弱さを、情けなさを。

　母は風に乗せて、校庭にいる全ての生徒達に届けた。

　その風を浴びた生徒達は、一分間だけ、とても優しい気持ちになった。

　誰かの笑え顔がおだけを願う、それは世界で最も優しい一分間だった。










　　　　　○




　私は一体誰と、何と会話をしているのだろうと、何度も考えた事がある。

　きっと、私のお母さんじゃない。それはもうかなり最初の方に分かっていた事だ。

　それでも「お母さん」と呼べば答えてくれるので、お母さんと呼んでしまう。

　お母さんは、いったい何者なんだろう？

　長く分からなかったその答えだけど、私は最近思いついた事がある。

　私のお母さんじゃないけど、やっぱり私のお母さんなんだ。

　それはきっと、私の。私達の。




　母なる──













　　　エピローグ




　　　　　一




「おはよう！　アザミ様とその従者達！」

『おはようございます！』

　学生坂に、ヒコ先輩と愉ゆ快かいな仲間達の元気な挨あい拶さつがこだまする。

「おはようございます、ヒコ先輩」

「よぅ」

「おはようヒコ君」

「おはようございます」

　櫻さくら、アザミ、遙はるか、彼方かなたの順に律りち儀ぎに返礼する。こうして四人で登校して、こうして親衛隊が絡んでくる。そんないつもの風景を尊とうとく感じる心は、やはりすぐに消えてしまうけれど。

「アザミ様、本日のお飲み物は温かいバナナココアにございます」

「あ、いいなそれ。ヒコ先輩、俺にもくださいよ」

「アホかね相あい上がみ君、駄だ目めに決まっておろう！　バナナもカカオもアザミ様のための贄にえ、その口中に収まる人生最初で最後の栄誉、奪うばわせるわけには、まいりまー!?」

『せぬゆえー！』

「ゆえー」




　一月一八日。冬休みが明けて、吐はく息も凍る白い朝である。




「騎馬、組め！」

『アイ、サー！』

　今日のアザミ専用人間輿こしは、口で説明する事の困難を極めるアクロバティックな形状となっている。あえて言葉にするなら、それはまさに人間レゴブロック。どこがどうなっているのかさっぱり分からない。

「アザミちゃん、右足はこの穴、左足はこの段差に」

　シチサンがアザミに足の置き場所を教えながら擬似的に踏ふまれる快感を得ている。

「ここ？」

「オーケィ、ジャストフィッティン！」

　ジャストフィッティンらしい。

「アザミちゃんのアの字は愛してるのアじゃこれぇ！」

　カリアゲは今日も野太い声でアザミへの愛を叫さけぶ。

「アザミちゃんのザの字はザ・カワイイのザだよねコレ！」

　少し無理があっても気にしないだけの強さをイガグリは手に入れた。

「アザミちゃんのミの字は天パのミー！」

　テンパーは脳がヤバい。

「よーし今日もゴキゲンだね君達！　進め！」

『えいさ！』『おいさ！』

『えいさ！』『おいさ！』

『えいさ！』『おいさ！』

『えいさ！』『おいさ！』

　冬の寒さを吹き飛ばすような威勢のいいかけ声と共に、アザミを乗せた人間輿こしは学生坂を駆かけ上っていった。見ているだけで体温が上がりそうで冬には重宝する。

「相あい上がみ君、バナナココア飲むかい？」

　親衛隊を見送った彦ひこ星ぼしが、口から湯気を立てる水筒を差し出してくる。

「あれ、飲んでもいいんですか？　ありがとうございます」

「いやいや、礼には及ばないよ」

「うんうん、お礼なんか必要ないよ。ハゲるよ？」

　そこに横から割り込んできたのは、これまたいつもの顔。

「相あいヶが瀬せ茉まつ莉り……感謝の意を表明する事と毛根の死滅に何の因果関係がある……」

「うるさい黙だまれ。ねーねー櫻君、昼休みヒマ？　女子トイレしない？」

「あり得ないほど酷ひどい誘い方ですね……」

　茉莉はあれ以来、鬼おに火び憑つきの話をあまりしなくなった。その代わりに、たまに母親と何を話しただのどこへ行っただのと報告してくる。その時の少し照れくさそうな、しかし嬉うれしそうな笑え顔がおを見ていると、櫻さくらの心も温かくなるのだった。

「なんと嘆なげかわしい……キサマいい加減に女性としての慎つつしみをだな」

「うっさいバーカ！　はーげはーげ！」

「これはハゲではなあああああい！」

「おほほほほほ、髪生はえてごらんなさい！」

　謎なぞの挑発を残して逃げていく茉莉を彦星が追いかける。相も変わらず仲のいい事だ。

　櫻を囲んでいた人々がいなくなると、そそくさと彼方かなたが近づいてきて隣に並び、無言でにっこりと笑う。以前は必ず手を繫つないできたのだが、最近はそれをしなくなり、ほんの少し寂しく思っているのは櫻だけの秘密である。

　そうして言葉もなく並んで歩いていたが、不意に彼方が立ち止まり、櫻の顔や頭をまじまじと見つめ始めた。

「……な、なんだ？　何かついてるか？」

　櫻さくらは毎朝時間をかけて身だしなみを整えている。にもかかわらず寝癖があったり目やにがついていたりすれば、それは相あい上がみ櫻の名折れである。

　しかし、彼方かなたがぽつりと言ったのは、全く違う事だった。

「……櫻君、背が伸びた？」

「え？」

　言われて櫻は、彼方の目をじっとのぞき込む。

　確かに。

　五月に出会ったばかりの頃、実は櫻の身長は彼方よりも三センチほど低かった。これは彼方が高校一年の女子にしては高かったのもあるのだが。

　しかし今こうしてあらためて見てみると、なるほど確かに。彼方の目の位置がほんの少し下になっているような気がする。

「……なんか、そんな気がしてきた。今度計ってみる」

「絶対もう櫻君の方が高くなってるよ。男の子はすごいね」

　背が伸びる事を喜ばない男はあまりいないだろう。櫻も内心でわくわく、さっそく昼休みにでも保健室へ行って計ってみようと考える。

　そんなほのぼのとした空気に近づく影一つ。

「……っ！」

　唐とう突とつに、彼方が身を低くして鞄かばんを頭の上に掲げた。

　そこにぼす、と誰かのチョップが当たる。

「ちっ、腕を上げたな……」

「岸きし良ら君の意地悪……」

　露ろ骨こつに顔をしかめる夏か凪なぎとそれを睨にらみ返す彼方。ぽふっと軽く叩たたき返している様子を見ても、彼方がずいぶんと変わっている事が分かる。

「というか日直」

「分かってるよぅ。岸良君が来るの待ってたの。櫻君、お姉ちゃん、先に行くね！」

「先輩、また放課後に～」

　そして二人は小走りで駆かけていく。出席番号の関係で、二人は常に日直が一いつ緒しよになるようだった。どうでもいいが、夏凪が櫻には挨あい拶さつしないのもいつもの事である。

　そして、最後に残ったのは櫻と遙はるかの二人。

　前よりも少しだけ近づいた肩を並べ、のんびりと学生坂を上っていく。

「いよいよね」

「ええ、いよいよですね」

　既視感。

　今日は、第四期生徒会前期役員選挙の当日である。一年生の内に生徒会長になる事を目標としている櫻さくらにとって、これが最後のチャンスである。

「生徒ポイント、いくら溜たまった？」

「もちろん秘密です」

「なんでか知らないけど、あの後支持率Ｖ字回復したもんね。何をしたの？」

「さてなんでしょう？」

　とぼけて見せながらも、一番不思議に思っているのは櫻自信だった。広まった悪評を選挙までにどうやって打ち消すかと悩んでいたら、何な故ぜか「あれは生徒達の笑え顔がおが目的の罪なきサプライズだった」という櫻にとって理想的な空気がいつの間にか広まっていたのだ。

　それが三人の少女からの恩返しである事など、櫻は思いもよらない。

「でもまぁ、所しよ詮せん俺なんて先輩の前では吹けば飛ぶような木こっ端ぱのごとしですよ」

「またまたぁ。木っ端かと思って手で払ったら怪け我がするような材質で出来てるくせに」

「まさか、先輩を愛するこの俺ですよ？　甘くて柔らかいマシュマロで出来てますよ」

「大好きな相あい上がみ君がマシュマロなら食べちゃわないとね、中にカラシが詰まってても」

「いやいやそんな」

「いえいえそんな」

「はは、うはは、うはははははははははは」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

　ハーモニーを奏でる二人の笑い声に、遠くから聞き慣れない声が「おぎゃあ」と重なった。

「おー、どっかで泣いてますねー」

「ほんと。赤ちゃんって元気よねー」

　思わず口元をほころばせる二人。

「……赤ちゃんと言えば、守かみ垣がい内との二人、結局あのまま東京に帰ったんですかね」

「でしょうね。あれから一日も学校来なかったし……っていうか相上君、赤ちゃんと言えばはさすがにかわいそうよ」

「いや、よく泣いてたなぁと思って」

「人の事言えないと思うんだけど……」

「う……」

　ジト目で遙はるかに突っ込まれ、何も言えなくなる櫻。

　そんな櫻の顔を見て、遙が意地悪そうににやりと口元を歪ゆがませた。

「相上君のお母さんにもなってあげようか？　子供みたいに泣いていいのよ？」

「謹つつしんで遠えん慮りよしておきます」

　ずばっと断ち切る櫻の態度に、遙は口を尖とがらせて小さく呟つぶやく。

「……私がお母さんだったらいいのにって、言ったくせに」

「え？　何か言いました？」

「なんでもない！」

　怒ったようにそっぽを向く遙はるか。

　ふくれる頰ほほを横から眺ながめながら、櫻さくらも小さくぽつりと呟つぶやく。

「……俺がほしいのは、お母さんじゃなくてお嫁さんなんですよ」

「え？　何か言った？」

　遙には本当に聞こえていなかったようで、きょとんと首を傾かしげて聞き直してくる。

「選挙、負けませんよと言いました」

「こっちの台詞せりふよ。全力でかかってきなさい」

　不敵に、しかしどこか嬉うれしそうに櫻に笑いかける遙。

　その時、櫻は何な故ぜかふと、ある事を思い出した。

「……そう言えば俺、先輩に一つ、命令出来る権利がまだ残ってましたよね」

　それを聞いた途端、遙の顔が引きつった。

　命令権を賭かけた夏休みのお弁当対決、遙は櫻の策略にはまって敗北を喫きつしてしまった。その策略がセコくて地味なものであったとしても、負けは負けである。

「……生徒会長選挙、わざと負けろとか？」

　ふむ。それもいいかもしれない。

　しかし今櫻が考えているのは、全く別の命令だった。

　言った方と言われた方、はたしてよりダメージを受けるのはどちらか分からない、自分でもなんでそんな命令を思いついてしまったのか分からない。

　ただ、遙の笑え顔がおを見ていたら、無性に言いたくなってしまった。

　周りを見回して、誰もこちらを見ていない事を確認する。

　そして櫻は遙の耳に口を寄せて、そっと囁ささやく。




「　　　　　　　　　　　　　　　」




　その、数秒後。

　まるで桜が花開くように、遙の頰が赤く染まった。

　遙は怒ったように、櫻を置いて早足で行ってしまう。

（……言ってしまった）

　思いの外、自分が冷静でいる事が少し意外だ。

（琴こと宮みや先輩は今、何を思ってるんだろう？）

　知りたい、と櫻は思う。

　自分にはそれを知るための能力がある、と思い出す。

　そして同時に、もう一つの事も思い出す。

（そう言えば、俺……最近全然、使ってなかったな）

　最後に使ったのは確か、一一月の温泉旅行だったか。そうすると、もう二ヶ月近くも使っていない事になる。以前は頼り切りだったのに、変われば変わるものだ。

（もしかしたら……使えなくなってるかな）

　鬼おに火びの消えるとき。

　それは、鬼火に憑つかれた子供達の心の欠片かけらが埋まったとき。

　奇跡の力を借りて無理矢理願いを叶かなえる必要など、なくなったとき。

（俺の心の欠片は、埋まったのかな）

　櫻さくらには分からない。

　だから。

　櫻は遙はるかの背中を見つめ、心の中で呟つぶやいた。










『ミニッツ』
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　　　　　二




　──そして。

　喧けん騒そうがおさまった体育館に、マイクを通した選挙管理委員の声が響く。

『では、開票結果を発表します。第四期生徒会、前期生徒会長に選ばれたのは──』










　　　　　後書き




　生物学者であるライアル・ワトソンの著書『生せい命めい潮ちよう流りゆう』の中に、『一〇〇匹ぴき目めのサル』というこんな逸いつ話わがあります。




　九州の東の沖に幸こう島じまという島があり、そこにある野生のサルのコロニーでニホンザルの行動研究が行われていた。

　ある時そこのサル達に土で汚れたサツマイモを与えたところ、サル達はどうやって食べたものかと悩んでいたが、ついに一匹のサルがサツマイモを洗う事を思いついた。

　この画期的な方法は少しずつ広がっていき、数年後にはコロニー内の多くのサル達がサツマイモを洗うようになった。ここでライアル・ワトソンは、それまでにサツマイモを洗うようになったサルの数を便べん宜ぎ上、九九匹としている。

　その年の秋、一〇〇匹目のサルがサツマイモを洗うようになった時、奇き妙みような事が起きた。

　それまではコロニー内で数年かけて徐々に徐々に広がっていたサツマイモを洗うという方法だが、その日の夕方にはコロニー内のほぼ全てのサルがいきなり同じ事をするようになったのだ。しかも突然の伝でん播ぱはそれだけに留とどまらず、他の島のコロニーや九州本土の高たか崎さき山やまのサル達までもが、一斉にサツマイモを洗う事を覚えたという──




　ライアル・ワトソンはこの現象に対し、『一〇〇匹目のサルの新たな参入により、数が明らかに何らかの閾いき値ちを超え、一種の臨界質量を通過したらしい』と書きました。

　そしてこれを『一〇〇匹目のサル現象』と名付け、自然淘とう汰たとは別の進化におけるメカニズムではないか、と論じています。

　すなわち、想いが重なれば世界に影響を与えるのではないか。

　この現象はケン・キース・ジュニアの著書『百ひやく番ばん目めのサル』によって世界的に有名となり、主にニューエイジ関連で脚光を浴びました。例えば、核廃絶を願う人間が一〇〇人（閾値）を超えれば、世界中の人間が核廃絶を願うようになるのではないか、という風に。今でもこの考え方を信奉している人はいると思われます。

　さて、この現象を当のライアル・ワトソン本人が「創作である」と認めているという事実は、この現象そのものに比べればあまり知られていない事だと思います。

　なんだ噓うそかよ、と思われた方。心中お察しします。自分もそれを知った時はさすがにがっかりしたものです。

　しかし、ではなぜ彼はこのような噓をついたのでしょうか？　神秘主義者にちやほやされたいがための、ただのホラ話だったのでしょうか？

　著書の中で、彼は『一〇〇匹目のサル現象』に関して、こう続けています。




　──多数のミームや思想、流行が文化を席せつ捲けんした方式もこれで説明がつくかもしれない。あることを真実だと思う人数が一定数に達すると、それは万人にとって真実となる、といった現象である。ローレンス・ブレアは「多数の人びとが神話を共有したとき、それは現実となる」と言うが、心から賛成だ──




　彼が噓うそをついた理由は、想像するしかありません。

　ただ、この『一〇〇匹目のサル現象』は、自分が『ミニッツ』という物語を思いついた多くのきっかけの最も重要な一つとなりました。




　こんにちは。乙おと野の四よ方も字じです。

　あっちに行ったりこっちに行ったり、ここに来るまで随ずい分ぶんとうろうろしてしまいましたが、やっと最終巻をお届けする事が出来ました。

　しかし、それら別の道を歩いたからこそ、ミニッツはこの形で終わる事が出来たとも思っています。ずっと待っていてくださった方も、最近知ったという方も、櫻さくら達の物語をどうぞよろしくお願いいたします。

　作品に関しては、もうここであれこれ言うつもりはありません。とにかく、ここまで書けて本当によかった。後は皆さんに委ゆだねるだけです。いかがでしたでしょうか。

　一巻の後書きにも書きましたが、この作品のテーマソングはBUCK-TICKの『鼓こ動どう』という歌です。よろしければぜひ一度聞いてみてください。また、ミニッツを気に入ってくださった方は、電撃文庫から刊行中の『ラテラル』もよろしくお願いいたします。水平思考推理ゲームを題材とした、謎なぞ解とき中心の作品です。きっとお楽しみ頂けると思います。

　最後に。ミニッツという作品を選んでくれた担当さん。イメージでしかなかったキャラ達に姿を与えてくれたイラストレーターさん。最も真剣な読者になってくれた校こう閲えつさん。作品の顔である表紙等を装丁してくれたデザイナーさん。この作品をお店に並べてくれた書店員さん。いつも仲良くしてくれている作家さんやイラストレーターさん。自作ゲームのテストプレイに付き合ってくれた友人達。他、自分に関かかわってくださった全ての方々。

　そして何よりも、今この文章を読んでくれている読者の皆様方へ。

　本当に、本当にありがとうございました。また別の作品でお目にかかれますように。





乙野四方字　拝
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乙おと野の四よ方も字じ

大分県豊後大野市出身・在住。この度ついにデビュー作シリーズの最終巻をお届けする事が出来ました。ここまで応援してくださった皆様、本当にありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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イラスト／ゆーげん

最終巻をお届けします。櫻たちを送り出すことが出来、万感の想いです。１巻から少しは成長できたかな？　ミニッツの依頼の時は飛んで喜んだものです！　またどこかでお会い出来るように精進しつつ。それではまた。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「乙野四方字先生」係

「ゆーげん先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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ミニッツ5




～鬼おに火びの消きえるとき～








乙おと野の四よ方も字じ
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